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　あの子は今、どうしているだろう？

　静しずが思う、『あの子』とはもちろん我わが子のことだ。顔を思い浮かべてみる。

　だがうまく思い出せない。真まっ暗くら闇やみの世界にいるからかもしれない。照らし合わせるものがないと、自分の記き憶おくもおぼろげになっていく。大海のど真ん中にボート一つで浮かんでいるようなものなのだ。目印となるものは何もない。自分が今、どこにいるのかさえ分からない。

　しかも、あの子は元々特とく徴ちようのない顔をしていた。意図的に他人に記憶させないようにしているかのような。複ふく雑ざつなのではなく、あまりにシンプルで記号化しやすい顔なのだ。だから、改めて細部を思い出そうとすると、まるで何も思い出せなくなる。

　だが、静は根気よく思い出してみる。闇は記憶を奪うばう代わりに、膨ぼう大だいな時間を与えてくれる。焦あせることはない。

　意識的に感覚を研とぎ澄すませていくと、普段は意識の外にあるものを改めて感じる。

　波の音だ。

　優やさしい音。すやすやと眠る子どもに陽ひの匂いが染しみついたほしたばかりの布ふ団とんを被かぶせているかのような。規則的な音に耳を澄すませていくうちに、心が凪なぎになっていく。

　そして静は、その凪の海を泳いでいく。

　やがてぼんやりと輪りん郭かくが浮かび上がってくる。はるか遠くの漁船が燃もやす篝かがり火びのように。

　カチカチ、カチカチ……。

　同時に何かが聞こえる。それが自分の歯の音だと気づくのに、静はしばらく時間がかかった。歯だけではない。体全体が震ふるえている。

　この顔は──あの子ではない。

　なぜだ、どうして今、この顔を思い出してしまうのだ。静は急に闇が怖こわくなる。明かりをつけたい。だが、そんなことは出来ない。

　静は叫さけぶ。「許して！」と。静は請こう。「どうか、お助け下さい！」と。

　どこにも、誰だれにも、届かないと分かっているのに。

　声が枯かれるまで叫び続けると、再び静せい寂じやくが訪れる。

　だが、顔はぽっかりと浮かんだままだ。静は観かん念ねんして、その顔をじっと見つめる。

　笑っている。

　静が、「ごめんね」と言ったあとの顔だ。確かにあのとき、あの少年は笑っていた。

　笑ってこう言った。「それいいね、心のこもってない謝しや罪ざいは、人をひどく不快にさせる。僕も真ま似ねしよう」

　わたしが血を入れた少年。

　名前は──楽らくと言っていた。
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　僕ぼくは重要な決断をしなければいけない。

　向かいあう虹にじ子こちゃんは、僕の言葉をじっと待っている。

　飾かざ梨なし高校は地形上、風が吹かない。今日は、低気圧が急速に発達し、朝から暴ぼう風ふう吹き荒れる春の嵐あらしとなっているのだが、それでも、今僕たちがいるここ、屋上の空中庭園ですら、空気はピタリと止まったままだ。神様も、時の概がい念ねんも、この空間のことをすっかり忘れたみたいに、全てが静止している。僕が何か言いだすまで止まったままだ。

　隣となりには、一本の大木がある。始業式の日に、しげ子さんが植えたものだ。空中庭園に植えるには、部活動の一いつ環かんとして植えるには、あまりに非常識な大きさだ。学校全体を俯ふ瞰かんし、監かん視ししているかのようにそびえ立っている。これでは、ガーデニングではなく、ガーディングではないか。幹みきには、いくつかの瘤こぶや窪くぼみがあり、それが顔に見える。今にも、声が聞こえてきそうだ。実際に、そんな噂うわさもある。

　大木から架か空くうの声が聞こえてくる。低音で籠こもった声だ。「さぁ、青年よ、決断しなさい」

　分かっているよ、分かっている。もう四月の三週目、いつまでも待たせるわけにはいかない。

　──僕たちは、二年生になったんだから。

　再び虹子ちゃんを見つめる。根気強く僕の言葉を待ってくれている。

　僕は一つ咳せき払ばらいし、喉のどになんのつっかえもないことを確認してから、言う。

「……北海道にするよ」

　虹子ちゃんの顔が夜明けの地平線のようにぱぁと明るくなる。両手を胸の前で組み、目をキラキラと輝かがやかせる。そして、今にも歌い出しそうな調子で言う。

「本当!?　わたしも北海道がよかったの！」

　──重要な決断とは、修学旅行の候こう補ほ地ちのことだった。

　二年生になり、新学期が始まるなり、秋に予定されている修学旅行の候補地についてアンケートがおこなわれた。事前に教師によって選別された候補地は二つ、北海道と、京都を中心にした関西。アンケートを集計してみて、教師は驚おどろいた。全くの同数だったからだ。そして、あることに気がついた。まだ提出していない生徒が二人いる。僕としげ子さんだった。

　と、いった説明を、先さき程ほど虹子ちゃんから受けた。虹子ちゃんは、教師から僕に聞いてくるように指示されたのだ。ちなみに虹子ちゃんは、二年生になり、生徒会に加入した。もしかすると、秋に行われる生徒会立候補選挙で、生徒会長になっているかもしれない。

　僕は、修学旅行のことなど、すっかり忘れていた。友達のいない僕にとって、北海道だろうが、関西だろうがどちらでもよかったからだ。どちらも僕にとって思い入れのある場所ではない。しげ子さんは、別のことに集中していて（大木を植えること）、単純に忘れていたようだった。

　こうして、今年の修学旅行の運命は、僕ぼくらが握ることになった。いや、僕らではない。僕だ。しげ子さんは今回のシステムをよく分かっていなかったらしく、アンケート用紙に『杉すぎ沢さわ村むら』（都市伝説の世界でのみ存在している村の名）とだけ書き、どこかに行ってしまった。

　いつの間にか僕の手には、ずっしりと重いタクトが握らされていた。

　僕は悩なやみに悩み、そして先さき程ほど決断したのだ。「そうだ、北海道に行こう」と。

　理由は、シミュレーションしてみて、北海道のほうが安全だったからだ。関西は危険だ。京都の清きよ水みず寺でらに行けば、しげ子さんに突つき飛ばされる危険があるし、奈な良らの大だい仏ぶつに行けば、しげ子さんに仏ぶつ像ぞうの体内に潜せん入にゆうするのを手伝わされたりする危険もある。

「ねぇ、ところで──」

　虹子ちゃんが、陽気な妖よう精せいのように、軽かろやかなステップで距きよ離りをグッと縮ちぢめてくる。

　虹子ちゃんの顔が目の前にあり僕はドキリとする。香水の微かすかな匂いが遅れてやってくる。虹子ちゃんは、最近ぐっと大人っぽくなった。体一つ一つのパーツが描えがく曲線がより女性的になり、柔やわらかな印象を与える。虹子ちゃんは、生徒会の仕事が忙しく、水泳部に顔を出せていないのが原因だと言っていたが、そうではなく、やはり大人になったのだ。何もかもが、健全な高校二年生の僕の心を刺し激げきする。

　虹子ちゃんは、僕の左手にくっついたあれを、希き少しようなシルクを扱あつかうみたいに、指でなぞる。実際には触ふれることが出来ないので、そう見えるだけなのだが。それでも僕は、自分の背中をそうされたみたいに、ゾワゾワとし、顔も少し赤くなる。

「──試していい？」
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　虹にじ子こちゃんは、舌で唇くちびるを濡ぬらしながら、妖よう艶えんな顔で言う。あれを──赤い糸を──じっと見つめて。僕ぼくの心しん臓ぞうが、全ての血を送り出し、一いつ旦たん動きを止めた。

　──始業式の日に、虹子ちゃんには、全て話した。赤い糸に関する全てのことを。

　だって、もう見えてしまっているんだから。その背中には死しに神がみの鎌かまのような痣あざがあるのだから。──僕が血を入れてしまったせいで。

　糸に関する全てを聞いた虹子ちゃんのリアクションは、僕にとってはやはりだった。

　普通の人なら、人生観ががらりと変わってしまう。

　僕の答えを待たずに虹子ちゃんは、素す早ばやくポケットから何かを取り出した。

　ハサミだ。

「えいっ！」

　虹子ちゃんは、ハサミで赤い糸をちょきんと切ろうとする。もちろん切れない。赤い糸は触ふれることが出来ないのだから。

「あぁ、やっぱりだめかぁ」

　本当に悔くやしそうな顔で、虹子ちゃんはうなだれる。そして、制服のポケットから、メモ帳とペンを取り出し、『ハサミは×』と書きこむ。そこには、『カッターは×』とも書かれてあるし、『ライターの火は×』とも書かれてある。全て、僕ぼくの赤い糸で試した結果だ。何を考えていたのか、編あみ物用の棒ぼう針ばりで引っ掛けようとしたこともある。これが虹子ちゃん、これこそが虹子ちゃんだ。つまり、普通の人ではないのだ。

　──虹子ちゃんは、赤い糸のことを聞いても何も変わらなかった。

　極きよく度どの天然で、究きゆう極きよくのポジティブなのだ。虹子ちゃんは、糸のことを聞いて以来、赤い糸が示す運命を変える方法を、とても真剣に、前向きに、そして活発に、暇ひまがあれば、暇がなくたって、考えている。

　僕は、そんな虹子ちゃんに、みっともない笑顔を作るのが精せい一いつ杯ぱいだ。「残念だったね」

　どうしてかは、分からない。分からないんだけど、前向きな虹子ちゃんを見ていると、僕の心はナイーブになってしまう。眩まぶしすぎるのかもしれない。その光が、僕の影をよりくっきりと浮かび上がらせるからかもしれない。

　僕は、そんな顔を見られたくなくて、話を切り上げることにする。

「じゃあ、そろそろ行くよ」

「あっ、ちょっと待って」

　踵きびすを返した僕の背中に、虹子ちゃんが言う。

　僕は改めて振ふり返る。

「どうしたの？」

「もう一つ言わなきゃいけないことがあるんだった」

「何？」

「新入生」

「えっ？」

　虹にじ子こちゃんの顔から笑顔が消える。風が吹いていないのに、髪かみが微かすかになびいたように見える。

「一人いたよ、今日見つけたの。新入生に一人──赤い糸があった」
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　第一回生物研究部緊きん急きゆう会かい議ぎ。

　黒板にそう書かれている。奇き妙みように歪ゆがんだ文字だ。まるでダイイングメッセージのような。死の間ま際ぎわにしては、随ずい分ぶんな画数なのだけれど。

　部室がある生物実験室に来てみれば、これが書かれていた。おそらく書いたのは、黒板の隣となりで、両肩と頭をだらりと下げ、こちらをじっと見つめている彼女だろう。水みず木きしげ子さんだ。まるで黒板にとり憑ついた幽ゆう霊れいのように立っている。

　僕ぼくは小さくため息をつく。つきながらも、観かん念ねんし、近くにあった椅い子すを手にとり腰かける。

「何、緊急会議って？　緊急っていうのが特に恐おそろしく聞こえるんだけれど」

「何をおっしゃっているんですか朝あさ生おさん。決まっているではありませんか、我わが生物研究部に差し迫せまった問題は一つしかありません。新学期が始まり、幾いく日にち過ぎたでしょう？」

「幾日って、二週間ほどだけど」

　キキキキッ……！　しげ子さんが故こ意いに、黒板にチョークを立て、音を鳴らす。僕は、あまりの音に、両耳を咄とつ嗟さに塞ふさぐ。片目が自然とキュッと閉じる。

「何！　何、何？　どうしたの？」

「新入部員ですよ、新入部員。他の部は、続々と新入部員が入っているのに、我が生物研究部には、一人たりとも入部して来られないではありませんか。これは、大問題ですよ。危機と呼んで差し支つかえないでしょう」

　新入部員？　何もかもが意外だ。しげ子さんが、生物研究部の未来を案じていることにも、新入部員を望んでいることにも。

　いや待て。しげ子さんのことだ、何か裏があるのかもしれない。僕は、石の下に隠かくれる大きなムカデを想像し、気を引き締しめる。

「そんなこと言ったって、新入部員なんて入ってこないでしょ」

「どうしてですか？」

「どうしてですかって……」

　本当にどうしてか分からないといった顔をしているしげ子さんに、どう説明すればいいんだろう。僕ぼくとしげ子さんのとても悪い伝説は、校則よりも早く、光速のように速く、新入生の間ですでに話題になっている。「知ってる？　二年生に幽ゆう霊れいみたいな人がいるらしいよ」「あぁ、わたし見た。髪かみが凄すごいんだよ。影みたいに伸びてるの」「あの人の隣となりに男の人いるでしょ、あの人もやばいらしいよ」「あぁ、死しに神がみ楠くす見みでしょ」「やくざの組、一つぶっ潰つぶしたんだって」「ちょっと、やめときなよ。あの人たち、この学校のいたるところに、盗とう聴ちよう器き仕掛けているって噂うわさだよ。自分たちの噂をしている人は、猟りよう銃じゆうで撃うち殺されるんだよ」

　新入生がそんなことをヒソヒソと言っているのを僕は耳にした。その新入生は、僕が聞いていることに気づくと、本当に死神でも見たかのような顔で逃げていった。

　あそこまで噂が広まっていては、新入部員なんて、夢のまた夢だろう。

「ちょっと、難むずかしいんじゃないかな。なかなか地味な部だし……」

　と、僕は言ってみる。

「朝あさ生おさん、そのような後ろ向きなお考えでどうするんですか。わたくしたちは、二年生になったんですよ。木もく目め様も悲しんでおられます」

「木目様？」

「あれですよ」

　としげ子さんは、隣の校舎のてっぺんを指さす。どうやら空中庭園にそびえ立つ大木を指しているようだ。こちらから見ると、隣の校舎が髷まげをしているように見える。

「……木目様って言うんだ」

「朝生さん、一年生のお手本として、何事も活発にやっていかなければ」

「いや、しげ子さんはむしろ落ち着いたほうがいいと思うんだ」

　一年生の女子が、しげ子さんをお手本にして、異常に髪かみを長く伸ばし、メスやスタンガンを常に隠かくし持ち、連続殺人犯を拉ら致ちし始めたらそれこそ問題ではないのか。

　それにしても、やっぱりいつものしげ子さんとはまるで違う。本当に二年生になり、心を入れ替えたのだろうか？　──とまぁ、そんなわけはない。

「と、いうことで、調ちよう査さしましょう」

　しげ子さんはそう言って、口を大きく歪ゆがませ、ニタリと笑う。

　──ほらやっぱり。何か恐おそろしいことを言い出すぞ。

「……調査って？」

「他の部を調査するんですよ。そうですね、まずはここから一番近い場所に部室がある、美術部はどうでしょう」

「いや、美術部の皆みなさんに迷めい惑わくだよ。それに調査って具体的に何をするのさ」

「決まっているではありませんか。スパイですよ」

「スパイ！」

　とは、僕が言ったのではない。実はこの教室にはもう一人いたのだ。あまりに馬ば鹿かげた現実なので、見ないようにしていたのだけれど。

「おねえたま、おねえたま」

　そう言って、そのもう一人は、しげ子さんに駆かけ寄る。まるでピアノの発表会のように、赤いワンピースに、白いタイツを穿はいた少女。先月からしげ子さんが預かっている少女。マナコちゃんだ。マナコちゃんは、しげ子さんの家で一人待っているのが嫌いやらしく、毎日のようにこの学校にやって来ているのだ。

　誰だれも思うまい。一ヶ月ほど前に、十人もの人間を無差別に殺害したコスプレ殺人鬼きが、我わが校に毎日のようにふらりとやって来ているとは。そのあたりは突つき詰つめると色々と頭が痛くなる。耳を塞ふさいで、「アーアー」と叫さけびたくなる。深く考えるのはやめよう。

「見てください。マナコはスパイが得意なんです」

　マナコちゃんは、素す早ばやく壁かべに向かって走り、その勢いのまま壁をかけ上のぼり、天てん井じようについたスプリンクラーのわずかな突とつ起きを摑つかみ、天井に貼はりつく。異常な身体能力だ、人間業わざではない。

「どうですか、おねえたま。これで、誰だれにも見つかりませんよ」

「マナコさん、よく出来ました」

　しげ子さんは手をパンパンと叩たたく。とても乾いた音がなる。

　マナコちゃんは、地面に着地し、でへへと笑い、餌えさを欲しがる猫ねこのように頭をしげ子さんの足にすりすりとさせる。そして、「じゃあ、おねえたま。早さつ速そく行ってきます」と、ピッと、敬けい礼れいをすると、教室を勢いよく飛び出していく。

「ちょっと！　しげ子さん、行かせていいの？」

「朝あさ生おさん、子どもは自由に遊ばせなくては。縛しばりつけていては何もいいことはありませんよ」

「いや、そういうことじゃ──」

　──だめだ、ムチャクチャすぎて、突っ込む気にもならない。

　僕ぼくは、鼻から大きく息を吐はき、首を小さく振ふり、心を落ち着かせるために窓の外に目を向ける。グラウンドを横切り下校していく生徒たちが見える。遠くから見ても、一年生は、一年生と分かる。制服が馴な染じんでいなかったり、歩きかたに余よ裕ゆうがなかったりするから。そして、僕がそう感じてしまうのは、二年生になったから。




　────本当ならここにあの子がいたはずなのに。




「しょうがないから、この部に入ってあげるっす」。そんな声が今にも聞こえてきそうだ。

　──天あま城ぎ苗なえ。

　彼女は、今どこにいるんだろう。まだこの学校の生徒のはずだけれど、僕に真実を打ち明けたあと、一度も姿を現していない。

「あれ？」

　グラウンドを歩く生徒の中に、明らかに学校関係者じゃない人物が混ざっている。

　一人、パンツスーツを着ているから目立っている。いや、目立っているのは、それだけじゃない。──大きく膨ふくらんだお腹。

　姉の冬ふゆ羽はだ。ペンギンのように、歩きにくそうに、少しガニ股またで、とことこと歩いている。

　何しにやって来たんだろう？

「それよりも、朝あさ生おさん。知っていましたか？」

　体の中でしげ子さんの声が鳴る。僕の背中にピッタリとしげ子さんがくっついている。

　うわぁ。と僕は、みっともない声を出し、猫ねこのように毛を逆さか立だてる。

　背後にいて顔は見えないが、笑みを浮かべていることは分かる。しげ子さんが、粘ねばり気けのある声で言う。

「最近、美術室で幽ゆう霊れいが出るという噂があるんですよ。少女の幽霊です」

　──これか。これがしげ子さんの真の目的だったんだ。

　僕は、心の中で、思わず呟つぶやく。そりゃ入らないよな、新入部員。
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　謎なぞは全て解とけました！

　──らしい。しげ子さんが言うには。僕に言わせれば、そんなもの、謎でもなんでもないのだけれど。

　美術室の扉とびらを開け、いきなりそう言うので、教室にいた美術部員たちの目が全てこちらに向く。一年生は特に怯おびえた目をしている。

　だがしげ子さんは特に気にすることもなく、ヒョッヒョッヒョッ、と奇き妙みような笑い声をあげる。

　僕は思う。ヒョで笑っているうちは、僕たちの部に新入部員が入ってくることはないだろう。

「イキカチカクです」

「イキカチカク？」

　しげ子さんが、黒板に『閾いき下か知ち覚かく』と書く。

「サブリミナル効果と言ったほうが馴な染じみがおありでしょうか」

「あぁ」それなら聞いたことがある。「映画の中に一コマだけコーラの映像を入れると、それを見ている観客は、無意識にコーラを飲みたくなっちゃうってやつだよね」

「えぇ、意識できないわずかな刺激で、無意識に訴えかけるんです」

「それがどうしたの？」

「朝生さん、この教室、少々雰ふん囲い気きが悪くありませんか？」

　美術部員が、「あなたがいるからじゃないんですか」という目をこちらに向けてくる。

　だがしげ子さんは、お構いなしに話し続ける。

「まずは、こちらです」

　そう言って、しげ子さんは、廊ろう下か側の壁かべを指す。

「通常、廊下側の壁には、小窓がついており、磨すりガラスが入れられています。ですが、美術室では、光の加減を調ちよう節せつするために、窓がついていません。逆側、つまり外側の窓にも、光を遮さえぎるために、厚い黒のカーテンが引かれています」

　確かに、照明がつけられていなければ、この教室は真っ暗だろう。

「それが、無意識に圧あつ迫ぱく感かんを与えています。そして、これ」

　そう言って、しげ子さんは、近くにある黒板を叩たたく。

　黒板には、『目め指ざせコンクール！』と太字で書かれてある。美術部員によって書かれたものだろう。その下に、赤いチョークで、『締しめ切りまであと二週間』とある。

「これらも、心理的に追い詰つめられ、圧迫感をうける一つの要よう因いんとなっています」

　話が少し見えてきた。

「つまり、その圧迫感が少女の霊れいを見させているってこと？」

「いえ、これらは料理でいうと調味料のようなものです。全ての原因は、この床ゆかです」

「床がどうしたの？」

　確かに美術室の床は、他と教室と明らかに違う。オレンジと黒のタイルで幾き何か学がく模も様ようを作っている。

「橙だいだい色は、人に混こん乱らんを与え、黒は死を連想させる。そして、この床の模様は、人を不安にさせるように巧こう妙みようにデザインされています。この床は、誰だれがデザインされたかご存知ですか？」

「確か、卒業生だよね。この制服をデザインした人」

　と、僕ぼくは自みずからの襟えりを軽く引っぱる。

「えぇ、海外でも活かつ躍やくされている総合デザイナーの方です。本人は、ワールドデザイナーとおっしゃっていますね。そのデザイナーが、同性愛者の男性であったことはご存知ですか？」

「えっ、そうだったの？」

　それは知らなかった。言われてみれば、床も制服もどこか女性的な雰ふん囲い気きがあるような気がする。

「デザイナーの方の、奥底の部分が、無意識にこの床のデザインに反映されているのです。ここを訪れた人は、それを閾いき下か知ち覚かくとして受け取り──」

　しげ子さんは一ひと呼こ吸きゆう置き、力強く床を指さす。

「少女の霊れいを生み出してしまっていたのでしょう」

　まるで名めい探たん偵ていのように断言するしげ子さんには申し訳わけないのだが、僕は否ひ定ていせざるをえない。

「……いや違うと思うよ」

　僕は、床を指しているしげ子さんの手首を持ち、指をマナコちゃんのほうへと向ける。

「ほら、きっとあれだよ」

　マナコちゃんは、スパイのことなんてすっかり忘れ、椅い子すにちょこんと座り、クレヨンで絵を描かいている。その周りを何人かの美術部員たちが囲み、温かい目で見守っている。教師の子どもがやってきたぐらいに思っているのだろう。──コスプレ殺人鬼きだよ、みんな。

　マナコちゃんは、しげ子さんに気づくと、「あっ、おねえたま」と顔を輝かがやかせ、紙を持って、しげ子さんの元に駆かけ寄ってくる。

「おねえたまの絵を描いていたんです。見てください」

　そう言って、マナコちゃんはしげ子さんに絵を差し出す。それは、絵というよりかは写真に近い。子どもがクレヨンで描いたとはとても思えない。陰いん影えいをつけ、立体感まで出している。あまりにクオリティが高いので、僕ぼくは思わずある部分を確認してしまう。

　──よかった。ここにはある。

　と、そんなことはどうでもいい。「ねぇ、ところでマナコちゃん」

「なんだ、カメロデム」

　マナコちゃんは、天あま城ぎ苗なえがかけた（楽らくが仕組んだ）、洗せん脳のうが今だ解とけておらず、僕としげ子さん以外は（自分も含ふくめて）、怪かい人じんに見えている。そして、僕のことは人間に化けた怪人カメロデムだと思っているのだ。

「ここにはよく来るの？」

「そうだ、おねえたまが授業中は、暇ひまだからな」

　──やっぱり。

「ねぇ、しげ子さん。幽ゆう霊れいって多分、マナコちゃんのことだよ」

「誰だれが幽霊だ、カメロデム。体を真っ二つにされたいか」

　マナコちゃんが子どもとは思えない鋭するどい視線をこちらに向け、近くにあったパレットナイフを手に持つ。

　と、そのナイフの刃はに蛍けい光こう灯とうの光が反射し、瞬しゆん間かんきらりとする。その光は、しげ子さんの目も眩くらませたのだろうか、髪かみの隙すき間まから覗のぞく右目がぱちりと閉じた。

「あぁ、すいません。おねえたま！」

　マナコちゃんは、大おお袈げ裟さにパレットナイフを捨て、おろおろとする。

　しげ子さんは、「大だい丈じよう夫ぶです」とマナコちゃんに答えるが、眉み間けんには微かすかに皺しわが残っている。

　しげ子さんには、珍めずらしい仕草だった。そしてそれは、僕ぼくに不吉なものを感じさせた。




「先せん輩ぱいっ！」

　突とつ然ぜん後ろから声がする。思わずその勢いで前へつんのめりそうになるほど元気がいい。

　後ろを振ふり向くと、廊ろう下かに女子生徒が一人立っている。制服が馴な染じんでいないところを見ると、一年生だろうか。腕を後ろに組み、思わせぶりな笑顔で、体を左右に揺ゆらしている。ポニーテールの髪がその度にまるで彼女の感情を代だい弁べんするかのように楽しげに揺れている。

　その顔は、僕の記き憶おくを刺し激げきする。

　──ん？　この子、どこかで……。

　僕ぼくは、じっくりと顔を覗のぞき込み、観察する。

　笑顔だ。とにかく笑顔。この子にとっては、笑顔が素顔なのかもしれない。そして、目が特とく徴ちよう的てきだ。たれ目で、とても大きい。もしかしたら、ハーフだろうか。──ハーフ？

　頭のあちこちで電球が光る。

「……もしかして、三み玉たま利りさん？」

「そうです！　水みな萌もです。三玉利水萌ですっ!!」

　三玉利水萌──中学時代、四カ月だけ後こう輩はいだった女の子。そして僕の……。

「お久しぶりですっ、先せん輩ぱい！」

　これぞ笑顔、『ザ・笑顔』と呼びたくなるような満面の笑みで、手を後ろに組んだまま顔だけを無む防ぼう備びに近づけてくる。とろんと目まな尻じりが下がった大きな目と、南国の海のようにキラキラとした唇くちびるが目の前にある。

　先輩の威い厳げんを示そうと、そんなことではドキドキしないぞ、と意識的に意識していない顔を作ってしまう自分が恥はずかしい。──しかし、先輩と呼ばれるのは悪くない。

「……久しぶりだね。顔が大人っぽくなっていて、分からなかったよ」

「えぇー、そうですかぁ」

　と三玉利さんは、顔を赤らめ、モジモジとする。

「三み玉たま利りさん、飾かざ梨なしに入ったんだ？」

「そうですっ！」三玉利さんは、快かい活かつにそう返事をしたかと思うと、うつむき上うわ目め遣づかいで、声こわ色いろまで変えて言う、「先輩に会うためにやってきたんですよ」

「そ、そうなの」と僕は余よ裕ゆうのあるふりを精せい一いつ杯ぱいしてみる。「……でも、だったら、すぐに会いに来てくれればよかったのに」

「そこは乙女おとめ心ごころですよ。本当は、先輩が気づくまで黙だまっていようと思ったんですけど。でも、今日色々ありまして。これは、先輩に先に会っておかなければ、と。明日だと、わたしのイメージが悪くなっちゃいますから」

　──明日だとイメージが悪くなる？　「どういうこと？」

「これ以上は言えません」

　後ろで組んでいた両手を口の前まで持ってきて、人差し指でばつを作る。

　そのチャーミングな仕草に僕は動どう揺ようした。あからさまに顔に出てしまう。

「どなたですか？」

　僕の腹の底からしげ子さんの声がする。

「三玉利水萌ですっ！」

　三玉利さんは、教育が行き届いたラーメン店のスタッフのように元気よく返す。

「それはお聞きしました。朝あさ生おさんとはどういったご関係なのですか？」

　しげ子さんのほうは、いつもより深くから声がする。なんだろう、少し機き嫌げんが悪いようにも感じる。

「それはもう……愛を語りあった関係です」

　ヒック！　しげ子さんの喉のどから車に踏ふみつぶされたカエルのような声が漏もれる。

「なっ」と僕ぼくも思わず声が出る。そして慌あわてて否ひ定ていする。「ちょっと、三み玉たま利りさん、そんな思わせぶりな……」

「えぇ？　何か間ま違ちがってますかぁ」と三玉利さんはいたずらな笑み。
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　僕は、恐おそる恐るしげ子さんの反応を確かめる。

　しげ子さんは無言で、近くにあった絵え筆ふでをとり、パレットの上に盛られている黒の絵の具をつけると、サササとマナコちゃんが描かいた自身の自画像に何かを描いていく。

「ご存ぞん知じですか？　かの美の巨人、岡おか本もと太た郎ろう大先生の名言を。芸術は──」

「爆ばく発はつだ。ですよね」三玉利さんが空気を読まずに割って入る。

「えぇ。それが有名ですね。ですがこうもおっしゃっていました」

　しげ子さんが、僕のほうに向けて、絵を見せてくる。余白に背景が足されている。黒の油絵のみで、凹おう凸とつをうまく用い、まるで闇やみの世界にしげ子さんが佇たたずんでいるように見える。ただただ、恐ろしい絵だ。しげ子さんが、言う。

「『芸術は呪じゆ術じゆつだ』」

　何を意図しているのかは分からないが、とにかくこれは危険な兆ちよう候こうだ。絵を見て、美術部員たちが怯おびえている。絵に怯おびえているのか、しげ子さんの才能に怯えているのか。

　──思い出してくれしげ子さん、僕ぼくたちの最終目標は、新入部員だったはずだ。

「それでですね──」

　後ろから三み玉たま利りさんの声がするので、再びそちらに向き直る。

「今日は、これを受け取ってもらいに来たんですよ」

　三玉利さんは、そう言って、「えぇっと、えぇっと」と、ポケットに手を突つっ込み、悪あく戦せん苦く闘とうしながら、折りたたまれた紙を取り出す。だが、一いつ緒しよに財さい布ふも取り出してしまい、床ゆかに落とし、小こ銭ぜにをブチまける。

「あぁ！」

　と三玉利さんは、慌あわてて、小銭を拾おうとする。が、今度はそれに夢中になり、紙を床に落とし、さらにはその紙で足を滑すべらせ、噓うそみたいに転ぶ。そして、噓みたいにパンツが見える。ひゃっ！　と叫さけびパンツを隠かくし、見ましたか、という顔で、恥はずかしそうにこちらを見上げる。

　──そうだ忘れていた。

　三玉利さんは、ドジっ子だった。しかもただのドジっ子ではなく、そこに不運がプラスされた、ドジっ子。ドジっ子・オブ・ドジっ子なのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　僕は、パンツを見ないように、わざと目線を真下に落としながら、小銭を拾うのを手伝う。

「はいっ、これです！」

　その僕の目の前に、三玉利さんが、先さき程ほどポケットから取り出した紙を差し出す。

　僕は、思わず、その用紙の一番頭に太字で書かれてある文字を読み上げてしまう。

「──入部届？」

「はい、生物研究部に入らせてください！」

　その姿は、中学時代の三玉利さんとだぶらせる。

　校舎裏、使われなくなった焼しよう却きやく炉ろの前、僕に手紙を差し出す三玉利さんの姿。震ふるえる両手。

　──あのときの左手。

　そうだ。僕が見えるようになったのは、去年のことだ。知る由よしもないことなんだ。

　──虹にじ子こちゃんが言っていたのは、三玉利さんのことだったのだ。

　三玉利さんの左手の小指には──赤い糸が結びつけられていた。

　それにしても……前言を撤てつ回かいしなくてはいけない。

　ヒョで笑っていても、新入部員は入ってくるのだ。
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　殺害現場。

　服がリビングへと続く廊ろう下かに脱ぎ散らかされ、姉がリビングに置かれた机に突つっ伏ぷし倒れていた。これは、まるで殺害現場だ。

「姉ちゃん！」

「ん？」

　姉が間の抜けた返事をして起き上がる。

「どうしたんだよ、こんなところで」

「あぁ、憶おぼえることが多くて、気がついたら寝ていたわ」

　よく見れば、机の上には、大量の捜そう査さ資料が置かれている。

「よく、お腹に栄養が全て取られていくっていうけど、頭に必要な栄養まで取られているのかもしれないわ。最近、頭の回転が鈍にぶくて困る。こう、お腹をポンと押したら、下からプッと出てこないもんかね」

　姉は、そう言ってお腹をさする。言葉とは裏うら腹はらに、手は穏おだやかな動きだ。目も母のそれになっている。

　随ずい分ぶんとお腹が膨ふくらんだ。限界まで注水した水風船のようだ。それもそうだろう、出産予定日は六月。あと二ヶ月しかないのだ。

　──ついに産まれてくるのだ、子どもが。

　その事実は、僕ぼくを少しだけ憂ゆう鬱うつにさせる。父親は今も病院のベッドの上で眠るあの男だからだ。そして、何より姉と産まれてくる子との間には、赤い糸がある。

　きっと僕は、不安そうな顔をしていたのだろう。姉が僕の顔を見て、「大だい丈じよう夫ぶよ」と微笑ほほえむ。ちゃんといたわっているから、と。

　心こころ得え違いではあるが、僕はあえて否ひ定ていしない。

「──いいの？　まだ働いていて。産休とかあるんでしょ」

「まぁ、犯人を追いかけたりは出来ないけど、やれることはまだいくつかあるからね。ほら、『ファーゴ』の主人公も、あんなにお腹を大きくしても、頑がん張ばっていたでしょう」

「あれは、映画だろ」

「何言ってるの、あれは実話なのよ」

「そうだっけ？」

「冒ぼう頭とうに出てくるじゃない。この映画は実話ですって」

「だったかなー？」

　随ずい分ぶん前に見た映画だ。どうしても見たかった映画でも、見終わった後にまた見たいと思った映画でもないので、記き憶おくが定かでない。確かに主人公は、お腹の大きな女性刑けい事じだった気がする。思い出される映像は、雪原の中一人佇たたずむ、制服を着たお腹の大きな女性刑事だ。その足元には、死体が横たわっていて、雪が赤く染そまっている。

「……そういえばさ、今日、うちの学校にも来てたよね」

「あぁ、見られていたか」

「何、なんか、学校で手続きがあったの？」

「あんたのことじゃないわ」

　と、一いつ瞬しゆんにして、姉の目が、『姉』から『刑けい事じ』へと変わる。

「これよ」

　姉が、机の上に置かれた捜そう査さ資料の一枚をすーっと滑すべらせ、僕の前に差し出す。

　どうやら、インターネット掲けい示じ板ばんに書かれていた文章をそのまま印いん刷さつしたもののようだ。

　それはあまりにシンプルな文章だった。





　この七人を殺します。

　木き津づ靖やすし　　　　東京都葛かつ飾しか区○○‐○○番‐○○号

　九く場ば隼はや人と　　　東京都────

　白しら岡おか明あ日す香か　　千葉県────

　大おお滝たき美み佑ゆ　　　埼玉県────

　文ふみ原はら賢けん治じ　　　神奈川県────

　鹿か島しま由ゆ利り亜あ　　神奈川県────

　三み玉たま利り水みな萌も　　東京都────






　僕は、最後に書かれてある名前から目が離はなせない。──『三玉利水萌』。

「殺害予告ね」

　姉がさらりと言う。ナプキンで口を拭ぬぐうみたいに。

　三玉利さんは言っていた。「明日だと、わたしのイメージが悪くなっちゃいますから」。

　僕は、ようやく言葉の意味を理解した。三玉利さんは、飾かざ梨なしに入学したことを僕に変な形で知られたくなかったんだ。もっと、自然に出会って、自然に驚おどろいて欲しかったんだ。だからわざわざ僕に会いに来たんだ。

「──三玉利水萌って、あんた、一いつ緒しよの中学だったんだってね。あの子が言ってたわ。楠くす見みさんって、もしかして先せん輩ぱいの──って」

「うん、二番目の学校」

　僕は中学時代、三度転校している。その二番目の学校で、三玉利さんは後こう輩はいだった。僕が中学二年生で、三玉利さんが中学一年生だった。──たった四ヶ月のことだったけれど。

「何思わせぶりな顔して。好きだったの？」

「そんなんじゃないよ」

　咄とつ嗟さに否ひ定ていしたが、姉の推すい測そくは、遠からず近からずだった。少なくとも、そういったものを意識させる存在であったことは確かだ。

　──それにしても、三み玉たま利りさんがどうして？

「まぁ、顔見知りなんだったら、ケアしてあげて。随ずい分ぶんショックを受けていたから」

「ショックを受けていた？」

　三玉利さんは笑顔だった。

　そういえば……。僕ぼくは中学時代の三玉利さんを記き憶おくの底から引っ張り出す。確かに、あの子にはそういうところがある。暗いものを抱かかえていても、それを感じさせないように明るく振る舞まう。内心では不安だったんだ。ただでさえ、入学して日が浅く、不安定な時期なのに。

　──不運なドジっ子、三玉利水みな萌も。

「……ねぇ、ところで、ここに書かれてあるのは全員、実在する人？」

　僕は紙を指さし、姉に尋たずねる。

「えぇ、それは確認済み。書かれている住所に全員、住んでいたわ」

「そんなの個人情報的に、掲けい示じ板ばんに書いたらまずいんじゃないの」

「そんなこと言えば、殺害予告をしたほうがもっとまずいんだけどね」

「そうなんだけど……。で、犯人は？」

「まだね。サイトを運営している会社に情報を開示してもらって、書きこみをおこなった携けい帯たい電話を特定したんだけど、持ち主はおじいちゃんで、いわく、『三日前に落とした』らしいわ。犯人に盗ぬすまれた、とわたしたちは睨にらんでいる」

　なんだか淡たん々たんと言う姉からは、まるで緊きん張ちよう感かんが感じられない。「そんな悠ゆう長ちような」

「まぁ、この手は、ほとんど愉ゆ快かい犯はんだからね。今も一応、殺害予告を受けた七人には、刑事が張りついているし」

　愉快犯……本当にそうだろうか？

　確かに、七人の住所を晒さらすことで、単純に嫌いやがらせとして成立しているとも思えなくはない。今いま頃ごろネット上では、ウィルスのように、書き込みの内容が広まっているのだろう。テレビでも、さすがに七人の名前までは晒してないだろうが、面おも白しろおかしく報道しているかもしれない。

　けれど、この手にありがちな、煽あおり文や、変な名を名乗ったりだとか、殺害時刻だとか、そういったものが一いつ切さいないことが、僕には、とてもリアリティがあるように感じられる。

　それに、僕は見たのだ。

　──三玉利さんには、糸が結ばれていた。

「……三玉利さん以外の、人の写真ってある？」

　糸は写真にも写る。七人全員の写真に左手の小指が写っていれば、犯人が本気かどうか分かるかもしれない。

「あるけどダメ！」

　そう言って姉は、テーブルの上に散らばった捜そう査さ資料をかき集め、僕から遠ざける。

「いくら知りあいがいるからって、あんたがそこまで首を突つっ込まなくていいの」

「別にいいじゃん、教えてくれたって」

「はっ？　何をむきになっているのよ」

　えっ？　そう言われて初めて気づいた。僕ぼくは、いつの間にかむきになっていた。どうしてだろう？　三み玉たま利りさんのためか。いや違う。それはきっと──彼女のためだ。
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　夢だ。

　僕は、しっかりとそう認識できる。なぜなら、もう何度も同じものを見ているからだ。

　だが恐おそろしい。夢だと分かっていても、いや、このあと何が起きるか分かっているからこそ、恐ろしいのかもしれない。

　灰色の世界。実際に灰が降ふり注そそいでもいる。周りは瓦が礫れきの山だ。何が崩くずれてそうなったのだろう？　僕にはそれが分からない。この世界では、僕は何も分からない。

　音がない。聞こえないわけではなく、誰だれも何も音を発していないのだ。全ての動きがスローモーションのように緩ゆるやかで、なのに残像となって軌き跡せきを描えがいている。

　僕の足元に何かが転がってくる。コロコロと。

　それはとても重要なもので、不吉なものだ。と、僕は思ってしまう。だから目を逸そらす。とてもじゃないが、見ることが出来ない。

　声が聞こえる。「朝あさ生おさん」。いつの間にか隣となりにはしげ子さんがいる。

　僕はいつも、そのたった一言で、理解する。しげ子さんは、見てください、と言っているのだ。足元まで転がってきたものを。

　仕方なく、それを見る。




　──飛び起きる。

　聴ちよう覚かくが、徐じよ々じよに戻り、自みずからの乱れた呼吸がゆっくりと聞こえてくる。寝ね汗あせをかいていることにも気づく。ここ最近、いつもこうだ。夢でよかったと安心し、どうしてまた同じ夢を見てしまったのだ、と不安になる。

　僕は、必ず、転がってきたものが何か確認することが出来ない。見る前に夢が終わるのだ。

　でも、そんなもの、見なくても分かる。

　昨日、マナコちゃんが書いたしげ子さんの絵を見て、僕は安あん堵どした。なぜなら、あそこには、あったからだ。

　──しげ子さんの眼めが。

　でも、しげ子さんは失ってしまったのだ。

　その事実は、貨か物もつ船せんの巨大なアンカーのように、僕の心を縛しばりつける。

　僕の足元に転がってきたのは、あのとき──マナコちゃんとの戦せん闘とうで──失ったしげ子さんの一部なのだ。もしくは、僕ぼくが失った一部。

　あの事件以降、しげ子さんは何事もなかったかのようにふるまっている。けれどやっぱり、しげ子さんには変化が起きている。

　──僕があのときしげ子さんの名を呼ばなければ。

　両手の平に目を落とす。左手に結ばれた赤い糸を追う。扉とびらの隙すき間まを通り、しげ子さんへと続く糸……。

　本当に、糸の運命を変える方法なんてあるのだろうか？　もし、なかったとしたら？

　僕は、それ以上考えるのをやめる。

　その先には、重要な決断がある。これまでとは全く違う思考をしなければいけない。

　それは、とても恐おそろしいことなのだ。

　そして改めて、気を引き締しめる。どうやら何かがまた動き始めている。これからタフな日が続きそうだ。色々と迷まようことはあれど、ただ一つだけはっきりとしている。僕はもう──。




　大事なものを失いたくはない。





６






　リビングに行ってみると、先に起きていた姉が、昨日と全く同じ場所で、がっくりと頭を落とし、眠そうにしていた。まだ眠っているのかもしれない。まるで、お腹の子が姉を操あやつっているようにも見える。いつ寝たのだろう？　いつ起きたのだろう？

　僕は、姉を（お腹の子を）心配しながらも朝食を作りはじめる。

　姉がテレビをつける。どうやら料理の音で目め覚ざめたようだ。テレビの声が背中から聞こえてくる。殺害予告の事件を報道している。

　赤い糸が見えるようになってからは、テレビは極きよく力りよく見ないようにしていた。テレビにも赤い糸は映るからだ。テレビショッピングのように、あれもこれもと赤い糸を見せられてはかなわない。『こちらの赤い糸はいかがですか？』、と。

　けれど、やはり三み玉たま利りさんのことが気にかかり、僕はちらりとテレビに目を向ける。

　スタジオで、司会者とコメンテーターが分かりやすく事件のことをまとめたパネルを見ながら、自分たちの見解を述べている。コメンテーターの一人である中年女性が言う。

『ネット上では、殺害予告を受けた七人のことを《アンラッキー７》なんて呼んでいるんですよ。そういった茶化しは、やめましょうよ皆さん！』

　いつも着物で、頭に特とく徴ちよう的てきなかんざしをつけることで有名なコラムニストの女性だ。今日は、袋ふくろに入ったままのチョコレートバーがかんざしがわりに頭に刺さっている。それが一周したおしゃれなのか、おしゃれを勘かん違ちがいしているのか僕には判断がつかない。けれど、事件が深刻なステージまで進んでいないことだけは分かる。何も起こっていないから、なんでもないことを話しているのだ。僕ぼくは、ホッと胸をなでおろし、体を戻す。

　チョコレートバーを突つき刺した女性コラムニストの、興こう奮ふんした声が背中から聞こえてくる。

『事件のことを面おも白しろおかしく扱あつかうことで、犯人が図に乗るかもしれないんです。他人事だと思って言いたいことを言うのはよくないですよ』

「よく言うわ」

　寝言のように姉が言う。

「ねぇ、知ってる？　朝あさ生お。このお菓か子しを頭につけたおかしな女は、お父さんの事件のときにも、言いたい放題だったのよ」

　そうなのか、僕は幼かったので記き憶おくにない。

「あとで、無罪だと分かったとき、この女、なんて言ったか知っている？　『警けい察さつは何をやっていたんでしょうか。今回の事件を教訓に、警察には大いに反省してもらいたいものですね』だって。まずは、あんたが反省しろっての」

　それが仕事なのだ。話題を探し、問題提起をする仕事。批ひ判はんする相手がいなくなれば、姉に言われなくても、自みずからの批判をしそうな気がする。「あのときの自分には大いに反省してもらいたいものですね」と。そのときは、頭に白しら旗はたを突き刺しているかもしれない。

　それにしても、この調子だと、三み玉たま利りさんのことが気にかかる。

「ねぇ、朝生。車で学校まで送っていってあげようか？」

「えっ？　なんで」

「今日からしばらく、あんたの学校の前が、仕事現場になるの。三玉利さんの件で」

「警けい護ごするってこと？」

「って、ほどでもないわね。形だけ。遠目で見ている感じ」

「……だとしたら、今日は少し大変かも」

「えぇ、聞いてるわ」

　そう、今日は、三玉利さんにとってはあまりにタイミングの悪い行事が待っている。

　思わず呟つぶやいてしまう。

「不運なドジっ子、三玉利水みな萌も」
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　しげ子さんが、ゴミバサミを使って器用に草むらからあまり見たことのない虫を捕つかまえては、ゴミ袋ぶくろに入れていく。「これはある、これはない」とわけの分からないことを呟きながら。

　今日は、一年に一度行われる校外清せい掃そうの日だった。一年生の親しん睦ぼくと、学校の周辺に住む住民との交流が目的だ。

　けれど、三玉利さんにとっては、晒さらし者になる絶好の場所となっていた。殺害予告の事件を知った住民たちが、ヒソヒソと話している。「どの子がそうなの？」と。テレビでは名前まで公表していないはずだが、ネガティブな噂うわさは、パンデミック並みにたちが悪く、恐おそろしいスピードで広まっていくのだ。車の中から三み玉たま利りさんを見つめる目つきの鋭するどい刑けい事じの姿も、彼女にとってはマイナスの要素のほうが大きいかもしれない。噂がただの噂でないことを証明しているようなものなのだから。心配な様よう子すで三玉利さんを見つめる姉には悪いのだが。

　さらには、教師たちも気き張ばっていた。なぜなら、しげ子さんが去年、とある騒そう動どうを起こしているからだ。僕ぼくは、去年の五月に転校してきたのでこの校外清せい掃そうが初めてなのだが、虹にじ子こちゃんの話によれば、皮ひ肉にくを言う車いすのおじさんを階段から突つき落とそうとしたらしい。

　三玉利さんはそんな様々な視線を全く気にしていない様子で、ニコニコと黙もく々もくと、ゴミを拾っていた。まぁ、ドジなので、ゴミ袋ぶくろには穴が空あいていたのだが。

「三玉利さん」と僕は声をかけるが、後が続かない。なんと声をかけていいものか。

　三玉利さんは、僕に気づき、満面の笑みを浮かべる。

「予告されちゃいました、あいかわらずついてないでしょ、わたし」

　その言葉のせいか、笑顔が自じ虐ぎやく的てきに見える。三玉利さんは、その笑顔を貼はりつけたまま、申し訳わけなさそうに続ける。

「昨日はすいませんでした。警けい察さつに、誰だれにも言うなと言われていたので。迷めい惑わくでしたら、入部の件、断っていただいてもかまいませんから」

「そんなこと──」と言ってみるが自信がない。昨日のしげ子さんを見ていると、三玉利さんのことをあまり快こころよく思っていないようだった。

「ちょっと何するのよ！」

　声のしたほうを向くと、しげ子さんが、近所のおばさんにゴミ袋を被かぶせていた。先さき程ほど、三玉利さんの噂をしていたおばさんだ。怒るおばさんに、しげ子さんは「わたくしはゴミを拾っているだけです」と平然と言ってのける。

　おばさんは、さらに怒る。「ふざけるんじゃないわよ！　あんた何よこれ、変な色の虫がいっぱい入っているじゃない」

　しげ子さんはまたしても平然と答える。「全て毒どくがあります。あなたも含ふくめて」

　きっと来年は、校外清掃が中止になるだろうな、と悠ゆう長ちようなことは言ってられない。刑事も見ているのだ。

「まずいよ、しげ子さん」

「何を言っているんですか、朝あさ生おさん。新入部員を守るのは、部長の仕事です」

「なっ」あまりにしげ子さんらしくない発言に、僕は言葉を失う。昨日とはあまりに違う。

　しげ子さんは、近くにいた三玉利さんの腕を手に取る。「さぁ、三玉利さん、ここにいれば好こう奇きな目で見られるだけです。切りあげて、部室に戻りましょう」

　三玉利さんは、まるで王子様を見るように目をキラキラとさせながら、元気よく頷うなずく。

「はい！」
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「はい？」

　三み玉たま利りさんは、引きつった笑顔でしげ子さんを見る。まるで、魔ま法ほう使いの老ろう婆ばを見るような目だ。

「これから尋じん問もんをしますので、こちらの椅い子すに座って下さい。部長命令です」

「いやいやしげ子さん、部長の権限が強すぎるよ」

　生物実験室に戻るになり、しげ子さんの態度ががらりと変わった。

「おねえたま、連れてまいりました！」

　廊ろう下かからマナコちゃんの声がする。振ふり向くと、マナコちゃんともう一人、全身包ほう帯たい姿の女の子が立っている。しげ子さんが、馴な染じみにしている恐おそろしいものだけを取り扱あつかう恐おそろしい店、トビラ堂の従業員、円えん上じよう真ま智ちだ。

「あぁ、真智さん、例のもの、持ってきていただけましたか？」

「えぇ、もちろん」円上真智はそう言って芝しば居いがかった悪い笑みを浮かべてみせるが、すぐにそれは消え、「えっ、これですよね」と確かめる。心配性しようなのだ。

　円上真智の手に握られているのは、大きめのアタッシュケースだった。

　しげ子さんは、それを机の上に置き、二つの引きかけ錠じようをパチンパチンと開き、中を確かめると、「えぇ、これですこれです」と、不ふ敵てきな笑みを浮かべる。

「なんなのこれ？」と尋たずねてみるが、しげ子さんは何も答えてはくれず、マナコちゃんと円上真智の三人で、なにやら黙もく々もくと準備を始める。

　アタッシュケースの中から出てきたのは、無数の配線がつけられたアルミボウルのようなものだった。「えっ、えっ」と何が何やら分かっていない三玉利さんの頭にしげ子さんは強引にそれを装そう着ちやくする。配線は、アタッシュケースの中のつまみがいくつもついた複ふく雑ざつそうな機械と繫つながっている。機械の端はしには、ロール紙が取りつけられていて、その紙にグラフを描くための三本の針はりが、カマキリの鎌かまのように配置されている。

「これ……もしかして」

「はい、噓うそ発見機です」

　しげ子さんが、当たり前のように言う。スーパーで気軽に買えそうなくらい。「これは、イギリスのとある殺人鬼きに装着されたこともある由ゆい緒しよ正しき噓発見機です。ねぇ、真智さん」

　円上真智が答える。「はい。イギリスの『ベストセラー』と呼ばれた、自分が殺した遺い体たいに物語を書いていく殺人鬼に試したものですね。聞こえましたか朝あさ生おさん、もう一度説明──」

「いやいい」と僕ぼくは遮さえぎる。頭が痛くなってきた。由緒正しき噓発見器って一体なんなんだ。

「殺人鬼に噓発見機」とさしてよくない語ご呂ろをあわせて、しげ子さんは嬉うれしそうだ。間ま違ちがいなくしげ子さんは、殺害予告の件について、三玉利さんを問いただす気だ。

「……三み玉たま利りさん、断ってもいいんだよ」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですよ」三玉利さんは笑顔で答える。「なんだか楽しそうですし」

　三玉利さんは常に笑顔なので、それが本心で言っているのか、強がっているのか、僕ぼくには判断がつかない。

「本心のようです」

　としげ子さんが言う。噓うそ発見機はすでに稼か動どうしていて、ギギギと音を立てながら、ロール紙に三本の針はりがグラフを描えがいている。真ん中だけ赤色で、両りよう端たんは黒色。波は、震ふるえた手の人が直線を描いたくらいのものだ。僕が知っている噓発見機と同じようだ。噓をつけば、真ん中の赤い針が大きく揺ゆれるのだろう。どうやら、今、三玉利さんは落ち着いているということらしい。

「それにしても」と僕は窓まどの外に目を向けながら言う。「こんなものを持ってよく入って来られたね」

　学校の前の道路には、覆ふく面めんパトカーが一台止まっている。

「秘密の地下通路があるのだ」マナコちゃんが、腰に両手をあて、胸を張り自信満々に言う。「ほら、校舎の裏に使われてない焼しよう却きやく炉ろがあるだろう。あそこを入り口にして、穴を掘ったのだ。どうだ凄すごいか、カメロデム」

「凄いけど、そんなことしちゃだめだよ、マナコちゃん」

　もしマナコちゃんが犯人だったら、殺されてるよ姉ちゃん。と覆面パトカーに乗る姉に向かって心で呟つぶやく。

　ギギギと、針が忙せわしなく動く。真ん中の赤い針が、大きな波を描いている。三玉利さんが動どう揺ようしているのだ。しげ子さんが、頭の上に疑問符を浮かべている。どうして三玉利さんは動揺したのだろう、と。

　僕には、それが分かった。──『焼却炉』というフレーズだ。けれど、口にはしない。

「ではわたしはこれで」

　そう言って円えん上じよう真ま智ちは、帰ろうとする。

「待って！」と僕は思わず、呼び止める。「ねぇ、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」近くに寄り、声を潜ひそめて尋たずねる。「殺害予告された七人のうち、三玉利さん以外の六人の写真って手に入らないかな？　出来れば全身の」

　左手を見て糸の有無を確認すれば、犯人が本気か愉ゆ快かい犯はんかどうかも確かめられるかもしれない。

「入るわけないじゃないですか」と円上真智は少し鼻で笑いながら言う。「トビラ堂をなんだと思っているんですか」

　そういったものが普通に入手できる場所かと思っていたんだけれど……。

「ところで楠くす見みさん」今度は、円上真智のほうから顔を近づけてくる。「わたしが以前渡したお守りまだ持っていますか？」

　円えん上じよう真ま智ちが言っているのは、以前、円上真智が焼しよう身しん自殺しようとしたときにポケットの中に入っていた少し焼け焦こげたお守りのことだ。トビラ堂の商品になったあと、しげ子さんが購こう入にゆうし、今は僕ぼくの手元にある。

「あぁ、部へ屋やにあるけど」

「何かあったときに、守ってくれるかもしれませんから、肌はだ身み離はなさず持っておいたほうがいいですよ」

「何かあったとき？」

　思わず聞き返してしまう。妙みように暗示的な物言いが引っ掛かる。まるでこれから不幸が起こるかのような。

　円上真智は、何も答えず、数秒僕をじっと見つめ、そして、去っていった。
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「では、マナコさん。準備はよろしいですか」

　しげ子さんが言うので、視線を教室に戻す。

「はい、おねえたま」

　いつの間にかマナコちゃんは、体にピッタリとあった小さな白衣を着ている。

「では、マナコさん、テストをいたしますので『はい』か『いいえ』で答えられる簡かん単たんな質問をしてください。水みな萌もさんは全て、『いいえ』で答えるように」

　マナコちゃんが、椅い子すに座っている三み玉たま利りさんに質問する。

「『ラブソルジャー』のことが大好きだ」

「いいえ」

　針はりは、揺ゆれない。

「なんだ、嫌きらいなのか？」

　マナコちゃんが、三玉利さんを睨にらみつける。

「い、いやそういうわけじゃ」

「ではどちらだ。壊こわれているのは、お前か？　この機械か？」

「えっ、それは『はい』か『いいえ』で答えられませんけど」

「ちょっと、マナコちゃん」

　今にも殺しそうな勢いのマナコちゃんを制止する。しげ子さんも声をかける。

「はい、マナコさん。よく出来ました。そのへんでいいでしょう」

「ありがとうございます、おねえたま」

　そう言ってマナコちゃんは、一転、顔を綻ほころばせ、喜ぶ。

「さて」

　と、しげ子さんが言葉を吐はくと、部屋の空気がピシリと張り詰つめる。
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　ギギギという噓うそ発見機の音だけが、室内に響ひびく。──始まるのだ、これから尋じん問もんが。

　僕ぼくは固かた唾ずを飲んで、見守る。三み玉たま利りさんには悪いが、僕も正直、事件について聞いてみたいことがいくつかあった。

「では質問を始めます。殺害予告を受けた他の六人に心当たりはありますか？」

　しげ子さんが言う。

「いいえ」三玉利さんが答える。

　針はりは、揺ゆれない。

「犯人に心当たりはありますか？」

「いいえ」

　針は、揺れない。

「犯人はあなたですか？」

「いいえ」

　針は、全く揺れない。

　しげ子さんの問いが一いつ旦たん止まる。僕は息を止めていたことに気づき、大きく吐はく。

　三玉利さんは、事件について全く心当たりがないようだ。やっぱり、愉ゆ快かい犯はんなのだろうか？

　だとしたら、三玉利さんの左手に結ばれている赤い糸は、今回の事件とは関係がないかもしれない。

　しげ子さんが質問を再開する。

「生物研究部に入ったのは、生物を育てる以外の目的があるからですか？」

「いいえ」

　今度は、針はりが大きく揺ゆれた。

「その目的は、朝あさ生おさんだ」しげ子さんの口調が変わる。

「いいえ」

　またしても針が大きく揺れる。

　僕ぼくの心も大きく揺れる。

「朝生さんとの忘れられない思い出がある」

「いいえ」

　針が左に振り切ったままになっている。

「ちょっと、しげ子さん──」

　と僕はおかしな方向に行こうとしている尋じん問もんを止めようとするが、しげ子さんは間かん髪はついれずに次の質問にうつる。

「それは愛に関するものだ」

「いいえ」

　針が右に一度大きく振ふられ、またすぐに左に振られそこで固定される。ロール紙に、赤い弧こが描えがかれる。

「あなたは、朝生さんが好きだった」

「いいえ」

　もう、針を見なくても分かる。三玉利さんの顔は紅こう潮ちようしている。

「それでは、最後の質問です。──まだ、朝生さんのことが好きだ」

　三玉利さんは、唾つばを一つ飲み答える。

「いいえ」

　僕は、噓発見機から、視線を逸そらした。

　怖こわかったこともあるが、こんな尋問で、彼女の思いを知りたくなかった。

　口がカラカラに乾いている。舌で上うわ顎あごをなめ、唾だ液えきをうながす。唾液に味はしないが、甘あま酸ずっぱい思い出が蘇よみがえっていく。




　初めて彼女を見たのは、焼しよう却きやく炉ろの中だった。

　僕は、転校してきたばかりで、早くクラスに馴な染じもうと、皆みながやりたがらないことを積せつ極きよく的てきに引き受けていた時期で、ゴミ捨てもその一つだった。

　ゴミを捨てようと焼却炉を開けると彼女がマジシャンのように飛び出てきた。

　驚おどろく僕に、すすだらけの顔をニコニコとさせ、彼女は言った。「わたし、不運なドジなんです」

　どうやら、ゴミを捨てようとしたら、一いつ緒しよにゴミ箱も捨ててしまい、慌あわてて中に入ったら、次にやってきた生徒に蓋ふたをされたらしい。

　僕ぼくは、思わずプッと吹き出し、彼女は元々の笑顔をさらに崩くずした。

　それから彼女と焼しよう却きやく炉ろで話すことが日につ課かとなっていった。最初は、『たまたまいれば』だったのだが、いつしか『いないかな』に変わり、気づけば『早く来ないかな』になっていた。彼女も僕を待ってくれるようになった。僕たちは毎日少しずつ、お互いの情報を交こう換かんしていった。

　名前は三み玉たま利り水みな萌も、一つ下の中学一年生、父親が日本人、母親がフィリピン人のハーフ──そして、クラスにうまく馴な染じめていない。

　三玉利さんが、毎日ゴミを捨てに来るのは、僕と似たような理由だった。

「わたし、気持ち悪いですかね。皆みなに言われるんですよ。笑顔が気持ち悪いって。あんたの本心が分からないって」

「そんなことないよ」と僕は言った。気を遣つかって言ったわけではなく、本気でそう思ったのだ。

「笑顔ってさ、二種類あるでしょ。人を安心させようとしているものと、人を騙だまそうとしているもの。みんなさ、三玉利さんが常に笑顔だから、それがどちらか判断つかないだけなんじゃないかな。噓うそをつかれたくないんだよ。自分が噓をつくのはいいけど」

「わたし噓ついたりなんかしませんよ！」と三玉利さんは言った。

「知ってるよ」と僕は即そく座ざに答えた。「僕は好きだよ、三玉利さんの笑顔」

　三玉利さんは、それまでにないくらい笑顔になった。そしてこう言った。




「わたし、絶対、先輩に噓ついたりしませんから」




　僕と三玉利さんは、焼却炉の煙えん突とつから上のぼる、いかにも体に悪そうな煙けむりを、いつまでも意味なく眺め続けた。

「これがわたしの本当の気持ちです」

　翌よく日じつ、三玉利さんはそう言って、僕に両手を差し出してきた。手には、湿しつ布ぷが握られていた。

「あぁ、これじゃない」

　ドジの三玉利さんは、慌あわててその湿布をポケットに突つっ込み、本当に渡したかったものを僕に差し出した。手は微かすかに震ふるえていた。三玉利さんの気持ちが素直に書かれた手紙だった。文面はいたってシンプル。『好きです。付き合ってください』。

　僕は、突然のことで慌てて、返事を明日まで待ってもらった。

　でも、結局、僕はその返事が出来なかった。

　三玉利さんをよく思っていない人たちが、僕の過去を暴き、学校中に広め回ったからだ。

　僕は、その学校にいることが難むずかしくなり、結局、転校した。




　意識を戻すと、しげ子さんがこちらをじっと見つめていた。しげ子さんは見ていたはずだ、『今も僕ぼくのことが好きかどうか』の答えを。

　その表情からは、その答えがどちらなのか全く読み取れない。綺き麗れいにならされたアスファルトのように無む機き質しつな顔をしている。

「あのー、それでわたし……」と三み玉たま利りさんが申し訳わけなさそうに手を上げる。「入部は認めていただけるんでしょうか」

「……しげ子さん」と僕はしげ子さんに答えを委ゆだねる。

　しげ子さんは一度こちらをちらりと見て、すぐに明後日あさつてのほうに目線を外し、「とりあえずは、木もく目め様に水をやるところから始めてください」と、そっけなく言った。

　だが言葉とは裏うら腹はらに、僕には温もりが感じられた。しげ子さんも、殺害予告を受けた三玉利さんに、少し同情するところがあったのかもしれない。

「はいっ！　部長」と三玉利さんは元気に返事をする。

　そしてマナコちゃんは、そんな三玉利さんに、尋じん問もんを続ける。

「わたしのことを大だい先せん輩ぱいと呼びたい」「はい」「呼べ」「大先輩っ！」

　でへへ、とマナコちゃんは笑う。「可愛かわいいなお前、部下Ａと呼んでやる」

「はい、お願いします。大先輩っ！」と三玉利さんはもう一度言う。

　なんだか、馴な染じんでいる。これはこれで、いいのか悪いのか。

「あっ、いたいた」

　と、背後から声がするので振ふり返ると、虹にじ子こちゃんが教室に入って来ることろだった。

　しげ子さんが、「ヒッ」と教きよう卓たくの裏に隠かくれる。しげ子さんは虹子ちゃんが大の苦手なのだ。どういうわけか、マナコちゃんも続いて隠れる。

「あれ、どうしたの？　しげちゃん」

　虹子ちゃんは、まるで気にせず言う。いつの間にしげちゃんと呼んでいたんだ、虹子ちゃん。

　教卓に隠れたしげ子さんは答えない。

「おい、カメロデム」

　教卓の裏から、マナコちゃんの声がする。最大限に警けい戒かいした声だ。

　僕は虹子ちゃんに、「ちょっと待ってて」と声をかけ、教卓に近づく。

　教卓から、マナコちゃんの左手が伸びる。左手には、画用紙が握られている。

「これがあいつの姿だ。気をつけるがよい」

　受け取って見てみると、クレヨンで、得え体たいのしれない悪あく魔まのような化け物のような、姿が描えがかれている。マナコちゃんには、虹子ちゃんの姿がこんな風に見えているようだ。

「うわぁ、凄すごい絵ね」

　虹子ちゃんは、絵を覗のぞき込み、自分が描かれているとは知らずに、驚おどろきの声を上げる。そして、僕に耳打ちしてくる。

「ねぇ、誰だれの子？」

　とても嬉うれしそうだ。草むらのトンネルを抜け、猫ねこみたいなモフモフの森の妖よう精せいに出会う無む垢くな少女を想像しているのかもしれない。本当は、警けい察さつの目をかいくぐるために、自みずから掘った地下通路を抜けてくるような恐おそろしい少女なんだけれど。

　僕ぼくは、ハハハと無意味な笑みを浮かべてごまかす。

「誰がいるのかな？」

　虹にじ子こちゃんは、まるで子どもとかくれんぼしているかのように、教卓の裏を覗のぞこうとする。

　僕は、両肩を摑つかみ、それを必死で止める。

　教卓の裏からも、マナコちゃんの余よ裕ゆうのない声が聞こえてくる。

「おい、カメロデム、なんとかしろ！」

「ねぇ、絵を描かくのが好きなんだったら、これに出してみれば」

　虹子ちゃんは、そう言ってポケットから折りたたまれたチラシを出してくる。

「何これ？」

「今度、この学校で美術コンクールがあるんだよ。『シッソウコンクール』」

　チラシを開いてみると、『失しつ踪そうコンクール』と書かれてある。

「『失踪コンクール』？」

「そう、ほらこの制服をデザインしたうちの卒業生いるでしょ」

「うん」しげ子さんいわく、同性愛者のワールドデザイナーだ。

「その人が、ちょうど去年の今いま頃ごろ、失踪しちゃったの。今も見つかってないんだけど。それを記念して、開かれるんだよ」

「それは、記念にしちゃいけないんじゃないの」

「何を言ってるんだよ朝あさ生お君。芸術家はそれぐらいエキセントリックじゃないと務つとまらないんだよ」

　チラシに目を落とすと、『君も伝説になってみないか』とキャッチコピーがついている。なんだか、この学校の風紀が乱れているように感じる。もしかすると、皆みな少しずつしげ子さんに毒どくされているのかもしれない。

「おい、カメロデム。一応それを貰もらっておけ」

　教卓の裏から、マナコちゃんの左手が伸び、くいくいと指が動く。

　それを見た虹子ちゃんが、またしても僕に耳打ちをしてくる。

「あれ朝生君、なんか糸が見えたんだけど」

　まずい！　と僕は頭の中で発し、「いや、なんでもないよ」とごまかし、虹子ちゃんの視界に立ち塞ふさがる。マナコちゃんには、今も十三本もの赤い糸が結ばれたままなのだ。

「えっと、なんか僕に用があったの？」

「あっ、そうだそうだ。朝生君に用があったんじゃないの。彼女よ」

　虹にじ子こちゃんはそう言って、三み玉たま利りさんを指さした。

　三玉利さんは、自みずからを指さし「わたしですか？」と言う。

「で、用は終わりました」

　虹子ちゃんはそう言って、三玉利さんに笑顔を返し、去っていく。

　三玉利さんは反射的に笑顔を返すが、何を言っているのか分からないようだ。

　僕は、虹子ちゃんの目的を悟さとり、慌あわてて後を追う。





10






「ちょっと待って、虹子ちゃん」

　虹子ちゃんは、目線を少し下げながら、グラウンドを歩いていた。その動作だけで、何をしていたのか分かる。

「どうしたの、朝あさ生お君」

　虹子ちゃんは、目線を変えず、足だけ止めて言う。

「……三玉利さんのを追おうとしているんでしょ」

「そうだよ」

　虹子ちゃんは、三玉利さんの赤い糸を追おうとしているのだ。

「なんで？」

「なんでって、糸の先に犯人がいるかもしれないじゃない」

「いや、そうだけど、犯人がいたとして、どうするの？」

「それはもちろん説得するんだよ。悪いことはやめてくださいって」

　当たり前のように言う。

「……そんな、危ないよ。虹子ちゃんだって、危ない目にあったばかりじゃないか」

　僕の視線は自然と胸のあたりに行く。そうだ、【カンジェロ】と呼ばれる犯罪集団のリーダーに銃じゆうで撃うたれたばかりなのだ。

「でもわたしには糸がない」虹子ちゃんは、前を真まっ直すぐ見つめたまま言う。「もしかしたら、わたしは糸を断ちきったかもしれない。運命を変えたかもしれないんだよ。だとしたら、その方法を見つけだすのは、わたしの役目だよ」

　──いや。と僕は心の中で否ひ定ていする。これまで、糸には散さん々ざん振り回されてきた。今虹子ちゃんに糸がないからといって、糸を断ちきったとは──その運命を乗り越こえたとは──僕にはまだ断定できない。

「虹子ちゃん、生徒会で忙いそがしいんでしょ」

　なんとか気変わりさせられないかと探りを入れる。

「うん大だい丈じよう夫ぶ、今日は暇ひまだから」

　きっぱりと言われて、僕は言葉を続けられない。

「……どうしたの朝あさ生お君、らしくないじゃん」

「えっ？」

「らしくないよ。いつも希望に燃もえているのが、朝生君だったじゃないか」

「それは──」と言いかけて僕ぼくは言葉を飲んだ。

　あの夢が幻げん覚かくとなって蘇よみがえる。僕の足元にあれが転がって来る。

　確かに僕はマナコちゃんの事件以来、糸に対して恐怖心を抱いだくようになっていた。

　虹にじ子こちゃんが、僕の言葉を待たずに、前方を指さした。そして、こう言った。きっと、修学旅行の目的地が北海道に決まったからだ。

「少年よ、希望を抱け」

　虹子ちゃんは、再び糸を追いはじめる。

　糸を追うことには気乗りしないが、虹子ちゃんだけを一人で追わせるのは危険だ。「僕も追うよ」そう言おうとした。

　が、それより前に、校舎から怒ど鳴なり声が聞こえた。

「三み玉たま利り、それを離はなしなさい！」

　嫌いやな予感がする。僕は、踵きびすを返し、校舎へと戻った。
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　階段を駆かけ上がっていると、またしても怒鳴り声がした。

「三玉利、とにかくそれを置くんだ！」

　声の元を辿たどり、廊ろう下かに出ると、人だかりが出来ていた。

　かき分けて見ると、その中心で三玉利さんがおろおろしていた。手には大きな花か瓶びんを持っている。教師と生徒が、輪わを作り、三玉利さんを心配そうな顔で窺うかがっている。

「どうしたの？　三玉利さん」──なんだなんだ、何が起きている？

　教師が僕に気づき、言ってくる。

「おい、楠くす見み、なんとかしろ。あの花瓶は、校長の大事な花瓶だ」

　三玉利さんが続いて言う。「やだな先生、過か敏びんですよ。わたしは、ただ、木に水をやりに行くだけです」

　三玉利さんは自信満々に言うが、足取りは危ない。

「なんで、花瓶で水をやるの？」

「じょうろがなかったもので」

　そう言って三玉利さんは、左にオトトと揺ゆらめき、バランスを取ろうと右にオトトと揺れる。

　そのたびに、あー、あー、と周囲から悲ひ鳴めいに似た声が漏もれる。

　教師には悪いが、僕ぼくは少しだけ安あん堵どした。どうやら、殺害予告の事件とは関係ないようだ。

　と、そのときだった。僕の脇わきを黒い影が横切った。

　三み玉たま利りさんは、その影に押し倒される。ガシャンと花か瓶びんが見事に割れる。三玉利さんのパンツが見事に見える。

　僕も含ふくめて、皆みながあっけに取られた。

　三玉利さんを押し倒したのは、男性刑けい事じだった。鋭するどい目つきで、三玉利さんを抱かかえるように床ゆかに倒れ、襟えりにつけられた無線マイクに向かい、「安全確保！」と叫さけぶ。

「よかった」

　僕の隣となりに立った姉が、本当によかったという声で言う。

「えっ、ちょっと」と、僕は戸と惑まどいながらも姉に言う。「これ、いくらなんでもやりすぎじゃない？」

「そうでもないわ。──予告は終わったの」

「予告は終わった？」

「携けい帯たい電話を使って、テレビを見てみなさい」

　姉が、三玉利さんを見つめたまま言う。

　僕は渋しぶ々しぶ言われたとおり、携帯電話を取り出し、操そう作さし、テレビをつけてみる。

「なんでしょう、朝あさ生おさん。この騒さわぎは」

　いつの間にか隣となりにはしげ子さんがいた。

　僕は、しげ子さんに反応する余よ裕ゆうすらない。それ以上に、僕の手の中で恐おそろしいことが起こっていた。

　ヘリからの映像だろう。同じように、報道のヘリが何台も旋せん回かいしている。その下にあるのは有名なデパートのロゴがついたビルだった。ガラスの壁かべの一角が割れ──白はく煙えんを上げている。

「──どういうこと？」姉に尋たずねる。

「わたしたちもまだ分からないの。ただ、分かっているのは、そこに殺害予告を受けた六人が偶ぐう然ぜん集まって、爆ばく発はつした」

「爆発した？」

「そう、爆発して────六人は死んだ」

　いつの間にか周囲の人間も姉の声に耳を傾かたむけていたのだろう。周囲の空気が一いつ瞬しゆん、ピタリと止まった。

　その中、しげ子さんが一人、不ふ謹きん慎しんにこう言った。

「芸術は、爆発だ」








【わたしの告白】






　──陸りくの孤こ島とう──。

　わたしは、十歳さいで、初めてその言葉を知った。

　海外で、大きな地じ震しんがあり、崖がけ崩くずれが起き道が分断され、ある村が孤こ立りつした。

　それを報道したアナウンサーが、そう称したのだ。

「わたしのことだ」

　思わずわたしはそう呟つぶやいた。

　夏休みだったと思う。家にはわたし以外誰だれもいなかった。記き憶おくにあるのは、開いた窓まどと蟬せみの声、規則的に首を振ふる扇せん風ぷう機きと汗あせがしみ込んだ畳たたみ、そして幼いわたしの姿を映し出した三さん面めん鏡きよう。

　今まで当たり前のことだと思ってやってきたことが、そのアナウンサーの一言で、酷ひどく愚おろかなことに思えた。

　わたしは、本当のわたしを誰にも見せたことがなかった。

　それは、誰に教えられたわけではない。気づいたときには、そうするものだと思っていたのだ。皆みなもそうしているとさえ思った。けれど違った。誰しもがおこなう人間関係をスムーズにするためのささやかな社交性とはまるで違う。わたしにとっては明確な決意のようなものだった。わたしは──本当のわたしは──おかしい。それを誰にも知られるわけにはいかない。

　両親さえも、本当のわたしを知らない。わたしの両親はとても厳きびしい人だ。それに、周りの目をとても気にする。あの両親に知られてしまったら、どこかに送られてしまうかもしれない。どこかの先生に何かされてしまうかもしれない。

　わたしは、とても巧こう妙みように、わたしを演じる必要があった。皆が望むわたしだ。常に笑顔を浮かべた。全ての人にわたしが無害であることをアピールし続けた。

　けれどそれは、裏を返せば、誰も本当のわたしに届かないことを示していた。

　一いつ見けん、他人と繫つながっているように見えるが、実は誰とも繫がっていない。巨大な岩がわたしと他人を隔へだてている。

「陸の孤島」

　口に出してみると、思った以上にそれは、むなしい響ひびきだった。誰に届くことなく宙を舞まい、蟬の鳴き声にかき消されていった。

　自分の未来を知った気分だった。わたしは一生、孤こ独どくかもしれない。

　わたしは、その日、涙なみだをぽろぽろと流しながら、鏡台から母の口くち紅べにを取り出し、塗ぬりたくった。ペルソナという言葉は、ずっとあとに知る。

　巨大な岩はずっとそこにあった。わたしはそれに気づいただけだ。アナウンサーの一言によって気づかされただけだ。けれどひとたびそれに気づくと、天あま照てらすを閉じ込めたそれのように、わたしの心を闇やみに落とした。

　誰だれも本当のわたしを見てくれない。

　笑顔の裏に、苦しみ続ける本当のわたしがいることを知らない。

　今思えば、それこそ天あま照てらすのように、自みずから岩を動かして、本当の自分をさらけ出せばよかったのだろう。

　しかしそれはやはり出来なかった。

　わたしの心の欠けつ陥かんを、誰だれかに「欠陥だ」と指し摘てきされたりしたら、わたしは粉こな々ごなに砕くだけ散ってしまう。

　その日から、わたしは、本当のわたしを理解してくれる人を求めた。本当のわたしに辿たどり着く人を求めた。立ち塞ふさがる大きな岩を越こえ、わたしという孤こ島とうに辿り着く人を。

　けれど、現れなかった。

　わたしは十五歳さいになっていた。わたしは、わたしに辿り着く人を求めて、変わった人が集まることで有名な高校に入学した。──飾かざ梨なし高校に。
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　ブツブツブツブツ……。

　しげ子さんが、直立不動で、壁かべにピタリと向かい何か言っている。

　デパートでの爆ばく破は事件の翌よく日じつ、放ほう課か後ご、生物実験室。

　今日一日、しげ子さんはずっとこうだった。向かいあうものが机やら扉とびらやらに変わっただけだ。平らなものを見つけては、ピタリと顔をくっつけ、何やらブツブツと念ねん仏ぶつのように呟つぶやいていた。

　しげ子さんは、どうやら、爆破事件について、思い悩なやんでいるようだった。

　その声が誰だれにも聞きとれなければいいのだが、しげ子さんの独特な音おん域いきは、体の内側から囁ささやかれているように聞こえるため、ずっと体の中で、呟きが聞こえていた。囁くような声で、おそらく日本語ではない言語で、まるで呪のろいのように。

　おかげで、クラスメイトの中から、過去のトラウマを思い出したと泣き出すものが七人ほど現れたり、体調がすぐれないと言って早退するものが三人ほど現れたりした。昼過ぎに降ふった通り雨を、しげ子さんが降らせたのではないかと本気で考えるものまでいた。

　それにしても、しげ子さんがここまで悩むのは珍めずらしい。珍しいどころか初めてかもしれない。

　それほど、今回の事件が難なん事件であるということを示しているのだろうか。

　──それとも…………。僕ぼくは両手のこぶしを、鉱こう石せきのように固くする。

　不ふ吉きつな想像を振り払うように、教室をぐるりと見渡す。二日前から黒板に書かれたままになっていた『第一回生物研究部緊きん急きゆう会かい議ぎ』という文字を一部書き直し、『第一回生物研究部捜そう査さ会議』と題している。

　壁には、大量のメモなり、写真なりが貼はられている。しげ子さんが、マナコちゃんと三み玉たま利りさんに貼らせたものだ。先程まで、大量の資料を頭に載のせ、トトトトトと歩くマナコちゃんと、大量の資料を危なっかしそうに運ぶ三玉利さんの姿が見られた（もちろん三玉利さんは二度転び、派手に資料をぶちまけ、派手にパンツを見せた）。今はもうすべて一通り貼り終わったので、マナコちゃんはお絵かきをしていて、三玉利さんはしげ子さんのおしるこを買いに行っている。

　マナコちゃんはともかく、事件の当事者である三玉利さんにそんなことをさせるのはどうかと思うが、三玉利さん自身、ニコニコとまるで嫌いやそうな素そ振ぶりを見せなかったので僕は黙だまってみていることにした。

　僕は、メモを見ながら、昨日の爆破事件を振り返る。




　昨日、十四時頃ごろ。東京都内の＊＊デパートの五階エレベーターホール前に、三玉利さんを除く殺害予告を受けた六人が、示しあわせたかのように、集まった。それは、十年越ごしの約束を果たすために集まった人たちのようだった、とは遠巻きに見ていた刑けい事じ談だんだ。

　六人は互いに顔を見あって、「どうしてあなたたちがここにいるの？」という顔をしたそうだ。刑けい事じたちもあまりのことに対応が遅れたそうだ。

　そしてその直後、突とつ然ぜん──爆ばく破はが起きた。

　床ゆかの中に圧あつ力りよく鍋なべに入れられた爆ばく弾だんが仕込まれていたそうだ。それがいつ仕込まれていたのかまだ詳くわしいことは分かっていない。とにかく、それはそこでじっと身を潜ひそめて待っていたのだ。穴の中で獲え物ものを待つ毒どく蛇へびのように。

　爆破によって、六人は死んだ。皆みな、即そく死しだったそうだ。そして不ふ思し議ぎなことに、負ふ傷しよう者しやは出たが、六人以外の死者は一人も出なかった。まさに予告通りだった。デパートには、たくさんの監かん視しカメラが設置されていたが、エレベーターホールは、死角となっていて、爆破の瞬しゆん間かんの映像を捉とらえたものは、一つもなかった。

　疑問は山のように浮かぶ。




　全てが計算ずくだったのだとしたら、どうやってあの場所に六人を集めたのだろう？




　警けい察さつの調べでは、六人が連絡を取りあっていた様よう子すはなかったというし、もし犯人に脅きよう迫はくを受けていたのだとしたら、六人のうちの誰だれかが警察に知らせているだろう。爆破があった場所にしたって、あのデパートでは、エレベーターよりもエスカレーターを使用する客のほうが圧あつ倒とう的てきに多かったらしい。そんな人ひと気けのない場所に、犯罪予告を受け警けい戒かい心しんを持った六人を誘ゆう導どうするなんて、あまりにも神がかり的だ。しかも、予告した六人だけを殺害したのだ。

　そして、もう一つの疑問──。




　どうして、三み玉たま利りさんは被ひ害がいを免まぬがれることができたのだろう？




　いつも不運な三玉利さんが、昨日はある意味ついていたということなのだろうか。とにもかくにも、分からないことだらけだ。

　黒板に写真が貼はられている。予告された七人の写真だ。亡なくなった六人の写真は、マスコミによって公開されたものだ。今までプライバシーを理由に伏せられていたのに、死ねば何から何まで情報を開示するというのも、なんだか不思議な気がした。年ねん齢れいも公開されている。





　木き津づ靖やすし　四十五歳さい　会社員

　九く場ば隼はや人と　二十二歳　大学生

　白しら岡おか明あ日す香か　二十五歳　会社員

　大おお滝たき美み佑う　十九歳　フリーター

　文ふみ原はら賢けん治じ　六十五歳　無職

　鹿か島しま孝たか江え　七十八歳さい　無職






　そして、三み玉たま利り水みな萌も。十六歳、高校生。三玉利さんの写真だけ、三玉利さん自身が用意したものだ。

「なぁ、カメロデム」

　写真をじっと見ていると後ろからマナコちゃんに声をかけられた。いつの間にお絵描かきの手を止め、僕ぼくと同じように写真を見ている。

「何？」

「この木き津づってやつ、四十五歳のわりに若くはないか」

「あぁ、これは、つい最近の写真が手に入らなかったんだよ」

　マスコミが見つけだした六人の写真は、随ずい分ぶん前のものも含ふくまれていた。木津靖やすしさんの写真などは、木津さんが極度の童顔でなければ、おそらく十年以上前の写真だろう。とても四十五歳には見えない。

「あっ！」

　マナコちゃんが写真を見ながら、声をあげた。僕には、何かに気づいたような顔に見えた。

「どうしたの？」

「……い、いや、なんでもない」

　マナコちゃんは、何かをごまかすように、視線を机に戻し、「わたしは、コンクールのための絵を描かなくてはならないんだ。話しかけるな」と、お絵描きに戻った。

　──なんだろう？

　まぁいいか、と僕も写真に視線を戻す。

　僕には、一つ引っ掛かることがある。六人のうち、二人、顔の前でピースのポーズを作っているため、左手が写っている。

　二十二歳の大学生、九く場ば隼はや人とさんと、十九歳フリーター、大おお滝たき美み佑うさんだ。

　どちらも携けい帯たい電話で撮とられたものだろう。

　九場隼人さんの写真には、くっきりと赤い糸が見えるのだが、大滝美佑さんには──糸が見えないのだ。

　──どういうことだ？

　爆ばく弾だんで死ぬ場合、何か特別な条件でもあるのだろうか？

「不ふ可か解かいです」

　しげ子さんが、壁かべにピタリと顔をつけたまま言う。

「何が？」

「爆弾魔まというのは、その多くが自分の力を示したい人や、自分の主張を世に伝えたい人が多いんです。例えばこの方」

　そう言ってしげ子さんは壁かべに向きあったまま、こちらに手だけをすっと向けてくる。手には、生徒手て帳ちようが持たれている。それを受け取り、開くと外国人の男性の写真が収められている。

「これは誰だれ？」

「何を言っているんですか朝あさ生おさん。かの有名な、セオドア・ジョン・カジンスキーさんですよ。通称『ユナボマー』」

　何をブロマイドしているんですか、しげ子さん。

「ユナボマーさんも、ユナボマー・マニフェストなるものを世に出し、それがきっかけで逮たい捕ほされることになりました」

　僕ぼくは、写真に目を落とす。外国人だからそう見えるのかもしれないが、理知的に見える。左手が写っている。そこには、赤い糸が三本、結ばれている。

「これは、事件前の写真？」

「えぇ」

「『ユナボマー』って、何人殺したの？」

「三人です」

　──数はあう。この事件だけ見れば、爆ばく弾だんで殺した場合も同じように糸があるということになる。だとしたら、殺された大おお滝たき美み佑うさんには、どうして糸がなかったのだろう？

「……えっと、それでしげ子さんは、爆ばく破はの後、犯行声明がないのが引っ掛かるの？」

「えぇ、それもそうですが、爆弾と殺害予告というものが、わたくしにはうまく結びつかないのです」

「爆弾と殺害予告」口に出せば何か分かるかと言ってみたが、当然のように何も見えてこない。

「狙ねらった人物だけを殺害する場合、爆弾を用いるのならば、その人物に爆弾を郵ゆう送そうするというのが基本です。わたくしならば、そうします」

　──事実、そうしそうだから怖こわい。

「通常、爆弾魔まと呼ばれる方々は、他の方法を用いる殺人者の方よりも、強い殺意を持っているものなのです。『周囲を巻き込んででも』もしくは『一人でも多くの人間を』そんな思いに囚とらわれている方が爆弾を用いるわけです。赤子が近くにいることだって考えられるわけですから。ですが、今回は事前にリスクの高い殺害予告をした。爆弾を用いてまで、周囲を巻き込んでまで、七人を殺害したかったのならば、どうして、そんなことをしたのでしょう？」

　確かにそうだ。どうして殺害予告をしたのだろう？　『ユナボマー』のように、自分の力を世に示したいからだろうか？

「──それにあの爆弾」

「爆弾がどうかしたの？」

「圧あつ力りよく鍋なべの中には、ボールベアリングといって、金属の小さな玉がいくつも埋うめ込まれていたそうです」

　聞くだけで恐おそろしい。けど──「それの何が引っ掛かるの？」

「あの爆ばく弾だんの威い力りよくだけでいうと、爆弾の真下にいる人を殺すだけならボールベアリングは必要ありません。爆弾を仕掛けた方が、六人を爆弾の真下に集めることに自信があったのなら、わざわざボールベアリングを仕込む必要がないんですよ。それによって、別の犠ぎ牲せい者しやを生みだすかもしれない」

　しげ子さんが言わんとしていることは分かった。爆弾だけ見ると、無差別に殺そうとしているように見えるのに、実際には、狙ねらったかのように六人だけを見事に殺した。それが引っ掛かると言っているのだ。

「顔が見えません」

　無む機き質しつな壁かべに向かいしげ子さんがそう呟つぶやいた。

　ふとマナコちゃんの絵を覗のぞく。肌はだ色いろで、グルグルと顔の輪りん郭かくを素す早ばやく描かき、黒のクレヨンに持ち替え、中に『？』のマークを描く。

「──顔の見えない犯人」

　思わず、僕ぼくもそう呟いてしまう。

「ところで、朝あさ生おさん」

　呼びかけられしげ子さんに顔を戻す。いつの間にか、しげ子さんの体が、壁からこちらに向いていた。僕をじっと見つめている。

「どうしたの？」

「このたびは、随ずい分ぶんとご熱心ですね」

「えっ？」

「いつも以上に事件に深く関わろうとしているように見えますが」

「そうかな……」と言いつつ、動どう揺ようが顔に浮かんでしまう。

「水みな萌もさんが気になりますか？」

　そう言って、しげ子さんはじっと僕を観かん察さつした。

　僕は笑ってごまかした。言い当てられたからではない。

　僕が、今回、事件に積せつ極きよく的てきなのは────しげ子さん。

　君が心配だからだ。
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　ゴクゴクと、ビールを飲むサラリーマンのように大木から音が鳴る。

　じょうろで木もく目め様の根に水をかけているのだ。

　ブツブツと呟くしげ子さんに耐え切れず、空中庭園にやってきたのに、ゴクゴクとは。

　喉を鳴らして水を飲むなんて、本当に恐ろしい木だ。

　木目様の枝には、いくつか手紙が挟はさまっている。最近、学校で噂うわさになっているらしい。木目様は、自みずからの魂たましいと引き換かえに、願いを叶かなえてくれる、と。

　そんな噂うわさを瞬またたく間に広めてしまう木もく目め様の存在感にも驚おどろきだが、自らの命と引き換えにしても叶かなえたい願いがこんなにたくさんあることにも驚きだ。

「怒ってるんだからね、わたし」

　突とつ然ぜん後ろからそう呼びかけられ、振ふり向くと虹にじ子こちゃんが立っていた。頰ほおを大きく膨ふくらまし、両腕を胸の前で組み、分かりやすく可愛かわいらしく怒りのポーズを表現している。

「ルールルルルだよ」

「ルールルルル？　プンプンじゃなくて」

　それでは、怒っていることは伝わらないのではないかと、逆にこちらが心配になる。

「ルールルルルってのは、ただの口くち癖ぐせだよ。修学旅行で北海道に行くでしょ。キツネと出会うかもしれないから、呼び寄せる練習をしているんだよ。うちのツナヨシ、あぁ、ツナヨシっていうのはわたしが飼かっている犬の名前なんだけど、そのツナヨシ相手に練習しているんだけど、わたしに懐なついているから、何を言っても寄ってきちゃうんだよ。今度、動物園にでも行って練習しようかな。──って、なに話をはぐらかしているんだよ、朝あさ生お君！　危ない危ない」

　勝手に脇わき道みちに逸それたのは虹子ちゃんなのだが、「ごめん」ととりあえず謝あやまってみる。謝ったうえでどうしても気になるので、こうつけ加える。「でも、キツネって、ルールルルじゃ寄ってこないらしいよ。警けい戒かい心しん強いから」

「えーそうなの、ドラマで見たのに。やらせじゃないか！」

　虹子ちゃんは、改めて両腕を胸の前で組み、怒り始める。きっとここに来る前には、別のことで怒っていたはずだけれど。

「あの……で、何か僕ぼく怒らせるようなことした？」

「あぁ、そうだ。そうだった」と虹子ちゃんは、ポンと右手で作った拳こぶしを、鎚つちのように左手に平の上に振り下ろし、「ありがとう朝生君、思い出させてくれて」と礼まで言ってくる。

　なんだかもう、よく分からない。

「昨日、わたしに一人で糸を追わせたでしょ」

　虹子ちゃんはそう言って、僕に人差し指を向けてくる。

「えっ？　あのあと、糸を追ったの？」僕にとってはそのことが驚きだった。そう言われれば、三み玉たま利りさんが花か瓶びんを割った現場に、虹子ちゃんはいなかった。

「そうだよ。だって三玉利さんの糸が切れていないってことは、三玉利さんは無事だってことでしょ。だから、糸のほうを追ったの」

　──虹子ちゃんは、変なところが冴さえているから怖こわい。

「──で、誰だれと結ばれているか分かったの？」恐おそる恐る聞いてみる。

「ううん。行けるとこまで行ってみたんだけど。日が落ちちゃってやめちゃった。考えればそうだよね、結ばれている相手が近くにいるとは限らないんだよね。もしかすると、南なん極きよくでペンギンの数を数えている観かん測そく隊たいかもしれないわけだし」

　そのたとえが的確かどうかは別として、可か能のう性せいで言えば確かにそうだ。僕ぼくは同意する。

　──三み玉たま利りさんと結ばれている相手は、かなり遠くにいるのだろうか？

　確かに爆ばく弾だん魔まなら、三玉利さんの近くにいる必要はない。それこそ、南極でペンギンの数を数えていたって、三玉利さんを殺すことは出来る。

「だからさ、今度は、ちゃんと二人で追おうよ。もう少ししたら、ゴールデンウィークに入るし、そしたら生徒会の仕事もないし、丸一日糸を追うことだってできるよ」

「…………うん」

　と、煮にえ切らない返事をしてしまう。

　糸の運命を変える方法は、もちろん知りたいし、三玉利さんも助けたい。けれど、やっぱり、──糸への恐きよう怖ふ心しんが僕の中に根深く残っている。

　それに、今回の事件、まだ分からないことがたくさんある。僕は、その疑問を虹にじ子こちゃんに投げかけ、はぐらかすことにした。

「糸を追う前に調べたいことがあるんだよ。ほら、公開された六人の写真見た？　少し分からないことがあるんだよ。だから──」

「あぁ、あの女性に糸がなかったってことでしょ。確か名前は、大おお滝たき美み佑うさん？」

「えっ？」──すでに確認していたのか。

「でも、あれは簡かん単たんだよ」

「簡単？」

「うん」そう言って、虹子ちゃんは携けい帯たい電話を取り出し、裏側についたカメラレンズをこちらに向けてくる。「ねぇ、朝あさ生お君、右手でピースして見て」

　僕は言われたとおりにする。携帯電話からパシャっと音がする。

「はい」

　虹子ちゃんが、ディスプレイをこちらに向けてくる。僕が映っている。ピースした僕が。

　──あっ、いや違う？　なんだ、どういうことだろう？

「これ……」

　画像が反転していて、右手でピースしていたはずなのに、左手でピースしているように見える。

「女の子はよくやるんだよ。メイクするとき、鏡かがみに向かってやるでしょ。でも、鏡に映っている自分は、反転している自分。実際は違うよね。だから、携帯電話のカメラとかで、自分を撮とるとき──いわゆる自じ撮どりってやつね──こうやって、画像を反転するんだよ。そっちのほうがなれていて、表情を作りやすいんだよ」

　なるほど。ということは、大滝美佑さんのあの写真は反転して、左手だと思っていたのは右手だということか。それならば、九く場ば隼はや人とさんに糸があって、大滝美佑さんに糸がなかった謎なぞの、一応の説明はつく。

「謎なぞは全て解とけた」

　そう言って、虹にじ子こちゃんは、嬉うれしそうに僕ぼくに右手を向けてくる。

　それ、流は行やってるの？　と思わず聞きそうになるが、やめておいた。話が長くなるだけだ。

　僕は、そこでふと、虹子ちゃんの写真を思い出した。

　二年ほど前に撮とられた虹子ちゃんの写真──その左手の小指には、赤い糸が確かに見えた。

　だが、現在、虹子ちゃんの左手の小指は赤い糸が結びつけられていない。

　それは、謎として、今もなお残っている。

　虹子ちゃんと結ばれている相手は、あの左腕のない男なのだろうか？　それとも、虹子ちゃんが言うように、赤い糸の運命を変えたのだろうか？　もしくは、もうすでに──。

「どうしたの？」

　虹子ちゃんにそう尋たずねられ、意識が目の前に戻る。「いや、なんでも」

「ということで、三み玉たま利りさんの糸、追いに行こうね」

　虹子ちゃんは、そう言って去っていく。と、思ったが──。

「あっ、今ふと思った」

　と、立ち止り振ふり返る。

「どうしたの？」

「わたしたち以外にも、糸が見える人っているのかな？　だとしたら、今回の事件もチェックしているのかな」

　僕は、ドキリとした。確かにそうだ。

　そして、その言葉は、楽らくの言葉を思い起こさせた。楽に血を入れた人物。楽はこう称していた──魔ま女じよのような女性。

　その女性も、今回の事件を見ているのだろうか？
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　三玉利さんは、食堂の前に置かれたベンチに、一人ポツンと座っていた。

　木もく目め様が、あまりにおいしそうに水を飲むので、僕も喉のどが渇かわいてしまい、食堂前に設置されている自動販売機に向かったところ、彼女を見つけたのだ。

　その背中だけで、彼女が落ち込んでいるのが見てとれた。ポニーテールも心なしか、しゅんとしているように見える。しげ子さんにおしるこを頼たのまれ、買いに出ていたはずだ。間ま違ちがって、コーンポタージュを買ってしまったから、落ち込んでいるのだろうか。

「どうしたの？」

「先せん輩ぱい」三玉利さんは僕に気づき、即そく席せきの笑顔をこちらに向けてくる。

　三玉利さんの手には、携けい帯たい電話が握られていた。

「これです」と三み玉たま利りさんは少し寂さびしそうな声を出し、携けい帯たい電話をこちらに向ける。ある掲けい示じ板ばんサイトをまとめたものだ。題には、『どうして、三玉利水みな萌もは殺されなかったのか？』とある。

　顔の見えない犯人について、顔の見えない傍ぼう観かん者しやが好き勝手に議ぎ論ろんしていた。三玉利さんのことを思い、殺された六人のことを思い、事件を解決しようとしているのではない。ただ、探たん偵ていごっこがしたいだけなのだ。暇ひまつぶしとして。どこかの山にピクニックに行って、猿さるに餌えさをやっているようなものだ。猿のことを思っているわけではない。ただ、猿が餌を食べるところが見たいだけなのだ。その周囲の住人が、困っていることなど知らずに。

　それにしても好き勝手に書いている。『三玉利水萌が犯人なのでは？』、なんて書き込みもある。

「人の噂うわさも四十九日でしたっけ？」

「……七十五日だね」

「まだ、そんなにもあるんですか」と、三玉利さんはニコニコした顔で驚おどろく。そして、「あっ、これ飲みますか？」と僕ぼくとは反対側に置かれていた缶かんを差し出してくる。コーンポタージュだ。

「本当に、間ま違ちがって買っちゃったの？」

「本当に？」

「あっ、いやさっき三玉利さんが落ち込んでいるのを遠目で見たとき、もしかしたらと思って」

「いや、なんか補ほ充じゆうの人が間違っていれちゃってたみたいなんですよぉ」

　──本当についていないなぁ。

「しげ子さんに渡さないほうがいいよ。しげ子さん、コーンポタージュ嫌きらいなんだ。一度、お茶ちや目めで買ってみたら、えらい目にあったよ」

　あのときは自動販売機から、人の左腕が落ちてきた。

「じゃあ、こっちはわたしが飲みます」

　と、三玉利さんは、もう一本、コーンポタージュの缶を取り出した。そして、へへへと笑った。何本買っちゃったの、と僕も笑顔を返す。

「あっ、そういえば、これ覚えています？」

　そう言って三玉利さんは膝ひざの上に置いていた携帯電話を操そう作さし、お尻しりを少し浮かせ、体をこちらに寄せる。僕の腕と三玉利さんの腕がぴったりとくっつき僕はソワソワする。

　ディスプレイには、中学二年生の僕と、中学一年生の三玉利さんが、カメラに向かってピースをしている。後ろには、焼しよう却きやく炉ろが映っている。

「あぁ、あのときの」

　僕は、記き憶おくを辿たどる。確か、話のはずみで映画を見に行こうという話になり、そのとき初めて電話番号を聞かれたのだ。三玉利さんは、携帯電話で写真を撮とり、僕から着信があったときにすぐに分かるようにと、その写真がディスプレイに出てくるように設定した。確か、あのときの携帯電話と今持っているものは違うはずだ。──今も僕の写真を保存してくれていたのか。

「ん？」

　よく見ると、その異変に気づいた。

　写真の中の僕ぼくは右手でピースをしていて、三み玉たま利りさんは左手でピースをしている。なのに、右手の僕には赤い糸が見えるのに、左手の三玉利さんには、赤い糸が見えないのだ。

「もしかして、この画像って反転しているの？」

「えぇ、そうですよ。よく分かりましたね。でも先せん輩ばい、女性の行動に詳くわしすぎると、チャラチャラしていると思われて、逆に、もてなくなりますよ」

「……いや、詳しいわけじゃないよ」

　三玉利さんが、笑顔で僕の顔を覗のぞき込んでくる。

「ねぇ、先輩。わたしが噓うそ発見機にかけられたとき、最後の質問で目を逸そらしたでしょ。『今も先輩のことが好きですか？』って質問で。聞かなくていいんですか？　わたしは、噓発見機なんてなくたって、先輩に聞かれたら正直に答えますよ。あの焼却炉で、わたし、宣せん言げんしちゃいましたからね。先輩には絶対噓をつかない、って」

「い、いや……」

　と僕は、言葉に詰つまってしまう。今問われているのが、三玉利さんが今も僕のことが好きかどうかではなく、僕が三玉利さんのことを好きかどうか、だからだ。

　三玉利さんは、じっくりと僕の顔を覗きこむと、やがてフッと微笑ほほえみ、顔を離はなした。

「分かってますよ。わたしのことを『三玉利さん』と呼んで、部長のことを、『しげ子さん』と呼んでいる時点で、勝敗は決しています。わたしが諦あきらめようが諦めまいが、試合はすでに終了しているんですよ」

　三玉利さんは、冗じよう談だんぽくそう言った。僕は何も言わなかった。

「わたしだって、先輩が引っ越こしたあと、恋の一つや二つしたんですから」

　と、三玉利さんは、念押しとばかりに言ってきたが、僕はそれに対しても何も返さなかった。

　それから、僕と三玉利さんは、無言でコーンポタージュを飲んだ。すでに生ぬるくなっていたし、今日はそれを飲むには暖あたたかすぎた。

　三玉利さんが、底に残ったコーンの粒つぶを食べようと、缶かんを大きく傾かたむけ、底を太たい鼓このようにポンポンと叩たたいた。だが、まだそれをするには早すぎたようだ。

　残っていた中身がブチまけられ、三玉利さんはドロドロのコーンポタージュを顔から浴あびた。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

「エヘヘ、大丈夫です」

　そう言って、三玉利さんは、ハンカチを取り出し、慣なれた様よう子すで、体と服を拭ふき始めた。ドジっ子にとっては、当たり前のことなのだろうか。

　制服の一部が透すけ、ブラジャーが見え──ではなく──傷が見えた。昔の傷のようだ、小さいものがいくつもついている。

　驚おどろく僕ぼくに、三み玉たま利りさんが申し訳わけなさそうに、言った。

「わたし、昔からドジだから、生なま傷きずが絶えないんですよ。お前はいつ死んでもおかしくない、って色んな人から言われてて──」と三玉利さんは、笑顔のまま固まった。「わたし、好きなんですよ」

「えっ？」突とつ然ぜんの告白かと思い、僕はうろたえた。

「ママです。こんなにドジなわたしを必死に育ててくれて。いつ死んでもおかしくないわたしだけど、今死にたくないんです。ママを置いて死にたくないんです。先せん輩ぱい、正直に言います。噓うそ偽いつわりなく……わたしを助けてください！」

　三玉利さんは、僕の手をギュッと握った。

「わたしのことが好きじゃなくたっていいです。だから……だから……」

「うん」

　僕は、そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　どうしても、糸のことを考えてしまう。もし、糸の運命を変える方法がないのだとしたら、三玉利さんが助かる方法は一つしかない。

　それは三玉利さんが──。

「やめてください！」

　三玉利さんが声を上げるので、顔を上げると、真向いの塀へいの上から、マスコミのカメラマンが二人、こちらにカメラを向けていた。

　三玉利さんは、僕から手を離はなし、カメラマンに向かって、缶かんを投げた。だが、缶は、三玉利さんの真上に上がり、そして三玉利さんの頭に落ちた。

　三玉利さんは、頭を押さえ、うずくまる。そして、シャッター音が、何度も鳴り響ひびいた。

「行こう」

　僕は三玉利さんの手を強引に引っ張った。三玉利さんの目には、涙なみだが浮かんでいた。頭に缶をぶつけたからか、別の理由からかは分からない。

　遠目から見ていた生徒が、大おお袈げ裟さに道を譲ゆずる。僕たちのことを思っているわけではない。巻きこまれたくなかったからだ。

　僕は、とても寂さびしくなった。

「今日は、帰った方がいいよ」

　三玉利さんは、力なく頷うなずいた。

　と、力強いエンジン音が遠くから聞こえる。

　猛もうスピードでこちらに向かって車がやって来る。僕と三玉利さんは、あまりのことに足がすくむ。

　車は、僕たちの前で、急ブレーキをかけ、甲かん高だかいタイヤの音を鳴らし、旋せん回かいして、止まった。

　そして、ドアが開く。運転していたのは、姉だった。

「帰るなら、送っていくわ」
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　プレイボーイ？

　運転席の姉が、突とつ然ぜん僕ぼくにそう言ってきた。三み玉たま利りさんと一いつ緒しよに後部座席に座ろうとしたのだが、姉に助手席に座るように言われ、理由を尋たずねたところ、「朝あさ生おはプレイボーイだから、女の子の隣となりに座らせたら何をするか分からないじゃない」と言われたのだ。

「僕のどこがプレイボーイなのさ」

「女の子の手を引っ張りながら、さぁおいで、とか言っちゃったりするのは、プレイボーイ以外の何者でもないわ」

「さぁおいで、とは言ってない」

「エスケープでエスコート」と姉はくだらないことを言って、満足気に微ほほ笑えむ。

　チラリと後部座席を見ると、僕と姉の会話を、三玉利さんはうつむき恥はずかしそうに聞いている。

「でも、朝生、あんたのまわり、女の子ばっかりよね」

「それは……」否ひ定ていできないかもしれない。

　言われて初めて気づいたけれど、確かにそうだ。いつから、僕はそうなったのだ。けれど、モテモテなわけでもないし、彼女たちは、普通ではない。

「もしかすると、この子も女の子かしら」

　姉は、そう言って、お腹をさする。すると、すかさず、三玉利さんが言う。

「まだ、分からないんですか？」

　姉のお腹のことがずっと気になっていたようだ。

「わざと、聞いていないの。そっちのほうがスリルがあるから」

「そんなことにスリルなんて求めてどうするのさ」

　三玉利さんは、興きよう味み津しん々しんといった様よう子すで、姉に聞く。

「でも、旦だん那なさんは、知りたがるんじゃないですか？」

　車内の空気が、一いつ瞬しゆんにして凍こおりついた。皆みなで車のエンジン音に耳を澄すましているかのように、僕も姉も言葉を失った。

　姉は、僕をちらりと見て、僕は、車外に目を向けた。姉が言う。

「旦那は、というか、結婚しているわけじゃないから、ただの『彼』なんだけど、彼は、今ベッドの上で寝たきりなの」

　三玉利さんは、しばらく沈ちん黙もくしたあと、「すいません、わたしドジだから」と気まずそうに言った。

　僕は、ずっと車外に目を向けたままだった。姉の気持ちに気づいたからだと思う。いや、それはずっと前から気づいていたことだ。

　──姉はきっと、まだ好きなのだ。

「ねぇ、三み玉たま利りさん」

　沈ちん黙もくを嫌きらったのか、姉が切り出した。

「はい」

「わたし、幸せよ。産まれてくる命があるし、朝あさ生おだっている。誰だれがなんて言おうと、どんな目で見ようと、わたしは幸せ」

　その言葉は自分に言い聞かせているようにも、僕ぼくに言っているようにも聞こえた。

「……強いんですね。わたしは、誰かに何か言われたり、白い目で見られると、やっぱり傷つきます」

「超能力者フルコスって知ってる？」姉が突とつ然ぜんそう言った。

「──フルコス？」

「えぇ、ピーター・フルコス。六十年代のアメリカで、次々と難なん事件を解決していった超能力者よ」

「超能力者？」突然、なんの話を始めたのだ、と、僕も尋たずねる。

「そう。透とう視し能力があるの。当時、『ボストン絞こう殺さつ魔ま』といわれる連続殺人事件があってね。次々と女性ばかり殺されていくんだけど、警けい察さつはなんの手がかりもつかめずに犠ぎ牲せい者しやばかりを増やしていたの。警察は、世間から非ひ難なんを浴あびて、藁わらにもすがるような気持ちで、フルコスに頼たよった。フルコスは、透視能力を使って、似に顔がお絵えを描かいたの。すると、あらびっくり、容疑者リストの中にその似顔絵リストそっくりの人間がいた。警察は、慌あわてて、その男を逮たい捕ほした。

　でもね──その人は犯人じゃなかったの。犯人は別にいた。そのあとあっさりと真犯人は捕つかまったの、フルコスの手を借かりずに。真犯人は、似顔絵とは似ても似つかない顔をしていた。フルコスは、見事に外したってわけ。そのとき、フルコスがなんて言ったと思う？」

　僕と三玉利さんは、姉の言葉が続くのを黙だまって待った。

「──わたしが見つけだした男こそ、真犯人だ」

　僕は、無意識に父の姿を想像していた。

「わたしからすれば、フルコスの負け惜おしみにしか聞こえないんだけど、今でもね、そのフルコスの言葉を信じている人たちが確かにいるの。ねぇ、わたしが言いたいこと分かる？　この話の教訓的なこと」

「フルコスでも外す、ですか」三玉利さんがおっかなびっくりに答える。

　そしてそれを聞いた姉が笑う。「まぁ、確かにそれも一つね。でも、もう一つある」

　僕が変わりに答える。

「誰も、真実なんか求めていない。求めているのは面おも白しろいことだけ、でしょ」

「正解」姉は前を真まっ直すぐに見つめながらそう答えた。そして、こう続けた。

「だからね、三み玉たま利りさん、人の目なんて気にすることなんてないの。彼らは、思っているよりもずっと──真剣じゃないんだから」




　三玉利さんの自宅に到着した。三玉利さんは、降おりながらも降りたあとも、何度も頭を下げ、「ありがとうございました」と「すいませんでした」を交互に繰くり返し、帰っていった。不運な三玉利さんは、帰り際ぎわ、犬とカラスにちょうど三回ずつ威い嚇かくされた。

　僕ぼくは、三玉利さんの背中を見つめながら、姉に尋たずねる。

「僕も降りたほうがいい？　このまま、姉ちゃん、警けい護ごするんじゃないの？」

　姉はバックミラーをチラリと見て言う。

「大だい丈じよう夫ぶよ、それは後ろの役割」

　後ろを見ると、明らかに鋭するどい目つきの男が運転する車が止まっている。刑けい事じだろう。どうやら、デパートの事件以降、警護の数を増やしたようだ。

「じゃあ、あんたを家まで送っていくわ」

　そう言って姉は車を発進させる。僕は、三玉利さんが向かっていく建物に目を向ける。

　そこは団地だった。姉が、僕の視線に気づき、話し始める。

「あの子の家族の話、聞いた？」

「……いや」

「ちょうど、わたしたちが引っ越こししてからかな。あの子のお父さん、お母さんとあの子を残して、どっかに消えちゃったんだって。なんだか、あの子に暴力をふるってたりしたみたいだから、あの子にとってはよかったんだろうけど」

　僕は、先程の三玉利さんの言葉を思い出していた。『わたしママが好きなんです』、三玉利さんはそう言っていた。その言葉の裏には、父が好きではないという意味も込められていたのだろう。そして、彼女の傷のことも思い出した。あれはもしかしたら──。

「生活は苦しくてね。あの子のお母さんは、夜の仕事をして、必死であの子を育ててる。でもね、今ネットでなんて書かれてるか知ってる？　あの子のお母さんは、不ふ法ほう滞たい在ざい者しやじゃないのか？　だって」

「──そんなことないんでしょ？」

「ないよ。調べたもん。それに、もしそうだったとしても、関係ないよね、この事件とは」

　それを聞いて同情というよりは、共感した。僕たちの家族と少し似ているかもしれない。

「三玉利さんのこと、絶対守ってあげてね、プレイボーイ」

　姉は前を向きながら、刑事の顔で答えた。三玉利さんの声が頭の中で鳴った。

『わたしを助けてください！』

　僕も前を向いたまま答えた。

「分かってる。プレイボーイじゃないけど」
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　姉は、マンションの前まで僕ぼくを送り届けてくれると、署しよに戻っていった。

　日が沈しずもうとしていた。

　マンションのエントランスに入り、郵ゆう便びん受けを開け、エレベーターのボタンを押す。

　後ろから声をかけられた。

「久しぶりっすね」

　淀よどみ、暗く、悪意に満ちた声だった。

　エレベーターの扉とびらにとりつけられた針はり金がね入りの強化ガラスに、彼女の姿が映っている。

　僕は、息を飲み、振ふり返る。




　天あま城ぎ苗なえが立っていた。




　最後に見たときと同じ姿で。飾かざ梨なしの制服を着て、スカーフは外して。

「……学校、来ないの？」
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　──違う。僕は、何を聞いているんだ。彼女には、もっと聞かなければいけないことがあるはずだ。

　天あま城ぎ苗なえは、フッと笑う。「あいかわらずっすね、楠くす見みさん」

「……き、君は──」言葉がうまく続かない。

　──天城苗は、大きく変わっていた。

　目はずっと鋭するどくなり、口元の歪ゆがみはずっと大きくなっていた。綺き麗れいにシンメトリーだった顔は、右と左で大きく違っている。何が起これば、こんなに顔が変わるのだろうか。いや、巧こう妙みように隠かくしていただけで、ずっと最初からこうだったのかもしれない。

「言っておこうと思って」天城苗はそう言って、たっぷり間をあけ、僕ぼくの目を覗のぞき込み、こう続ける。「爆ばく弾だんを仕掛けたのは、わたしじゃないっすから」

「──そんなことは、分かってるよ」

　僕は、天城苗の顔を見ずに、うつむきがちにそう言った。目が見られなかったわけではない。天城苗の左手を見ていたのだ。

　天城苗の左手には、糸が結ばれていない。

　いや、違う。と、もう一人の僕が警けい鐘しようを鳴らす。彼女が、僕に誠実である理由なんてどこにもないのだ。目の前にいるのは、昔の天城苗ではない。何も信じるな。

　僕が、グッと拳こぶしを握りしめ、天城苗の一いつ対ついの目をしっかりと見つめる。

「言葉とは裏うら腹はらっすね。全然、わたしのこと信じてないって顔してますよ。まぁ、いいっすけど。今日は、あの人から頼たのまれていた伝言を伝えに来たんすよ。本当は、あの入学式の日に言うはずだったんすけど、言うの忘れてたんすよ」

　──あの人。

　楽らくのことだ。天城苗は、楽の操あやつり人形なのだ。

　天城苗は、楽の顔を真ま似ね、声を真似、仕草を真似て言う。

「すいませんが、『死人の矢』について考えてください」

「……『死人の矢』？」

　天城苗は、楽を真似るのをやめ、自みずからの言葉で言う。

「そうっす。わたしは一応、その言葉の意味を聞いているんすけど、ここでは言わないっす。それに実は、意味を聞いてもよく分からなかったんすよね」

「……『死人の矢』」

　もう一度、口にしてみるが、どこかの知らない国の言語のように、頭に染しみ込んでこない。

「じゃあ、わたしは帰るっす。あぁ、そうだ、爆弾仕掛けた人っすけどね。多分、か……、いや、それはまだいっか。じゃあ、また」

「待って！」

　このまま帰らせてはいけない。僕は必死の思いで天城苗を呼び止める。後に続けるべき言葉も思い浮かんでいないのに。

「なんすか？」

「…………」何か言わなければ、そう思うが、やっぱり、言葉が続かなかった。

　と、代わりに天あま城ぎ苗なえが口を開いた。

「わたしを咎とがめたいなら、お門かど違ちがいっすよ。だって、楠くす見みさんや、水みず木きさんだって、目的のためには、利用しているじゃないっすか。あいつを。──確か、マナコって呼んでるんでしたっけ」

　──あいつ。その何なに気げない言葉に、深い悪意が込められていた。

「気をつけたほうがいいっすよ。あいつ──そろそろですから」

「そろそろ？」

　天城苗は、もう、何も答えなかった。もしかすると、まだ話せば分かってくれるかもしれない。僕ぼくのそんな希望を、粉こな々ごなに砕くだき、踏ふみつぶし、おまけに唾つばまで吐はいてみせた。僕と天城苗の世界は、全く別の切り離はなされたところにあった。

　僕は、天城苗が、去っていくのをただ黙だまって見届けるしかなかった。
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　コン、コン、コン、コン……。

　家へ帰って、一ひと呼こ吸きゆうつかない間に、玄げん関かんの扉とびらが叩たたかれた。

　こんな時間に誰だれだろう？　初めに浮かんだのは、天城苗だ。まだ言い足りず、引き返してきたのか、と。「もう少しだけ、嫌いやなことを思わせぶりに言っていいっすか」と。

　だが、明らかにノックの音は、彼女のものとは違っていた。ある一定の間かん隔かくで、それも絶ぜつ妙みように人を不安にさせる感覚で叩かれる。まるで意地の悪いキツツキが、扉に穴を空あけようとしているかのように。こんな叩き方をするのは、他にいない。

　玄関の扉を開けると、思っていたとおり、そこにはしげ子さんが立っていた。

「しげ子さん、どうしたのこんな時間に？」

「見えてきました」

「見えてきました？」

「テレビですよ」

　──テレビが見えてきた？　文法的に少し変だ。

　しげ子さんは、何も言わず、僕の脇わきを草むらの蛇へびのようにするりと通り、部へ屋やの中に入っていく。

「ちょっと、しげ子さん！」

　しげ子さんは、僕の言葉を無視し、リビングに向かうと、テレビのリモコンを持ちスイッチを入れる。

「うわっ、ちょっと」と、僕は思わず咄とつ嗟さに両腕を顔の前に持っていく。

「なんですか朝あさ生おさん。電でん磁じ波はがテレビから出ていて操あやつられると思われているのですか？　大だい丈じよう夫ぶです、ブラウン管ならまだしも液えき晶しようテレビですから。それに人を操あやつる電でん磁じ波はは、もっと強力でないと。今度わたくしが──」

「いや、いいよ。それよりもなんなのいきなりテレビつけて」

「これを見てください」

　しげ子さんは、テレビを指さす。

　夕方のニュースだ。眼鏡めがねをかけ、きっちりと髪かみが整えられたベテラン男性アナウンサーが、カメラに向かって丁てい寧ねいに説明してくれる。『これからご覧らんになっていただく映像は──』

　それは、二十代男性が、テレビ局のホームページに投とう稿こうしたものらしい。その男性は、あの爆ばく破はがあったとき、たまたまあのデパートにいたらしい。すると、殺害予告を受けていた七人のうち、六人が、突とつ然ぜんゾロゾロと集まりだしたそうだ。男性は、すでにネット上に出回っていた七人の顔写真を見ており、すぐにその六人が、殺害予告を受けた被ひ害がい者しやだと認識したそうだ。そして、慌あわてて遠目に、携けい帯たい電話で撮さつ影えいし始めた。アナウンサーは言わなかったが、間ま違ちがいなく野や次じ馬うま根こん性じようで。

　アナウンサーは、まるで敵てき将しようの首を取った侍さむらいのように、自信に満ち溢あふれた顔で言う。

『スクープです。それでは、ご覧下さい』

　いつの間にか、僕ぼくは両腕を顔の前からはずし、テレビから目が離はなせなくなっていた。




　画面の下部に、『画面が大きく揺ゆれます。なるべく離れてご視し聴ちようください』と警けい告こくが入る。

　その警告のとおり、のっけから画面が揺れる。

　二十代男性は、よほど慌あわてて撮影を始めたのだろう。遠くからズームで寄っているため、余計に揺れている。スクープを撮とってやるぞ、という思いがひしひしと伝わってくる。最初は、エレベーターホールの床ゆかが映し出されている。六人に見つからないようにしているのだろう。床には、貼はり絵のように様々な色の小さなタイルが敷しき詰つめられ、一つの絵になっている。画面が揺れすぎているため、それが何を描えがいているのか分からない。

　様々な音が混ざり合っている。客の話し声、店員の客を呼び込む声、デパートに流れていたＢＧＭ。

　そして、カメラがようやく上を向く。撮影者の撮影技術も安定し始め──もしくは心が──揺れも少なくなる。

　画面に六人が映し出されていた。おそらくこれが、生前に残された最後の映像だろう。

　僕は、まずその風ふう貌ぼうに大きな違い和わ感かんを抱いだいた。

　六人は、写真とは少し違っていた。特に違うのは、大学生の男性、九く場ば隼はや人とさんだ。顔は写真のままだが、髪かみが金きん髪ぱつになっていた。やはり、マスコミが公開した写真は、直近に撮られたものではなかったようだ。

　そして、僕が最も驚おどろいたのは────六人全員に糸がなかったことだ。

　どういうことだろう。確かに映像は、ズームで寄られているため粗あらい。粗いために糸が映っていないのだろうか？

　僕ぼくは更さらに映像に集中する。

　六人は、互いに顔を見合わせ、目を丸くさせていた。三み玉たま利りさんが、刑けい事じに他の六人の写真を見せられ、知っているかどうか聞かれたと言っていたから、六人はそれぞれ互いの顔を記き憶おくしていたのだろう。

　──と、六人のうちの一人、金きん髪ぱつの男性、九く場ば隼はや人とさんが、目線を少し外した。

　おそらく、この映像を見た人のほとんどは気づかないだろうと思うくらいのわずかな動作だった。僕がそれに気づいたのは、九場隼人さんが見た方向に、僕も目を奪うばわれていたからだ。

　九場隼人さんは、画面の奥のトイレに繫つながる通路の方角を見ていた。そこには、一人の男が立っていた。見た目は、どうだろう二十代後半から三十代前半といった感じだ。

　その男の左手──遠くにいるので分からないが、あれがあるように見えた。

　そして────床ゆかが、爆はぜた。

　一いつ瞬しゆんのことだった。全体が、白色の煙けむりに包まれ、カメラもどこを向いているのか分からなくなり、映像は終わった。




　僕は、ずっと呼吸を止めていたことに気づき、大きく息を吐はく。鼓こ動どうがいつの間にか速くなっていた。

　──あの左手。

　もう一度見たかったが、その映像があまりに衝しよう撃げき的てきだったためか、テレビでは再び流そうとはしなかった。もう一度見たい。本当にあれかどうか、確認したい。

　ヒョッヒョッヒョッ。しげ子さんが僕の顔を見ながら奇き妙みような笑い声を洩もらす。

「さすが朝あさ生おさん、やはり気づきましたか。いやはや、その観かん察さつ眼がんまことに恐おそろしい」

　そう言って、ポケット折りたたまれた紙を出し、僕に手渡す。

　何が何やら分からずとりあえず開いてみると、先程の映像の一部を引き伸ばしたものを印いん刷さつしたものだった。まさに僕が見たかった、トイレの前に立っていた男の左手を切り取ったものだ。

　画像は粗あらいが、間ま違ちがいない。左手には、やっぱりあれがある。

　──いや、ちょっと待てよ。

　どうして、しげ子さんは、あれのことを知っているんだ？　さっき言っていた『見えてきた』とは事件が見えてきたことを指していたんだろう。

　しげ子さんが、言う。

「では、朝生さん、行きましょうか」

「えっ、どこに？」

「デパートですよ。現場検証に行きましょう」
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　すぐに戻ります。

　姉にそう書置きを残してきたけれど、本当にすぐ戻れるだろうか？

　デパートは、僕ぼくたちが住む町から電車で一時間ほどの距きよ離りにあった。都心から少し離はなれた高級住宅街の駅前にある九階建ての建物。

　時刻は七時を回ったところで、本来ならばまだ営業しているはずなのだが、爆ばく破は以降、営業を停止しているため人ひと気けはない。建物は巨大な硯しじみのようにひっそりとしていた。

　僕たちは裏口から入り、たった今、玄げん関かんフロアへとやってきた。

　警けい備びは？　もちろんいた。いたが、しげ子さんがふりかけた蛍けい光こう色しよくの粉こなを浴あびると、目をとろんとさせ、しげ子さんの言うことを素直に聞いてくれた。警備室に行き、監かん視しカメラを全て停止してくれたりもした。きっと明日には大おお事ごとになっているだろう。「蝶ちよう々ちようが……蝶々が……」と何か呟つぶやいていたが、見なかったことにしよう。

　営業が終わったあとのデパートに入るのなんて初めてのことだけれど、薄うす暗ぐらくて気味が悪い。明るいときには、さほど気にもしなかったが、マネキンは不ぶ気き味みにこちらを見ているようにも見えるし、誘ゆう導どう灯とうの明かりもなんだか恐おそろしく思えた。

　階段にさしかかる。爆破があったのは確か、五階のはずだ。一階のエレベーターホールには、五階のエレベーターと同様、床ゆかに、小さなタイルを組み合わせた貼はり絵のようなものが描えがかれていた。

　黄色と緑の草原の上に、小さな人間が佇たたずんでいる絵だ。人間は黒で描かれていた。

　階段を上のぼり始める。

　音が反はん響きようする。キュッキュッキュッと、僕のスニーカーの音が、自分の足音じゃないみたいに聞こえる。しげ子さんの、足音はしない。緊きん張ちようと恐きよう怖ふで、心しん臓ぞうが叩たたくスピードを上げる。

　ダメだ、何か話でもしないと、いてもたってもいられない。僕はどうでもいい話題を探す。だが、どうでもいい話題というのは、どうでもいいときには浮かんでこないのだ。

　僕は、考えに考え、ようやく姉との何なに気げない会話を思い出した。

「ねぇ、しげ子さん、『ファーゴ』って映画知っている？」

「ブシェーミさんが、粉ふん砕さい機きで砕くだかれてしまう映画ですね。あれは、素す晴ばらしい映画でした。わたくしのライブラリーにも入っています」

「……あってるけど、また独特の覚え方だね。でさ、その『ファーゴ』なんだけれど、あれって、完全なフィクションだよね」

「えぇ」

「やっぱり。姉が、あれ実話だって言うんだよね」

「冒ぼう頭とうで書かれているんです。『この映画は実話をもとに作っています』、と」

「姉もそんなことを言ってたな」

「ですが、それも含ふくめて、演出なのです」

「……そうなんだ」

　と、そこで会話は終わった。永遠に階段を上がっている気がする。

　もう、『ファーゴ』の話が、何十年も前にした会話のように感じられる。

　二階に差し掛かる。まだ二階か、と僕ぼくは心の中で呟つぶやく。

　エレベーターホールの床に描かかれている絵が、変化していた。

　黄色と緑の草原の上に、黒色の小さな人間が佇たたずんでいる。そこまでは変わらないが、その上に、赤い丸と、青い煙けむりのようなものが描かれていた。赤い丸にも青い煙にも、黒のタイルを用いて顔が描かれていた。どちらも怒っているように見える。

　僕はピンと来た。これは、イソップ童どう話わの『北風と太陽』だ。雲を青く描いているのには、多少違い和わ感かんがあるが、北風のような寒々しさを演出したかったのかもしれない。もしくは、赤の太陽との対比かもしれない。

「これ、『北風と太陽』だね」

　そう言ってみたが、しげ子さんからそれに対する反応はなかった。

　さらに階段を上る。

　なかなか、五階につかない。エレベーターホールの絵もなかなか変化しない。長い時間をかけ三階まで辿り着いたが、二階と三階との絵の区別がつかなかった。もしかすると、北風と太陽が、依い然ぜん言い争いを続けているのかもしれない。

　四階に差し掛かると、ようやくエレベーターホールの絵に変化が起きた。北風のサイズが一回り大きくなり、息を吸い込んでいるように見えた。

　僕は、少し安あん堵どする。もしかすると、永遠に階段を上らされるのではないかと錯さつ覚かくしていたからだ。

「──では、ここでわたくしが、面おも白しろい話を一つ」

　と、突とつ然ぜんしげ子さんが話し始める。

「……それ、本当に面白いの？」

「えぇ、間ま違ちがいなく」

　いい予感はしないが、話さなくていいよとは言えない。

「──お兄様」

「えっ？」

「お兄様が、お父様とお母様を殺し、家を出たあと、一度だけ家に戻ってきたことがあるんです」

　なんて恐おそろしい出だしだ。全く笑えない。

「お兄様は、血だらけで帰ってきました。今のわたくしならば、容よう赦しやなく、あらゆる腱けんを切り、そのあとゆっくり喉のどを切り裂さくところなのですが、そのときのわたくしは、石せき像ぞうのように全く身動き一つとることが出来ませんでした。

　あのときのわたくしは、まだ水木しげ子になれていなかったのでしょう」

　──まだ水木しげ子になれていなかったのでしょう。

　どうしてか分からないが、僕ぼくはその言葉を心の中で復ふく唱しようした。

「お兄様は、自身の部へ屋やに入り、救急箱を取り出し、応おう急きゆう処しよ置ちをしながら、こう言ったのです」

　と、そこで言葉が途と切ぎれた。足も止まった。

　五階に辿たどりついたのだ。『立ち入り禁止』『警けい視し庁ちよう』『ＫＥＥＰ　ＯＵＴ』と順に書かれた黄色のテープが階段とフロアの境さかい目めに貼はられている。

　おそらく今立っている場所は、二十代男性が撮さつ影えいした場所と、ほぼ同じだろう。僕たちは、テープをくぐり、フロアへと進む。

　エレベーターホールの前に、大きな穴が空あいている。床に描かかれていた絵を確認することは出来ない。おそらく、北風が旅人に向かって息を吹きかけていたはずだ。

　──もう、二度とその絵を見ることは出来ないのだ。

　思わず足がすくむ。映像や写真では見ていたが、実際に見ると、独特の重みのようなものが感じられる。実際にここで命が奪うばわれたのだ。耳を澄すませば、当時の悲ひ鳴めいがその穴から聞こえてきそうだった。それに、エレベーターホールには独特の空気感があった。それは、ここが爆ばく破は現場であるからではなく、元々この場所に滞たい留りゆうしていた濁にごりのようなものだった。このデパートでは、エレベーターよりもエスカレーターを利用する客のほうが多かったそうだが、それもうなずけた。

　しげ子さんは、何も言わず、穴を越こえ、トイレへと一直線に進んでいく。僕も黙だまってそれに続く。しげ子さんは、そのまま男子トイレの中に入り、個室トイレの扉とびらを一つずつ開いていく。

　何をしているのだろう？　──トイレのしげ子さん──思わず、そんなフレーズが頭をよぎるが、口にはしない。

　そして、一番、奥の個室の前で足が止まる。

　しげ子さんは、便べん器きをじっと見つめている。まるで、何世紀も前の陶とう器きを見ているかのように。

「朝あさ生おさん」

「何？」

　しげ子さんは便器をじっと見つめたまま言った。

「朝生さんが、今回の事件に積せつ極きよく的てきなのは、わたくしの心配をされているからですね」

　ずっと心の中で抱かかえていたことを見事に突つかれ、僕は一いつ瞬しゆん言葉を失った。心しん臓ぞうがキュッと縮ちぢまる。心の部へ屋やも一回り小さくなり、余計なものが外に吐はき出され、正直な気持ちだけがそこに残った。

「……もう、大事な人が傷つくのが嫌いやなんだ」

「大事な人」

　しげ子さんは、それを初めて聞く言葉みたいに繰くり返した。

「あっ、いやなんて言うか」と僕ぼくはしどろもどろになってしまう。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、朝あさ生おさん。わたくしは何も変わってはいません。わたくしは、お兄様に屈したりなんかしません」

　本当にそうだろうか？　──北風は、もう旅人に息を吹きかけることは出来ない。

「──似ている」

「えっ？」

　しげ子さんは、便器の足元の死角になっている場所に手を突つっ込みながら続ける。

「階段で話したお兄様の話の続きですよ。お兄様は、自身を傷つけたお相手が、自分と似ているとおっしゃったのです」

　しげ子さんの手が何かを摑つかむ。ベリベリと剝はがす音が聞こえ、それを取り出す。

　そして、もう片方の手で、髪かをかきあげた。

　しげ子さんのつるりとした顔が露あらわになった。そこには、ガラス玉のような目と、ガラス玉の目があった。

「──お兄様は、そのお相手のことをこうおっしゃいました」

　しげ子さんの手には、真まっ赤かな液体が入った瓶びんがあった。

『スカーレット』だった。

「【カンジェロ】と」

　映像の中でトイレへと続く通路の前に立っていた男、その男の左手には、ナマズの刺青いれずみが入っていたのだ。








【わたしの告白】






　それは、運命の出会いだった。

　月並みの言葉でいえば、赤い糸で強く結ばれているような。その出会いは、それほどわたしにとって衝しよう撃げき的てきな出来事だった。

　飾かざ梨なし高校に入ってすぐのことだ。

　相手は、飾梨高校の生徒？　違う。飾梨高校には、わたしを理解してくれる人はいなかった。

　では、誰だれか？　誰でもない。

　それは、絵だった。

『洗せん礼れい者しやヨハネ』。レオナルド・ダ・ヴィンチが死ぬまで手放さなかった三枚の絵のうちの一つ。

　飾梨高校の美術室の壁かべにそれは飾かざられていた。もちろん、複ふく製せい画がだ。本物はルーブル美術館にある。

　真まっ暗くら闇やみの中、真上からスポットライトを浴あびたかのように照らされた裸はだかのヨハネが、微笑ほほえみを浮かべながら、手首を返し、人差し指を天に向けている。

　わたしは、一ひと目め見た瞬しゆん間かんに、その絵に心を奪われた。

　自分の体がバラバラになってしまったような衝撃を受けた。わたしは、授業をさぼり、美術室に立て籠こもり、日が暮れるまでその絵を見続けた。少しずつ、自分の体を組み立て直し、その絵を自分の心の中に組み込んだ。

　わたしが特に心を奪われたのは、ヨハネの笑みだった。こちらに向かって挑戦的に浮かべるその笑み。それはまさしく心の底から浮かべた笑みだった。

　本当のわたしもこうであればよかったのに。

　その日からわたしは、自分でも絵を描かくようになっていった。

　内にこもる本当の自分を形にする行こう為いだったのだと思う。事実、絵を描いていると、噓うそみたいに苛いら立だちはなくなった。

　わたしは、本当のわたしと、ようやく折り合いがつき始めたと思った。こうして大人になっていくのだと。

　けれど、それは大きな過あやまちだった。

　それはやはり、『れば』だったのだ。無意味な希望だ。

　飾梨高校に入れば、絵を描き始めれば……。

　結局、何も解決していないのだ。わたしと他人との間には、以前として巨大な岩が立ちふさがっていた。美術室に飾られた絵と同じ、本物ではないのだ。

　絵を描き始めてしばらく経たった頃ころ、わたしは大きな失恋をした。

　それは、わたしにとって初恋だった。相手は、同じ飾梨高校の生徒。

　誰にでも優やさしく、爽さわやかで、他人の言葉にじっと耳を傾かたむけられる素す敵てきな人だった。

　この人ならば、わたしは、本当の自分をさらけ出せるかもしれない。本気でそう考えた。

　けれど、その人にはすでに思いを寄せる女性がいた。その女性もまた飾かざ梨なし高校の生徒だった。

　わたしには、その人が、その女性のどの部分に魅ひかれているのか全く理解が出来なかった。

　その女性は、外見に気を遣つかわず、いつも髪かみはボサボサだったし、他人に対しても思いやりがなかった。

　でも彼と彼女は、繫つながった。確かな愛で。運命の赤い糸に導みちびかれるように。

　そしてわたしは、やはり誰だれとも繫がらないのだ。

　道が塞ふさがれ、物資が届かず、一人、また一人と死んでいく惨みじめな村を想像し、わたしは涙なみだを流した。

　その頃ころから、わたしは自じ傷しよう行こう為いをするようになった。目立たないように太ももの内側をカミソリで切った。

　自傷行為をすれば、心が落ち着くと思ったからだ。けれど、苛いら立だちは収まらなかった。

　それが、矛む盾じゆんしていることはとうに理解している。自分で自分を偽いつわっているのだ。いつもへらへらと笑い、出店で売られているお面のような顔をしていては、相手がわたしの本当の気持ち気づくはずはないのだ。けれどわたしは、腹が立った。わたしを理解しようとしない、他人に腹が立った。

　そのときから明確に一つの感情に支配されるようになった。




　────誰でもいいから殺したい。




　それも、また新たな『れば』であったのだが、わたしはそれに気づくことがなかった。

　誰かを殺すことが出来れば…………。
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　まるで、恋人のメールを心待ちにしているようだ。

『デパート爆ばく破は事件から三日が経たったわけですが、犯人からの新たな犯罪予告は依い然ぜんとしてなく、沈ちん黙もくを保ったままです』

　どうして、少し不満気げな声をしているのだろう。

　と、僕ぼくは思う。いつものように六時半に起き、いつものように朝食を作りながら、いつものように姉がつけたテレビの声を背中で聞き、僕は思う。平へい穏おんな日常なのだからそれでいいじゃないか。

　次の展開を待ち望んでいるのは、マスコミだけじゃない。

　この静けさが、嵐あらしの前なのか、平穏が戻ってきたのか、判断がつかず、国民全体が苛いら立だっているように見える。

　カンコンカンコン……。

　苛立っているのは姉も同じのようだ。テーブルに並ぶまだ何も入っていない皿を、箸はしで叩たたき始めた。腹が減っているのではなく、目の前のテレビに対して心の内を表現しているのだろう。

「さぁ、出来たよ」僕はそう言って、フライパンを持ってテーブルまで行き、姉の皿に焼き魚を移す。

　視界の端はしにテレビが見える。

　あの頭に変なものを突つき刺すコメンテーターが、警けい察さつの不備を指し摘てきしていた。今日は、電車のアニメのミニチュアが、かんざしがわりに頭に突き刺さっている。

『知っていますか？　亡なくなられた六人は、東京、埼さい玉たま、神か奈な川がわと住んでいる場所がそれぞれ違っていた。だから、六人を遠くから警けい護ごしていた警察も警けい視し庁ちよう、埼玉県警、神奈川県警とそれぞれ違っていたんです。だから、六人が顔をあわせたとき、連れん携けいが遅れたんですよ！』

「この女、毎日毎日、こうやって怒ること探しているのかね。まるで暴走列車ね」

　そう言って姉は、激しく皿を叩いた。

　僕は、黙だまってテレビを消す。

　姉は、リズミカルに、皿を叩き、「おいしそう」と声を弾はずませる。

「あのさ、ちょっと前に胎たい教きようとか言ってたじゃん。そういうはしたないことしていいわけ？」

「リズムを体に刻ましてるのよ」

　姉はそう言って、わけの分からない言い訳わけをする。

　キッチンに戻り、みそ汁しるを椀わんによそっていると、姉がさらにリズミカルに皿を叩き続ける。

「ねぇ、朝あさ生お、知ってる？　昔のジャズドラマーはさ、一人一人、自分だけのフィルインを持ってたの」

　そんなことは知らなかったが、姉がどうしてそんなことを突とつ然ぜん言いはじめたのかのほうが気になる。フィルイン──日本では、オカズと呼ばれているが、目の前のものを見て、連想したんだろうか。

　姉は続ける。「それを必ず、曲の頭に叩たたくわけ、トゥクトゥントゥンって具合に。その曲にあってようがなかろうが必ずね。そうやって、レコードとかにも残すのよ。このドラムは俺おれが叩いているんだぞって」

「で？」言いたいことは理解したが、姉がなぜ突とつ然ぜんそんなことを言い出したのかはいまだに理解できない。

「いやさ、犯人も同じように、何かメッセージを残しているんじゃないかと思ったわけ、例えば、この最初の書き込みに」

　そう言って姉は、捜そう査さ資料を取り出し、そこに隠かくされているかもしれない暗号を紐ひも解とこうとし始める。

　僕ぼくは、居い心ごこ地ちが悪い。姉には、言っていない。それを探り当てた理由が説明できないからだ。

　──この事件には、【カンジェロ】が関わっているかもしれない、と。
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　飾かざ梨なしには、風が吹かない。それは隔かく離りされた空間であることを示している。

　その中で、ここ生物実験室は、さらに隔離された空間だろう。しげ子さんの心そのものだ。

　デパートでの現場検証以降、さらにメモの数が増えた。まるで化け物が侵しん入にゆうしてくるのを防ぐためにお札ふだを貼はっているかのようだ。いや、どちらかと言えば、中にいる化け物を出さないようにしているといったほうが正確か。

　しげ子さんは、先さき程ほどから、久々にあれをしている。

　椅い子すに座り、ぴんと背せ筋すじを伸ばし、机の上に両手を吸いつかせるように置き、目の光を内側に収め、人形のように固まっている。

　僕が、《思いふけりすぎ》と呼んでいるものだ。

　マナコちゃんは、一人で暇ひまそうに、個こ展てんさながら、描かきあげた絵を壁かべに貼はっている。どうやら、『失しつ踪そうコンクール』に本気で応おう募ばする気らしい。黒板に貼られたチラシを見る。例の『君も伝説になってみないか』とこちらに呼びかけてくるチラシだ。締しめ切り日を確認すると、残り一週間を切っていた。

　このまま何も起こらず、このコンクールや、修学旅行を無事に行うことが出来ればいいんだけど──。僕は、そう思わずにはいられない。

　もしかしたら、【カンジェロ】が事件に関わっているかもしれない。そう分かっても、しげ子さんは、行き詰づまっていた。【カンジェロ】自体が謎なぞ多き集団だからだ。

『わたくしは何も変わってはいません』

　しげ子さんは、デパートでそう言った。だから、安心してください、と。僕は、どうしてもその言葉を鵜う吞のみにすることは出来ない。しげ子さんは、やはりどこか少し変だ。いつもより、余よ裕ゆうがないように見える。それに、【カンジェロ】はこれまでにないくらい危険な相手だ。

　カンジェロ──多た国こく籍せきの犯罪集団。おもに麻ま薬やく売買をしていて、最近では、真まっ赤かな液体の麻薬『スカーレット』を捌さばいている。【カンジェロ】というのは、アマゾン川に住む、人まで喰くってしまうナマズの名で、メンバーは体のどこかに、そのナマズのタトゥーが入れられている。正確には、全て──そう噂されているだ。

　詳くわしいことは、誰だれも何も分からないのだ。僕ぼくも去年、とある事件に首を突つっ込んでしまったがためにその存在を知ることになったのだが、ほとんどが謎なぞに包まれていた。リーダー以外、メンバーでさえも【カンジェロ】の実情を知らないらしい。【カンジェロ】というのが、そのリーダー自身を指す人さえいる。

　僕は、一度、そのリーダーを見たことがある。──これも正確には、おそらくなのだけれど。

　虹にじ子こちゃんを銃じゆうで撃うった男だ。左腕がなく、フードを被かぶっていて顔は見えなかった。虚うつろな存在で、とにかく薄うす気き味み悪かった。

　その事件のとき、しげ子さんはちょうど姿を消していたから、【カンジェロ】のことは知らないと思っていたが、どうやら楽らくと【カンジェロ】のリーダーには因いん縁ねんがあるらしい。しげ子さんが、今回の事件に、これまで以上に前のめりになっているのは、それが理由かもしれない。楽でも倒せなかった【カンジェロ】を倒すことで、楽を越こえようとしているのかもしれない。

　楽は、リーダーと自分が似ていると言っていたらしいが、確かにどことなく雰ふん囲い気きが似ていると言えなくもない。摑つかみどころがないという一点において。

　だが、その不ぶ気き味みさは、質が違うようにも思えた。

　本当に、【カンジェロ】のリーダーが、殺人予告の犯人なのだろうが？

　だとすると確かに、色々な点で説明がつく。

　死んだ六人に糸がなかった理由も説明がつく。リーダーは、左腕がなかったからだ。

　六人があそこに集まったのも、麻薬を買うために集められたのだとしたら、説明がつく。警けい察さつには言えないだろうから。

　動機は、どうだろう？

　その名の由来となっているナマズのカンジェロは、獲え物ものの穴から入り込み、中から喰い破る恐おそろしい魚だ。そのナマズと同じように、【カンジェロ】は、いつの間にか組織や社会に入り込み、その集団そのものを潰つぶしてしまうのだそうだ。

　もしかすると、今回の獲物は、この国自身なのかもしれない。つまり──テロ。

　その先にある目的までは分からないが、そう考えれば一応納なつ得とくできる。

　三み玉たま利りさんにだけ糸がある理由も、【カンジェロ】が組織立って動いているとしたら、説明はつく。三玉利さんだけ、リーダー以外のメンバーに殺されるのだとしたら……。

　だが、謎も残る。

　やはり三み玉たま利りさんに関することだ。どうして、三玉利さんは殺されなかったのだ？　ただ、殺しそびれたのだとしたら、三玉利さんも、『スカーレット』の常習者ということになる。

「ねぇ、そういえば、今日三玉利さんは？」

　しげ子さんに無意識に尋たずねていた。もちろん返答はない。今しげ子さんの心はここではないどこかにある。僕ぼくは姉に聞こうかと携けい帯たい電話を取り出す。

「なんだそれ」

　お絵かきしていたマナコちゃんが、僕の携帯電話を指さし言う。僕の携帯電話にぶら下がり、プラプラと揺ゆれるものを見て。

「あぁ、これ、お守りだよ」

　円えん上じよう真ま智ちからもらったお守りだ。あまりに意味深しんに「持っていたほうがいいですよ」と言われたので、気になって、携帯電話にストラップとしてつけるようになったのだ。少し焼け焦こげているので、何やら縁えん起ぎが悪そうに見えるのだが、つけなければつけないで縁起が悪そうなので、仕方なくつけている。

「帰ったぞ」

　マナコちゃんが言う。

「えっ？」

「部下Ａだよ。ママがどうとか言っていたな」

　姉との会話が脳のう裏りをよぎった。三玉利さんのお母さんは、フィリピン人で、不ふ法ほう滞たい在ざいを疑われていた。そして【カンジェロ】は、多た国こく籍せきの不法滞在者を中心としたグループ。

　さらに、三玉利さんが噓うそ発見機にかけられていたときの光景が蘇よみがえる。あのときしげ子さんはこんな質問をした。

『生物研究部に入ったのは、生物を育てる以外の目的があるからだ』

　三玉利さんは、「いいえ」と答え、針はりは大きく動いた。そしてその目的は僕であるらしかった。途中で、僕と三玉利さんの関係性に質問内容がスライドしていったので、突つっ込んで聞き出せなかったが、どんな目的があったのだろう？

　──中から喰くい破る。

　もしかして、僕たちを監かん視しするため？　いや、どうして【カンジェロ】が僕たちを監視する必要がある。

「おい誰だれだ！」

　突とつ然ぜん、マナコちゃんが怒ど鳴なり、廊ろう下かへと駆かけた。扉とびらのすりガラスの向こう側で影のようなものが素す早ばやく動く。僕もマナコちゃんのあとを追う。

　廊下から、「うわぁ」と男の悲ひ鳴めいが上がる。

　廊下に出ると、マナコちゃんが、男子生徒を床ゆかに伏せさせ、手首を逆にひねりながら、その上に乗っていた。

　男子生徒の手には、携けい帯たい電話が握られている。

「悪に手を染そめし人間め、ここをどこだと心得る」

　──学校だよ。

　と僕ぼくは心の中でツッコミを入れる。どちらかといえば、怒られるのはマナコちゃんのほうだ。

「君、何をしようとしていたの？」

　男子生徒は、ばつが悪いのか答えようとしない。が、マナコちゃんに更さらに手をひねられる。

「痛い痛い痛いっ！　言うよ、言うから」と男子生徒は観かん念ねんし、ぼそぼそ声で続ける。「携帯電話で、三み玉たま利り水みな萌もの姿を撮さつ影えいしたら、高たか値ねで売れるって噂うわさがあるんだよ。だから、撮とりに来ただけだよ」

　なんとも言えない虚むなしさがこみ上げてくる。

　更さらに男子生徒は、聞いてもないのに、言い訳わけがましく続ける。

「俺おれたちだって、迷めい惑わくかけられてるんだ。これくらいしたって構わないだろ。学校の塀へいだって、凄すごいことになってたじゃないか」

　──塀？

「お前、殺されたいのか？」

　マナコちゃんは、更に手首をひねる。男子生徒も先さき程ほどより大きな悲ひ鳴めいを上げる。

「マナコちゃん、もういいよ」

「……ダメだ、こいつは殺す」

　その声は、深く、重く、今までとは質が違っていた。そして、目にはなぜか焦しよう燥そうが混じっていた。「わたしは殺せる、殺せるんだ」

「マナコちゃん？」

　何かに抗あらがおうとしているか、もしくは自分の体に起きた違い和わ感かんと闘たたかおうとしている、そんな風に見えた。

「マナコちゃん！」

　僕は、廊ろう下かに響ひびきわたるほどの声を出し、マナコちゃんの肩を摑つかむ。

　マナコちゃんが我われに返り、手の力がふっと緩ゆるんだ。男子生徒は、その瞬しゆん間かんに、起き上がり、逃げるように去っていった。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「あぁ、なんでもない」

　マナコちゃんは、そう言って教室へと戻って行った。




　あの子──そろそろですから。




　天あま城ぎ苗なえの言葉が、頭の中で鳴る。頭の中を駆かけ巡めぐる血が、急にドロドロになったような気がする。僕ぼくは、その言葉を振ふり払うように、頭の血を循じゆん環かんさせるように、頭を振る。
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　男子生徒の言葉が気にかかり、正門のちょうど反対側、裏山に面した塀へいに行ってみると、陽気な声が遠くから聞こえてくる。

　ルールルルル♪

　虹にじ子こちゃんが、ローラーを使い、白いペンキを塗ぬっていた。まるで日にち曜ようの昼下がりのように、ルールルルルと軽かろやかなメロディを口ずさみながら。当初は、キツネを呼ぶために練習していたはずなのだが、それが口くち癖ぐせとなり、遂ついには全く違うメロディにしたようだ。

「どうしたの？　こんなところで」

「おぉ、朝あさ生お君！　朝生君こそどうしたの？　ドングリでも拾いに来たの？」

「い、いや」──どうしてドングリだと思ったんだ。

　塀を見てみると、黒いスプレーで『犯人はお前だ』と書かれている。他にも、『早く死ね』とか、『○○参上』といった全く関係のないものまである。まるで、暴走族だ。

　姉が車の中でしたフルコスの話を思い出す。これを書いた人間は、きっと軽い気持ちなのだろう。面おも白しろがっているだけ。僕は塀だけでなく、自分の心も汚けがされた気分になる。

「誰だれがやったの？」

「分からない、今日の朝、先生が見つけたみたい」

「もしかして、これも生徒会の仕事？」

「いやぁ、これは自主的にだよ。生徒会はこっちだね」

　そう言って、腰にぶら下げた鍵かぎの束たばをわざと揺ゆらし、ジャラジャラと音を出す。

「それ、もしかして教室の鍵？」

「もしかしなくても教室の鍵だね」

「虹子ちゃんが、教室を閉めて回ってるわけ？」

「だね」

　これはもう、教師の職しよく務む怠たい慢まんではないのか。

「はい。じゃあ手伝って」

　虹子ちゃんはそう言って、余っていたローラーを僕に手渡してくる。更さらには、老人のような声こわ色いろに変えこう言ってくる。

「これは修しゆ行ぎようですよ、ダニエルさん」

　きっと何かの映画の台詞せりふだろう。僕には分からないが、いちいち聞くと話がどんどんわけの分からない方向に行くから、僕は黙だまって受け取り、白いペンキをつけ、塀に塗り始める。

「ねぇ、朝生君、なんだか元気ないね」

　虹子ちゃんが、塀に目を向けたまま言う。

「そうかな」と言ってみるが、確かに元気がないので、否ひ定ていしきれない。

「しげちゃんのことでしょ」

「……うん」

　と、僕ぼくは、素直に認める。それだけではないが、やはりそれが今一番気にかかっている。

「朝あさ生お君に、赤い糸のことを説明されたとき、わたしが言ったこと覚えている？」

　それは、しっかりと覚えている。僕にとっては衝しよう撃げき的てきな言葉だったから。




「ねぇ、朝生君。それ、しげ子さんに言ってないの？」

　虹にじ子こちゃんは僕にそう言った。目を、満月のように丸くさせ。

　その問は、僕にとって衝撃的なものだった。僕も僕に問いたかった。どうしてだろう？

　確かに殺しあう者同士を結びつける赤い糸なんて、荒こう唐とう無む稽けいな話だ。だが、しげ子さんならば、信じてくれるのではないか。

　でも、僕は、しげ子さんに糸のことを打ち明けようとは一度たりとも考えたことはなかった。

　きっと怖こわいのだ。壊こわれるのが。僕としげ子さんは、正しくないピースを強引にはめ込んだパズルのような危あやういバランスの上に成り立っている。何かが一つ加わるだけでも、バラバラにはじけ飛びそうな気がするのだ。

　虹子ちゃんは、そんな僕の心を見み透すかしたのか、こんなことを言った。

「しげ子さんのこと、信じてあげれば」




　意識を目の前に戻すと、虹子ちゃんがローラーからハケに持ち替え、黒いペンキで絵を描かこうとしていた。

「ちょっと、虹子ちゃん、何してるの？」

「絵を描くんだよ。これ以上、落書きされないように、素す敵てきな絵を描くんだよ」

　そう言って、虹子ちゃんは、塗ぬったばかりの白い壁かべに大だい胆たんに迷まよいなく絵を描き始めた。

「わたし、絵、得意なんだよ。レオ様級だよ」

「レオ様？」

「レオナルド・ダ・ヴィンチだよ」

「ハリウッドスターみたいに呼んじゃうんだね」

「──ねぇ、レオ様の名言って知ってる？」

「なんだか、たくさんの名言を残してそうだけど」

「うん、たくさんあるんだけど、わたしがお気に入りのやつがあるの」

　しげ子さんが言った、岡おか本もと太た郎ろうの名言を思い出し、僕は身み構がまえる。

　虹子ちゃんは、大胆な絵を描きながら、レオナルド・ダ・ヴィンチになりきっているかのように言う。

「ときどき、外出しなさい」

「…………えっ？」

　あまりに名言らしくない名言に、僕ぼくは肩かた透すかしをくらった気分になる。

「そしたら、リラックスできますよって。レオ様は、そう言ってるんだよ」

「考えすぎるのはよくないってこと？」

「そう。考えるな、感じろ、ですよダニエルさん」

　なんだか、色々な映画の台詞せりふが混じっている気がする。

「よし、できた」

　虹子ちゃんは、そう言って、腰こしに手を当てて塀へいを見つめる。

　僕には、何を描いているのかまるで分からない。あまりに抽ちゆう象しよう的てきだ。

「今のわたしの心を表現してみました」

「……なんだか、少し複ふく雑ざつだね」

「そりゃそうさ。複雑だよ、わたしだって女の子だもん」

　虹子ちゃんは思わせぶりにそう言った。僕は何も答えなかった。

「──わたしも『失しつ踪そうコンクール』に応おう募ぼしようかな。ねぇ、朝生君」

　虹子ちゃんは、前の言葉をかき消すようにそう言った。

「……そうだね」僕はそう言うのがやっとだった。

　と、そこに空からクルクルと何かが旋せん回かい　しながら落ちてくる。

　それは、真っ黒な紙飛行機だった。いや、飛行機と呼んでいいのだろうか。誰だれしもが作る三角形の形ではなく、ステルス戦せん闘とう機きのような、奇き妙みような形をしている。

　見上げてみると、校舎の窓から幽ゆう霊れいのようにしげ子さんがじっと見つめている。どうやら、《思いふけりすぎ》から目め覚ざめたらしい。

　近くに虹子ちゃんがいるから、ここまで来ないのだろう。

　紙飛行機を開くと裏側に歪ゆがんだ文字が書かれている。

『これから話を伺うかがいに行きませんか？』

　──誰に？

　そう思って、もう一度校舎を見上げるが、すでにしげ子さんの姿は消えていた。最初からそこにはいなかったみたいに。
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　土手から、夕日で赤く染そまった河か原わらを見つめる。

　まるで血の海だな、と心で呟つぶやき、直後に、もう一人の僕が、お前、前にもそれ言っていたぞ、とツッコミを入れる。隣となりのしげ子さんも同じ連想をしていたのか、口元を歪ゆがませながら言う。

「一丁目の夕日。……地じ獄ごくの一丁目の」

　ついさっきまで水切り──それはとても鋭するどく水斬きりと表したほうがしっくりきた──をして遊んでいたマナコちゃんは、僕ぼくの背中で眠っている。

　静かな時間が流れていた。耳を澄すませばさらさらという緩ゆるやかな川の音が聞こえてきそうだ。

　隣となりのしげ子さんを横目で見てみる。

　つるりとした肌はだが、陽ひの光を反射しより輝かがやいていた。いつまでも見ていたくなるほどに。

　デパートのときもそうだったが、しげ子さんには聞きたいことがたくさんあるはずなのに、二人きりになると、どうも言葉に詰つまってしまう。

　いや、それは虹にじ子こちゃんが言ったみたいにやっぱり考えすぎなのかもしれない。

「あれ？　死しに神がみの兄あに貴きじゃないか」

　ようやく、待ち人来たるだ、と僕は思う。

　振ふり返ると、汗あせでシャツをびっしょり濡ぬらした一かず穂ほさんが、リズミカルに足あし踏ぶみしながらこちらを見ていた。

「その呼び方やめてくださいよ」

　そう言いながらも、久々に見るその顔に思わず笑みを浮かべてしまう。

　一穂さんも笑顔を返してくれる。

「お久しぶりです」

「久々だな」

　稲いな本もと一穂さん──飾かざ梨なし高校の元先せん輩ぱい。今は、学校をやめ、ボクシングに打ちこんでいる。当初は父親ほどのセンスがないと思われていたが、稲本一かず馬まさんと伝でん説せつさんの試合以い降こう、一穂さんはひたむきにボクシングと向きあい、めきめきと実力をつけていった。

「プロテスト合格、おめでとうございます」

　その噂うわさは、同じジムに通う虹子ちゃんから聞いていた。

　一穂さんは、照れ臭くさそうにこめかみのあたりをかきながら、「バッキャロー、ここからだよ」と答える。一穂さんの口調や仕草は、どことなく伝説さんと似てきた。

「ところで……今日会いに来たのは……ちょっと聞きづらいことなんですが」

　僕は、うつむきがちに一穂さんに切りだし、ポケットから『スカーレット』を取り出す。それは、デパートのトイレに置かれていたものだ。

　一穂さんは、以前、『スカーレット』の密売をしていたことがある。もしかすると、【カンジェロ】の情報が手に入るかもしれない。しげ子さんは、そう考え、ここで一穂さんがやって来るのを待っていたのだ。

　一穂さんの目が、鋭くなり、足踏みを止める。

「……穏おだやかな話じゃなさそうだな」

　僕が口くち籠ごもると、しげ子さんがかわりに話し始める。

「【カンジェロ】のことについてお伺うかがいしたいのですが」

「なんだ、まだあいつら相手に危なっかしいことしてるのか」

「……相手にというか、行きついた先が【カンジェロ】だったんです」と、僕ぼくは言う。

「とはいえ、俺おれが知っていることは、全部、兄あに貴きに話しただろ。あれから、不良たちとは縁えんを切ったし、俺が知ることはもう何もないぞ」

「──やっぱり、そうですか」

　覚かく悟ごはしていたが、【カンジェロ】の情報を摑つかむのは、やはり簡かん単たんではないようだ。

「なぁ」と一かず穂ほさんが、僕としげ子さんを交互に見て言う。「俺が言うのもなんだけど、お前たち、未来はどうすんだ？」

「えっ？」

　突とつ然ぜん死角からアッパーを貰もらったように、僕の頭は真っ白になる。

「えっ、じゃねーよ。お前たち、もう高二だろ。そろそろ、進路について考え始める歳としなんじゃねーのか。そんなことやってる場合じゃねーだろ」

　今度は、レバー打ち。いわゆる、痛いところを突つかれた。僕だって考えてないわけじゃない。でも、しげ子さんやマナコちゃんを見ていると、どういうわけか、あまりそういうことを考えたくなくなるのだ。この瞬しゆん間かんがずっと続けばいいのに。そんな風に現実逃とう避ひをしてしまうのだ。

　背中にマナコちゃんの重みを感じる。夕日に目を向ける。夕日だって、言っている。「わたしだっていつかは沈しずむんですよ」

　そんなことは知っている。でも……。

「あっ、そうだ」

　一穂さんが、言う。「そういえば、一つ思いだしたよ」

「なんですか？」

「俺が、『スカーレット』を売りさばいていたとき、ある噂うわさがあったんだ。──【カンジェロ】は、この世界をむちゃくちゃにする気らしい、って」

「ほう」

　しげ子さんがフクロウのような声を漏もらす。僕は心の中で、一穂さんの言葉を復ふく唱しようする。




　──【カンジェロ】は、この世界をむちゃくちゃにする気らしい。
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　巨大な箱はこが目の前にある。

　翌よく日じつ、しげ子さんから生物研究部の部員にお達しがあった。（とはいえ、僕と三み玉たま利りさんしかいないのだが）。

　お昼休みに生物実験室に集まるように。

　行ってみるとそこにあったのが、巨大な箱だった。

「……これ、パソコンだよね」僕ぼくは尋たずねる。

「えぇ」しげ子さんは答える。

「これパソコンだったんですか？」三み玉たま利りさんは驚おどろく。

「見てみろ、カメロデム。赤はわたしの色だ」マナコちゃんは、お弁当箱に入ったウィンナーを可愛かわいらしいフォークで突つき刺し、全然関係のないことを言っている。

　確かにそれはパソコンだった。

　だが、あまりにも古かった。これは世界で初めて作られたパソコンです、と言われたら、そうかもしれないと思えるほど、古く大きなパソコンだ。

「わたくしの家から持ち込んだものです。これならば、足がつきませんので」

「足がつかない？」

　しげ子さんは、僕たちになんの説明もなく、まるで雨あま粒つぶが落ちるみたいに、両手の人差し指でキーボードを叩たたき、文字を打ちこみ始める。

　僕は、画面に目をやる。

「これ……」

　こう書かれていた。




　今日の夕方四時、＊＊駅前で、三玉利水萌を殺します。




「ちょっと、何書いてるんだよ」

「何って、殺害予告ですが」

　そう言ってしげ子さんは、タイピングをつたない手つきで続ける。




　ナマズのように。全ての腕を切り落として。




『ヒョッヒョッヒョッ』とつけ足しそうな勢いだ。

「部長が犯人だったんですね」

　三玉利さんは、そう言って全てを諦あきらめたように、卑ひ屈くつな笑みを浮かべる。

「い、いや、多分違うよ。三玉利さん」

　しげ子さんの、目的が分かった。これで、【カンジェロ】をおびき出そうというわけだ。ナマズと書いたのは、【カンジェロ】だけに分かるメッセージだろう。

　──だが、本当に来るだろうか？

　いつも強引なしげ子さんだが、これは少し強引すぎないだろうか。

「ねぇ、意図は分かったけど、本当に来るかな？」

「どうでしょうか。ですが、誘さそいにのってこられる可か能のう性せいは、高いと思います」

「どうして？」

「向こう方には自信があるからです。自分たちのことは何も分かっていないだろう、と。ですので、配下を覗のぞきにやらせるぐらいのことはするかもしれません。わたくしたちは、そこを捕ほ縛ばくするわけです。まぁ、当てが外れたとしたら、そのときはそのときでしょう」

　──そんな、軽く言ってのけていいような、行動ではないのだけれど。

　それにしても、やっぱり、少し強引すぎるように思える。

　と、虹にじ子こちゃんの言葉が頭で再生される。




「しげ子さんのこと、信じてあげれば」




　そして、あれが、空想のあれが、コロコロと転がってくる。

　そうだ。いつもしげ子さんのことを疑った結果、悲ひ劇げきを招まねいていた。今大切なのは、しげ子さんを信じることだ。

「さぁ、では準備が整いましたので、作戦会議といたしましょう」

「作戦会議って」

「これから駅に張りこんでカンジェロを見張るんです」

「見張り！」

　マナコちゃんが元気のいい声を出す。

「おねえたま、マナコは見張りがとっても得意なのです」

　そう言って、それまでいた場所につむじのような風を残し、瞬しゆん時じに机の下に隠かくれる。

「さすがマナコさん」

　しげ子さんもそう言って、手を叩たたく。もはや、毎度おなじみの光景だ。

「では、マナコさんとわたくしと朝あさ生おさんで行きましょう」

「あのー」と、三み玉たま利りさんが手を上げる。「わたしは行かなくていいんですかぁ」

　それは、僕ぼくが否ひ定ていする。

「三玉利さんは、予告されているんだから、さすがにまずいよ」

「えぇ、警けい察さつの方が一いつ緒しよについてきますしね」

　──それに、と僕は思う。

「ねぇ、三玉利さん、部員だからって、別に僕たちにつきあわなくてもいいんだよ。昨日、お母さん、何かあったんでしょ。体調でも崩くずしたんじゃないの？」

「あぁ」と三玉利さんは、困った笑みを浮かべる。

　僕は、その表情を見逃さなかった。確かに、三玉利さんはそのとき──何かをごまかした。

　三玉利さんは、やっぱりここに置いていったほうがいい。

「……あのー、僕も少しいいかな」

「はい、なんでしょう朝あさ生おさん」

「しげ子さんは、その格かつ好こうで張りこむの？」

「いけませんか？」

　しげ子さんは、何を言っているのか分からないといった顔で、僕ぼくの目をじっと覗のぞき込んでくる。

「うん、だって……」と僕は、しげ子さんの全身を上から下まで見つめる。こんな人がいたら、逆に警けい察さつに逮たい捕ほされてしまうのではないか。「ちょっと、目立つかな」

「制服が、ですかね」

　しげ子さんはそう言って、スカーフを外し、制服を脱ごうとする。

「い、いやそういうことじゃなくて」

「では……」と、まだ何も分かっていない顔をする。

「例えば、ほら。その髪かみとか。少し目立つかな」

「あぁ、ではくくりましょうか」

「あっ、わたし、留とめるのありますよ」

　そう言って三み玉たま利りさんは、シュシュとヘアピンをいくつか渡す。

　しげ子さんは、それを受け取ると、要よう領りようよくそして器用に、髪をまとめる。あんなに自由に大だい胆たんに主張していた髪は、丸まったフェレットのように頭の上に収まる。前髪をヘアピンでとめる。前髪は左に流され、左目は隠かくれたままだ。

　それは、初めて見るしげ子さんの仕草だった。こんな言いかたは変なのかもしれないが、あまりに女性らしい仕草。

　僕はなんだかソワソワとしてしまう。僕だけではなく、三玉利さんも息を飲んでいた。

　ずっと見ていたくなるほど綺き麗れいだった。これはこれで、目立つかもしれない。だが、まぁこれでいいだろう。

　そうして、準備は整った。
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　駅前のロータリーが全て見渡せる位置に、僕としげ子さんとマナコちゃんは配置された。互いの連絡には、マナコちゃんから『ラブソルジャー』グッズが手渡された。それは実際に玩がん具ぐとして発売された時計型の通信機だ。──おもちゃにしては、なかなかどうして──しっかりと使える。

　しげ子さんだけは、何も持たなかった。僕とマナコちゃんの声は、どんな囁ささやき声でも聞こえるらしく、逆にしげ子さんの声は、僕とマナコちゃんにしか聞こえないように発せられるらしい。

「それでは、試験的に三人で会話をしてみましょう」

　確かに、しげ子さんの声が聞こえる。しげ子さんははるか遠くにいるのに。周囲の人間もしげ子さんの声には全く反応していない。

　時計型通信機からマナコちゃんの声が聞こえる。「はい聞こえます、どうぞ」

　僕も、時計型通信機に向かって話す。「僕ぼくも聞こえるよ。マナコちゃんの声も、しげ子さんの声も」

　時計型通信機から「どうぞ、をつけろカメロデム」とマナコちゃんの声が聞こえてくる。

　そして、しげ子さんの声が、体の中で鳴る。「わたくしも聞こえていますよ」

　まだ、四時までに一時間ほどある。僕たちは、そのまま会話を続けた。

　しげ子さんの声がする。

「朝あさ生おさん、修学旅行の件ですが」

　──そう言われれば、三み玉たま利りさんの件ですっかり忘れていた。

「北海道にしたよ」

「北海道！」時計からマナコちゃんの声がする。「どうぞ！」

「朝生さんにしては、正しい決断ではありませんか？」

「しげ子さん、北海道に行きたかったの？」

「えぇ。あそこには水みず木き家の別べつ荘そうがあるのです。それに最近、噂うわさがあるんですよ。──人ひと喰くい熊ぐまの」

　あぁ、そのことは考えていなかった。北海道は北海道で危険だったのか。どちらを選んでもハズレだったようだ。

「熊っ！」時計からマナコちゃんの声が聞こえる。「はちみつ！」と何やら連想ゲームまで始めだす。しげ子さんはしげ子さんで、「頰ほおばれベアーズ」とわけの分からないことを呟つぶやいている。

　僕は思わず、フッと笑ってしまう。こんなことで笑うのは変だと分かってはいるけれど。

　そして、気がつけば想像していた。

　山小屋で、僕としげ子さんとマナコちゃんが暮らしている姿だ。

　しげ子さんが、山で取ってきたわけの分からない草をスープに放り込む。マナコちゃんが、川で取ってきた川魚を抱かかえて帰ってくる。それは、素す手でで取られたものだ。

　おかしな光景だ。けれど、僕は笑っている。なぜか幸福感に満ちている。

　──って、僕は何を想像しているんだ。

「何やら、おかしなことになってきたぞカメロデム、どうぞ」

　マナコちゃんの声で我われに返り、周囲を見渡す。

　四時を前に続々と人が増え始めたのだ。しげ子さんの書き込みを見て現れた明らかな野や次じ馬うまだった。携けい帯たい電話を片手に、撮さつ影えいする者。「ねぇ爆ばく破はまだー」と彼氏にねだる女の子。中には、スーパーの帰りに、ベビーカーを押しながらやってくる主婦までいた。

　──本当に爆ばく弾だんが爆ばく発はつしたらどうなるのだ。

　駅前のロータリーは、あっという間に異様な光景となった。仮にしげ子さんが本当に爆ばく弾だん魔まだったとしたら、予告された三み玉たま利り水みな萌もを殺せなくても、ここにいるおよそ百人の人間を殺すことは出来るだろう。

　警けい察さつまでやってくる。制服を着た警けい官かんが誘ゆう導どう灯とうを持ち、人ごみを整理し始めた。警察も書き込みに気づいてやってきたのだろう。パトカーが何台もやってくる。

　その中には、姉の姿もあった。

　僕ぼくは、咄とつ嗟さに背中を向け、人ごみに隠かくれる。そして、時計型通信機に、しげ子さんに向かって、囁ささやく。

「聞いてる？　もうこれ以上は、無理そうだよ。諦あきらめよう」

「おねえたま、どうしますか？」時計からマナコちゃんの声が聞こえる。

　だが、しげ子さんの声はしない。

　周りを見渡す。しげ子さんがいた場所にしげ子さんの姿はない。

　どこに行ったんだ？　僕はしげ子さんを探すため、もう一度周囲を見渡す。

　────そして、見つけた。

　人ごみの中で、異質な雰ふん囲い気きを纏まとった一人の男を。

　男はフードを深く被かぶり、人ごみの中にひっそりと紛まぎれていた。明らかに怪あやしい格かつ好こうをしているのだが、誰だれも気づかない。存在が虚うつろなのだ。もし気づいていたとしても、次の瞬しゆん間かんには、見失いそうになる、そんな存在だった。僕自身も、何度も見失いそうになる。

　左腕を見る。ついてはいるが、全く動いていない。おそらく、義ぎ手しゆだ。

　間ま違ちがいない、あの男だ。

　──【カンジェロ】のリーダー。

　喉のどがカラカラに渇かわき、奥がチクチクする、二度と開かないのではないかと思うほど、唇くちびる同どう士しが貼はりつく。

　肩に手が置かれる。いつの間にか。よくある心しん霊れい写真のように。しげ子さんの手だった。

　気づけば、背後に立っていた。

「あの人なんですね」

　その声は、妙みような深刻さを帯びていた。

「多分」

　たった三文字なのに、自分の声じゃないみたいに僕はその言葉を発する。

　男は、人ごみの中に紛れ去って行く。

「追いましょう」

　しげ子さんが動き始める。

「待って。マナコちゃんは」

「残しましょう」

　やはり、しげ子さんの声には妙みような緊きん張ちよう感かんが含ふくまれていた。
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　それは、まるで影のような存在だった。

　もし隣となりにしげ子さんがいなければ、きっと見失っていただろう。

　僕ぼくたちは、ある一定の距きよ離りを開け、男の背中を追った。男は、まるで僕たちに気がついていないようだった。いや、それどころか、気というものすらないような、まるで人形のような歩き方だった。男は、同じ速度でずっと歩き続けた。車やバスや電車などには乗らない。途中で立ち止まったり、自動販売機で飲み物を買ったり、煙草たばこを吸ったり、そんなこともしない。不ふ思し議ぎなことに、赤信号にも引っかからなかった。

　そして男の通る道は、ほとんど人がいなかった。別に細い路ろ地じを歩いているわけではない。だが、明らかに男が歩く道は、男が歩いているからではなく、そもそも忘れられた道のようなそんな気配があった。男がそういった道を選び歩いているのかもしれない。

　僕はだんだんおかしな気分になってきた。

　まるで男に、ここではない別の世界に引き込まれているのではないかという気さえしてきた。

　そして、一つの疑問が浮かんだ。

　──もしかすると、僕たちは、男にはめられているのではないか？

　しげ子さんにそう尋たずねたいが、声を発することは出来ない。その瞬しゆん間かんに、男に気づかれそうな気がしたからだ。しげ子さんは、いつもと違い髪かみをまとめているため、どこか頼たよりなく見えてしまう。再び、虹にじ子こちゃんの声がする。




「しげ子さんのこと、信じてあげれば」




　ここまで来て、引き返すわけにはいかない。

　けれどやはり、嫌いやな予感は拭ぬぐえない。どうする、どうすればいい。

　日がみるみる陰かげりはじめる。いつもより、早く日が落ちていくような気がする。




　そうして、辿たどり着いた場所は、使われているのかどうかさえ分からない寂さびれた工場だった。

　まさに、ドラマに出てくるような悪人の住すみ処かだった。ドラマにリアリティがあったのだと感心するところなのだが、逆に、目の前の光景がリアリティを失っているように感じられた。

　男は、鎖くさりと南なん京きん錠じようで厳げん重じゆうに閉められた扉とびらを開き、中へと消えていった。

　そこは、広い国道から、少し歩いた場所にあり、周囲は空あき地になっていて草が生はえ、左側には大きく深そうな川が流れていた。覗のぞくとツンと腐くさった匂いがする。川は全ての絵の具を混ぜて出来たような色をしていた。まさに、色々なものが捨てられているのだろう、この川自体が捨てられているのだ。

「……ど、どこ──」

　しげ子さんが何か言った。聞き取れなかったわけではない。しげ子さんの声自体が、途と切ぎれ途切れだったのだ。

「どうしたの？　ここがどこかって？　えっと、どこだろう？」

　しげ子さんは、微かすかに震ふるえていた。あの男を警けい戒かいしているのかもしれない。なんせ、楽らくを追いつめた男なのだ。それでもやっぱり、いつものしげ子さんとは違って見え、僕ぼくは心細くなる。

　僕は、携けい帯たい電話を取り出した。

「これ以上は危ないよ、姉に来てもらうよ」

　そう言って、姉に電話をかける。二度ほどのコールで、姉はすぐに電話に出た。

『朝あさ生お、あんたどこにいるの？　あの駅前にいたでしょ』

　──見られていたのか？

　電話口から、激しい息づかいが聞こえる。

『大変だったのよ、駅前は大混乱で』

　姉ではない別の声が遠くで聞こえる。『おい、楠くす見み。お前は休んでろ。お腹の子に何かあったらどうするんだ、無理するな』と。それに姉が答える。『大だい丈じよう夫ぶです』。そして、僕に向かって言う。『で、どうしたの、朝生』

　僕は、電話を切った。

　この現状を話したら、絶対姉はこの場にやってくるだろう。──大きなお腹で。

　そして、今度は、１１０をコールしようかと手を伸ばす。

　だが、それよりも早くしげ子さんが動き始めた。

「朝生さんは、ここにいてください。わたくしが見てきます」

「ちょっ、しげ子さん！」

　しげ子さんは、僕の制止を聞かず、工場へと向かっていく。

　そしてそれとほぼ同時に、携帯電話にぶら下げていたお守りの糸がするりと解ほどけ、地面に落ちた。ふと、いやな想像が膨ふくらむ。これは、罠わなでしげ子さんが入った瞬しゆん間かんに、爆ばく弾だんが爆ばく発はつする。そんな光景だ。僕は、携帯電話の操そう作さを中断し、しげ子さんの後を慌あわてて追う。

「しげ子さん、待って！」
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　ドカン！

　開けた瞬間に、オレンジ色の光が弾はじけ、僕たちは爆ばく風ふうに飲み込まれる。

　そんな想像を膨らませたが、工場の中は、驚おどろくほど静まり返っていた。いや、静かすぎる。男の姿も見えない。

　しげ子さんは、工場を見た瞬しゆん間かんにおかしな呼吸をした。ヒュー、ヒューと。

　──しげ子さん。本当に様よう子すがおかしい。

　男が近くにいるかもしれないのに、隠かくれようとすらしない。しげ子さんは、おぼつかない足取りで、中へと入って行く。

　工場はすでに、その役割をはたしていないようだった。いや、工場というよりは倉庫に近い。広々とした空間を、持てあましており、もう何年もそこに置きっぱなしになっていたのではないかと思われるコンテナが、乱らん雑ざつに置かれている。そして、奥には綺き麗れいに梱こん包ぽうされた段ボール箱ばこがいくつも積つみ重なっていた。

　しげ子さんが、その箱へと近づく。僕ぼくは、声を潜ひそませしげ子さんに言う。

「しげ子さん、危ないよ」

　それは、爆ばく弾だんかもしれないのだ。

　しげ子さんには、僕の声がまるで届いていないようだった。一人で、箱の前まで行く。袖そでからメスを取り出し、箱を切り裂さく。まるで夢む遊ゆう病びよう者のような動きだ。

　箱の中から、何かがポロポロと落ちてくる。

　それは、いくつもの『スカーレット』だった。

「どう思う？」

　背後から声がした。聞き覚えのある声だ。なんの特とく徴ちようもなく、記き憶おくしにくい声。

　僕は、おずおずと振り返る。

　少し離はなれた場所で、男が立っていた。

　男はこちらをじっと見ていた。いつの間にか左腕の義ぎ手しゆは外され、左腕の袖そでは、プランプランと揺ゆれている。フードも外されていた。男の顔を初めて見た。それは、声と似ていて、なんの特徴もない顔だった。お面のような顔。目の焦しよう点てんが合いにくく、ぼやけて見える。

　男の佇たたずまいを見て、僕は直感した。

　──やっぱり、罠わなだったんだ。

「お前たちか、爆弾を仕掛けたのは？」

　僕の頭をかき乱す声。すぐに忘れてしまいそうな声。

　僕は、声を振ふり絞しぼり、なけなしの度ど胸きようを振り絞り、男に言う。

「……何を言っているんですか。爆弾魔まは、あなたでしょう」

「どこ、どこ、どこ、どこ……」

　それがしげ子さんの声だと分かるまで、随ずい分ぶんと時間がかかった。僕は慌あわてて、隣となりを見た。

　髪かみを縛しばっていたからそう見えたのか────いやそうじゃない。

　普通の女の子に戻っていた。ガタガタと震ふるえ、顔は怯おびえていた。

　男が言う。

「どう思う？」

　僕ぼくは、足元に落ちたスカーレットを見る。

　──しげ子さんが読み違えた？　────男は、爆ばく弾だん魔まじゃない？

「迷めい惑わくしていたんだ。俺おれたちは、ただあの場所で、商売をしていただけなんだが。たまたま、客が殺人予告を受けただけだった。残念だ。なぁ、どう思う？」

　あのトイレにいた男を見た大学生、九く場ば隼はや人とさん。彼がたまたま、スカーレットを買っていただけだったのか。【カンジェロ】もたまたま巻き込まれただけだったのか？

　でも、どうしてしげ子さんは？

　ふと、美術室の一件が蘇よみがえる。あのとき、しげ子さんは、床ゆかが原因だと推すい理りを外していた。今回の事件にしたって、ずっと迷まよっていた。いつものしげ子さんらしくなかった。

　──目を失ったから？

　しげ子さんは、呆ぼう然ぜんと立っていた。波に揺ゆられる海かい藻そうみたいに。そして呟つぶやいた。

「……どこから、間ま違ちがっていたんですか？」

　僕は……僕は……。




『フルコスだって、外す』




　──僕は、しげ子さんを信じすぎていたんだ。

　しげ子さんが、膝ひざから崩くずれ落ちる。僕は慌あわてて、しげ子さんの両肩を持ち、彼女を支える。髪かみに手が引っ掛かり、シュシュが外れる。髪がぱさんと力なく解ほどける。

「しげ子さん！」

　糸が切れた人形のようにしげ子さんは答えない。

　まるで虫のように、コンテナの陰かげに隠かくれていた【カンジェロ】の部下が、ゾロゾロと姿を現し始める。皆みな、銃じゆうを持っている。

　男が改めて言う。

「どう思う？」

　男の言葉は僕から思考を奪うばい取る。

「立てカメロデム！」

　はるか上から、まるで神のお告げのようにその声は鳴った。

　積つみ重なった箱の上に、マナコちゃんは、いや────ラブレッドは立っていた。

　スーツを着て、仮面を被かぶり、マナコちゃんは立っていた。両手には、包ほう丁ちようのような刀、解体刀が握られている。

「ラブレッドであーる」

「……どうして？」

「その時計だ。その時計には、発信機が仕込まれていて、どこにいるか分かるのだ」

　と言ったと同時に、マナコちゃんは、腰こしに刺していた投げナイフを抜き取り投げた。それは、【カンジェロ】の部下の目に突つき刺さる。その部下は、そのまま後ろに倒れる。

　銃じゆう声せいがいたるところから一いつ斉せいに鳴る。

　僕は、しげ子さんを抱かかえ、箱の陰かげに隠かくれる。もう一度、しげ子さんに呼びかける。「しげ子さん！」

　しげ子さんから返答はない。目は虚うつろだ。箱の陰から状じよう況きようを確認する。

　マナコちゃんは、きりもみのように、回転し、解体刀を【カンジェロ】の部下に振ふり下ろす。

　部下は銃を持つ手を切り落とされる。が、叫さけぶ間は与えられない。マナコちゃんは体を逆に返しながら、部下の喉のどを切り裂さく。

　ダメだ、そんなことしちゃ！　そう思うが、声が出ない。

　またあの幻げん覚かくが蘇よみがえる。足元にコロコロと何かが転がってくる。

　──ここでまた僕が何か言えば、今度はマナコちゃんが。

　よく見ると、部下の左手には、皆、赤い糸が結ばれている。

　そしてそれは、一つに収しゆう束そくしていくように、マナコちゃんに向かっている。

　マナコちゃんは、次々と、カンジェロの手下の体を解体刀で、切り落としていく。

「カメロデム、おねえたまを背せ負おって早く逃げろ！」

　マナコちゃんの声には余よ裕ゆうがない。

　見ている限り、分ぶが悪いようには見えない。だが、マナコちゃんの動きは、以前見たときとは違い、明らかに精せい彩さいを欠いていた。

　──何かを躊躇ためらっている。

　僕には、そう思えた。そのうち、マナコちゃんの動きが止まった。ヘルメットを被かぶっていても息が乱れているのが分かる。マナコちゃんが、ヘルメットを押さえながら叫ぶ。

「くそっ、くそっ！」

　──どうしたんだ？

「カメロデム、早くしろ！」

　マナコちゃんが再び、刀を握りしめ、部下たちに切りかかる。部下たちは銃を撃うつが、マナコちゃんのスーツは銃じゆう弾だんを通さない。

　部下たちの首がぱっさりと切れる。糸が解ほどけ、宙を舞まい、消えていく。

　傍かたわらにいるしげ子さんはピクリとも動かない。

　…………くそっ、くそっ、くそっ。

　僕は大きく息を吐はき、決心する。

「マナコちゃん！　絶対に戻ってくるから！」

　しげ子さんを背負い、駆かける。背中から、カンジェロの部下の悲ひ鳴めいが聞こえる。だが、後ろは振り返らない。銃声が鳴る。でも、僕は止まらない。

　鉄てつ扉ぴの隙すき間まを抜け、外に出る。

　喧けん騒そうが、だんだん遠くになっていく。

　百メートルほど離はなれた草むらで、しげ子さんを降おろす。

「しげ子さん！」

　返事はない。構わず呼びかける。「マナコちゃんを助けに行くから」

　僕ぼくは、来た道を走って戻る。

　と、そのときだった。急に頭の中がエアポケットに入ったみたいに、真っ白になった。

　そして、川が決けつ壊かいしたみたいに、記き憶おくが溢あふれ出してきた。

　マナコちゃんが言っていた。生物実験室で六人の写真を見ながら。

「この木き津づってやつ、四十五歳さいのわりに若いよな」

　こうも言った。三み玉たま利りさんを撮さつ影えいしに来た男性生徒に向かって。

「悪に手を染そめし人間め」

　そして、天あま城ぎ苗なえは言った。




　あの子──そろそろですから。




　マナコちゃんは洗せん脳のうされていて、僕としげ子さん以外は、怪かい人じんに見えていたはずだった。

　──解とけ始めていたんだ。洗脳が。

　マナコちゃんは……マナコちゃんは……気づいていたんだ。

　自分が人間だと、そして目の前にいるのも人間だと。

　分かったうえで、目の前の人間を切っていたんだ。────僕たちのために。

　僕は、無む我が夢む中ちゆうで工場に向かって走る。

　喧騒がやんでいることに気づく。工場からは、音が一つも聞こえない。

　工場から、誰だれかが出てくる。中から漏もれた光で、僕は認識する。

　マナコちゃんだ。

「マナコちゃん！」

　マナコちゃんは振ふり返る。スーツがボロボロになっている。左手の手て袋ぶくろが外れている。そこには、糸が一本も残されていない。

　マナコちゃんは、僕に気づく。

「……カメロデム。どうして、おねえたまが調ちよう子しを崩くずしたか分かるか？」

　何かを言いたいが言葉が出ない。

「お前だ。カメロデム、お前だよ。お前が、おねえたまのことを思ったから、いつも以上におねえたまのことを心配したから。だから、おねえたまも、お前のことを思って、無理をしたのだ。お前に心配をかけさせまいとしたのだ」

「……僕ぼくのために」

「二人で、空から回りをしていたのだ。……でも、それは全てわたしのせいだ。わたしが、おねえたまの目を奪うばったから。──それに」

　──それに。

　その言葉だけで、マナコちゃんが何を考えているのか分かった。マナコちゃんがまだ洗せん脳のうされていたとき、奪うばった十人の命の中に──いたのだ。マナコちゃんのお母さんが。

　ヒュン！　と銃じゆう声せいが鳴り、パンッ！　と仮面が弾はじけた。

　仮面が割れ、マナコちゃんの素す顔がおがさらけ出される。

　マナコちゃんは泣いていた。遅れて額ひたいから、血が伝う。

　そして、僕に向かって笑ってこう言った。

「報むくいだな」

　無数の銃声が鳴る。マナコちゃんはそれを体に浴び、川へと落ちた。見み捨すてられた川に。
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　工場から男が出てくる。右手には銃が握られていて、煙けむりを噴ふいている。

　男は、影に馴な染じんでいた。目を擦こすり、確認してしまいそうなほど。

　男がこちらに体を向け、右手をゆっくりと上げ、銃じゆう口こうを向ける。

　銃声が鳴り、銃じゆう弾だんが頰ほおをかすめる。僕は、そこで我われに返った。

　そして、踵きびすを返し、無む我が夢む中ちゆうで、みっともなく、僕は────逃げた。








【わたしの告白】






　人間は、死ぬように出来ている。

　レオナルド・ダ・ヴィンチが残した言葉だ。

　そうだ、レオナルド・ダ・ヴィンチだって、人を一人でも多く殺すための兵器を作ったり、戦争を優ゆう位いに進めるために地図を描かいたりした。

　わたしは、そんな風に自分に言い訳わけをして、それを作り始めた。

　初めは、映画で見聞きしたことをそのまま真ま似ねたりした。オレンジジュースで作れると聞けばそのとおりにした。だが、映画では──考えてみれば当たり前なのだが──誰だれかが真似たりしないように噓うそを言っていることが多かった。

　わたしは、それこそレオナルド・ダ・ヴィンチの時代まで遡さかのぼり、シンプルに三つの原料を配合するところから始めた。

　そうしていくつかのトライ＆エラーを繰くり返すうちに、徐じよ々じよにそれは一つの形になっていった。わたしが、元々手先が器用だったこともある。

　苦労し、初めて作ったそれは、わたしが思っていたよりも、ずっと小さな規き模ぼだったし、瞬またたく間ではあったが、確かな熱とポテンシャルを持っていた。足が震ふるえた。まさしくわたしは、火口の縁ふちに立っていたのだ。

　それは、わたしの心を具現化したものだった。とても複ふく雑ざつな形をしていたし、自分以外の誰かを困らせるものだし、誰かに見られてしまっては自分自身も困ってしまう。ある時間と、エネルギーが圧あつ縮しゆくされていて、ひどく不安定。そして、明確な悪意を秘ひめている。

　まさしく本当の自分だった。




　そして────彼は現れたのだ。




　まるで予言者のように、それを完成させた日に。

　まるで予言者のように、ゆったりとした笑みを浮かべて。

　まるで──ヨハネのように。
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　大木が僕ぼくを見下ろす。

　僕はしげ子さんの家の庭を歩いている。もうすぐユネスコによって保ほ護ごされるのではないかと思わせるほどの、古い大木が無数にそびえ立つ。庭、というか森。朝一番にやってきたのだが、大木がスクラムを組んでいるように重なり、陽ひの光を遮さえぎり、暗い。木たちも心なしか元気を失っているように見える。

　工場から逃げ出し、三日が経たった。世間ではゴールデンウィークに入っている。カレンダー上では、今日は平日にあたるが、多くの会社員は休みを取っているようだ。ここに来るまでの道のりで人とほとんどすれ違わなかった。

　僕は、自身に結ばれた赤い糸を道みち標しるべに森を歩く。

　あの日、家に帰るといきなり姉に怒ど鳴なられた。いつにもなく、姉の声は深刻だった。

　きっと、僕の電話を受け、嫌いやな予感を持ったのだろう。姉は言った。

「ねぇ、朝あさ生お。お願いだから、もう危ないことはやめて。警けい察さつが……わたしが……信じられないの？」

　違う。そうじゃない……そうじゃないんだ……。

　ようやく光が差し込む。だが、気が晴れることはない。

　焼け落ちた家が姿を現す。

　今のしげ子さんを丸ごと象かたどったようだ。──魂たましいの抜け殻がら。

「おはようしげ子さん、入るよ」

　聞こえているか分からないが、一応挨あい拶さつし、地下へと続く重い鉄の扉とびらを開き、階段を下る。

　あのあと、一度だけ、工場に行った。もちろん恐きよう怖ふはあったが、それ以上に、マナコちゃんのことが気になったからだ。

　だが、マナコちゃんが落ちた川には、何もなかった。欲望のスープのようなヘドロが滞たい留りゆうしていただけだ。工場の扉は開いたままになっていて、中は綺き麗れいさっぱり何もなくなっていた。『スカーレット』もマナコちゃんに切られた【カンジェロ】の部下たちも、彼らが流した血も、何もなかった。

　あの日の出来事が夢のように思えた。

　けれどやっぱり、現実にあれは起きたのだ。現に、僕が落としたお守りが道に落ちたままになっていた。拾い上げると、僕の靴くつの跡あとがついていた。

　これは全て現実だ。マナコちゃんもいないし、しげ子さんも……。

　地下室へと降おりる。

　見渡すと無数の部へ屋や。もう、何度も来たはずなのに、少しでも奥へ入ろうものなら、二度と戻ってこられないのではないかと思うほど複ふく雑ざつに入り組んでいる。

　僕ぼくはもう一度、自みずからの赤い糸を目で追う。糸はしげ子さんの寝室へと続く。

　──今日も。

　しげ子さんは、あれ以降、ずっとこの部へ屋やに閉じこもったままだ。

　僕は、大きく息を吐はき、部屋の前に行き、扉とびらをほんの少しだけ開く。

「おはよう、しげ子さん」

　中から、返答はない。

　寝ているわけではない。部屋の中央、地べたに糸が切れた人形のように座っている。

　いつ見てもずっとこの体勢だ。髪かみは、まとまりを失い、波打ち、ボサボサに、カサカサになっている。背を向けているので顔は見えない。服ふく装そうはあのときのまま、制服を着ている。

「しげ子さん、学校に行かないの？」

　しげ子さんから返答はない。

　僕は、なぜだか涙なみだがこみ上げてくる。壁かべにもたれ、ゆっくりと膝ひざを曲げ、床ゆかに座る。

　壁を挟はさんでいるし、距きよ離りもあるのだが、僕としげ子さんは背中をぴったりとくっつけあっているかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。コンクリートのひんやりとした感覚もしげ子さんの体温そのもののように感じる。

　僕は、しげ子さんに寄りかかりすぎていたのかもしれない。僕は、警けい察さつや姉を信じていなかったわけじゃない。

　──しげ子さんを信じすぎていたんだ。

　しげ子さんは、僕の重みに耐えきれず、倒れたのかもしれない。

「……少し前に知りあった人の話なんだけど──」

　僕の声は、地下室の壁を反はん響きようし、こだまし、誰だれに届くこともなく薄うすらぎ消えていく。

　それでも、僕は話し続ける。

「東とう京きようさんと役やく所しよさんって人なんだけど、裏社会の人、悪いことをしている人だよ。二人はさ、パートナーなんだ。性格は真逆なんだよ。東京さんは関西弁でよく喋しやべるし、役所さんはずっと黙だまってる。でも、お互いで補ほ完かんしあってるんだ。二人はとても恐おそろしい人たちだけど、そこだけは、なんていうか──好感が持てるんだ」

　工場でしげ子さんは、その場にへたりこんだ。僕に寄りかかることなく。

「──僕も、あれがいい。────しげ子さんを助けられる人になりたい」

　部屋の中で微かすかに空気が揺ゆらいだような気がした。

　けれどそれは、僕の願がん望ぼうだったのかもしれない。もう一度部屋を覗のぞいたが、しげ子さんは、写真のように、髪の毛一本の変化すらなくそこにいた。

　僕は、ゆっくりと立ち上がる。

「じゃあ、学校に行ってくるよ」

　やはり部屋から何も返答はない。僕は、一人で階段を上がる。
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　学校へと行くと、いやなざわめきがあった。

「おい、聞いたか。また爆ばく弾だん見つかったらしいぞ」

　いたるところでそんな声が聞こえてくる。テレビを見ていなかったので、そんな話は知らなかった。──爆弾が？

　席に着くと、いきなり虹にじ子こちゃんが駆かけ寄ってきた。

「ねぇ、次の連休に入ったら、三み玉たま利りさんの糸を──」

　僕ぼくは虹子ちゃんの言葉を途中で遮さえぎる。

「爆弾が見つかったって？」

「うん。ブランドショップの試着室の裏に仕掛けられていたんだって。前と同じ爆弾、圧あつ力りよく鍋なべに入っているやつ。でも、そのお店、閉店しちゃって、解体作業をしていたところだったの。それで偶ぐう然ぜん、その爆弾が爆ばく発はつする前に見つけることができたみたい。誰だれも犠ぎ牲せい者しやは出なかったんだって。一安心だよ」

　──いや、逆だ。僕は、心でそう呟つぶやいた。

　まだ何も終わっていないということだ。犯人はまだ殺意を持っているんだ。三玉利さんだってまだ狙ねらわれているかもしれない。

　クラスメイトの声が聞こえてくる。「怖こわいよな。もしかしたら、この学校も爆発するんじゃないの」「だったら中間テストの前にお願いします」どっと、笑い声があがる。

　目の前でおこなわれている会話なのに、ずっと遠くで聞こえた。

　虹子ちゃんが言ってくる。「ねぇ、ところで、しげちゃんは？」

　僕はいてもたってもいられなくなり、教室を飛び出した。

　担任と廊ろう下かですれ違う。「おい、楠くす見みどこ行くんだ！　授業始まるぞ」

　僕は、無視してそのまま廊下を駆かける。
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　息を切らし、辿たどり着いたのは、木もく目め様の前だった。空中庭園。

　──何をしているんだ僕は。何を、苛いら立だっているんだ。

　転校してきたときは、クラスに馴な染じもうと必死だったじゃないか。彼らは、不ふ謹きん慎しんなことを言っていたかもしれないが、それならしげ子さんのほうがずっと不謹慎なはずだ。

　ポケットから携けい帯たい電話を取り出し、テレビを見る。

　ニュースキャスターが、爆弾が見つかったことを伝えている。

　爆弾が見つかった店は、僕にとっては初めて聞く店だったが、サイのロゴに紫むらさきがイメージカラーの有名なブランドショップのようだった。

「先せん輩ぱい！」

　振ふり返ると、三み玉たま利りさんが立っていた。僕ぼくは、慌あわてて携けい帯たい電話をポケットにしまう。

「……三玉利さん、授業は？」

「さっきまで、警けい察さつに色々と聞かれていたんですよ。爆ばく弾だんがまた見つかったでしょ。あの爆弾が見つかった服屋に行く予定があったのか？　って」

「あったの？」

「いえ、あのブランドはわたしの趣しゆ味みじゃないですよ。それよりも先輩こそ、こんなところでどうしたんですか？」

「いやぁ……」と僕は言葉を濁にごす。

　三玉利さんはそんな僕の顔を見て、笑い、木もく目め様に近づいた。

　そしてポケットから手紙を取り出し、枝に挟はさむ。よく見ると、以前来たときよりも、枝に挟まっている手紙が増えている。

「今回は湿しつ布ぷと間ま違ちがっていませんよ」

　そう言ってまた笑う。

「何か願い事があるの？」

「はい。死なないようにお願いしました」

「……いや、木目様は、その人の魂たましいと引き換かえに願い事を叶かなえてくれるらしいよ」

「えっ、そうなんですか！　じゃあ、木目様困っちゃいますかね」

　三玉利さんは、また笑う。そして、低い声を作り、「水みな萌もちゃん、これじゃあパラドックスだ」と木目様になりきる。で、また笑う。が、すぐにその笑顔は消える。

「……ママが、仕事クビになっちゃったんです。お店で、酔よった客にわたしのことを馬ば鹿かにされて、頭に血が上のぼって、コップに入っていたお酒を顔にかけちゃったんです……」

　以前、三玉利さんが母のことで帰ったのは、それでだったのか。

「わたし、この学校やめなきゃいけないかもしれません」

　しげ子さんの顔がふと頭に浮かんだ。確かにしげ子さんは不ふ謹きん慎しんかもしれない。でも、それ以上に彼女は責任を果たしていた。

「……そんなことはさせない」

「えっ？」

「……そんなことはさせないよ」

　僕は両方の拳こぶしを強く握り、真正面から三玉利さんと向き合い、もう一度言う。

「そんなことはさせない。僕が、犯人を捕つかまえるよ」
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　生物実験室にやってきた。室内は、ひっそり静まり返っている。

　壁かべには、しげ子さんが残したメモが大量に残されている。マナコちゃんが貼はった絵、そして『失しつ踪そうコンテスト』のチラシもある。

　締しめ切りは、明日だ。思わず奥歯を嚙かみ締めてしまう。

　しげ子さんもマナコちゃんも、もういない。──三み玉たま利りさんだっていなくなるかもしれない。

　やるしかない。僕ぼくが事件を解決するんだ。

　僕は、腹から息を大きく吐はき、部へ屋やをぐるりと見渡す。もう一度、メモを一つずつ丁てい寧ねいに見ていく。

　そして、黒板の空あいているスペースに、思いついた疑問を書き出していく。





　疑問１　どうやってあのデパートに六人を集めたのか？






　これが今回の事件の一番の謎なぞだろう。警けい察さつにも、しげ子さんにすら解とけていない謎。

　なんの繫つながりもない老ろう若にやく男なん女によ六人を、いかにしてあのデパートに集めたのか？

　そして、次に疑問に思うのは、やはり三玉利さんのことだ。





　疑問２　どうして三玉利さんは被害を免まぬがれたのか？






　どういったパターンが考えられるだろう。疑問２の隣となりに書き出していく。





　ａ　三玉利さんは、あそこにおびき出すはずだったが犯人がミスをした。

　ｂ　元々あそこでは三玉利さんを殺すつもりはなかった。






　ａだった場合、その謎は疑問１に直結することになる。だから、ひとまず置いておこう。

　ｂだった場合はどうだろう。殺すつもりがなかったのだとしたら、それはどうしてだ？

　これから殺すつもりなのか？　それともこの状じよう況きようが望ましいのか？

　ここで疑問３だ。





　疑問３　犯人の動機は？






　これが全く見えない。しげ子さんいわく、顔が見えない、だ。警察が調べたところによれば、七人に共通の知人もいないし、恨うらみをかうようなこともしていないという。しげ子さんが言っていた爆ばく弾だんの件も気にかかる。犯人は、殺害予告をした七人だけを殺すつもりだったのか？　無差別に殺そうとしていたのか？

　そして、次なる疑問。【カンジェロ】のリーダーが犯人でないのだとしたら──。





　疑問４　どうして、六人は糸で結ばれていなかったのか？






　六人は、爆ばく弾だんによって殺された。ということは、六人は糸で結ばれていなければいけないはずだ。しかし、テレビで見た映像の中の六人には糸は見えなかった。もちろん、画質が粗あらかったので、糸が映らなかった可か能のう性せいはある。でもそうではなく、糸は結ばれていたが、僕の目には見えなかったとしたらどうだろう。

　考えられるのは、カンジェロのリーダーのように、犯人が左手を失っているパターンだ。

　と、するならば──。

　僕ぼくは、九く場ば隼はや人とさんの写真を見る。僕の目には、確かに九場さんの左手の小指に結びつけられた糸が見える。ある時期まで、犯人に左手があったのだとしたら、納なつ得とくがいく。

　──待てよ。

　九場隼人さんの糸が、いつ見えなくなったのか。それが分かれば、犯人の手掛かりになるのではないか？

　映像の中の九場さんは、金きん髪ぱつにしていた。この写真の九場さんは黒くろ髪かみだ。

　僕は、携けい帯たい電話を取り出し、試しに『九場隼人』と検けん索さくをかけてみる。

　九場隼人さんは、バンドを組んでいて、ボーカルだったようだ。もちろんプロでないようだが、ホームページまで作っていた。僕は、そのホームページを開き、『ＬＩＶＥ』と書かれたページをタッチする。

　思ったとおり、これまでに開かれたライブの写真が載のっている。一番近いものから遡さかのぼる。九場さんはボーカルだったため、必ず写真の中央に写っている。しかも都つ合ごうのいいことに、マイクを握り締しめているので、左手がしっかりと写っている。

　最近のものでは、左手の小指には、糸が映っていない。やがてスクロールする指が止まる。

「──糸だ」

　両手でスタンドマイクを握る九場さんの左手の小指には、しっかりと糸が見える。

　日付を見る。去年の四月だ。今からちょうど一年前。

　さらに、その前のものをもう一度見る。糸はやはりない。日付は、去年の六月となっている。

　──これは大きな手掛かりだ。

　つまり、去年の四月から六月の間に、少なくとも左手の小指、もしかすると左腕全体を失った人物を見つけることが出来れば、犯人に辿たどり着くのではないか。

　僕は、そのまま手に持つ携帯電話で姉を呼び出す。

『はい』

「ちょっと、調べてほしいことがあるんだけど」

『何？』

「去年の四月から六月に、左手の小指、もしかすると左手か──左腕全部かもしれない──とにかく左手を怪け我がして、欠けつ損そんした人がいないか、病院で調べてもらえないかな」

『はっ？　なんでよ』

「……それは……理由はうまく説明できないんだけど、その人が今回の殺害予告事件の犯人かもしれないんだ」

『あんた、また──』

「違うよ」と僕ぼくは遮さえぎり、押し切る。「むちゃしようとしているんじゃない。姉ちゃんを信じているからこそ頼たのんでいるんだ。お願いだから──」

　電話の向こうで沈ちん黙もくがある。車のエンジン音が聞こえる。学校のそばにいるのかもしれない。

『まだ予定日までは、一ヶ月以上もある。でもね、可か能のう性せいでいえば、今日産まれてきたっておかしくないのよ。もう、そういう時期なの。それが、どういう意味だか分かる？　わたしがあなたを守ってあげたくても、守ってあげられないかもしれないの』

「分かっている、分かっているよ。でも、姉ちゃんだって言ってたじゃないか。三み玉たま利りさんを守ってあげてくれって」

　向こうから、姉の大きなため息が聞こえる。わざと僕に聞かせようとしているみたいな。

『……分かったわ。調べてあげる。そのかわり、なんかあったらすぐに知らせなさいよ』

「ありがとう」

　そう言って、電話を切る。

　よし。小さいが、一歩だけ前に進んだ気がする。僕は、もう一度大きく息を吐はき、考察に戻る。これで、糸の謎なぞは解とけるかもしれないが、やはりここで引っ掛かるのは、三玉利さんだ。





　疑問５　三玉利さんは誰だれと結ばれているのか？






　三玉利さんは糸で誰かと結ばれている。僕にはそれが見える。ということは、少なくとも、六人を殺した人間と三玉利さんと結ばれている人間とは別人ということになる。三玉利さんに結ばれている赤い糸は、今回の事件とは全く無関係ということも考えられる。

　今回の事件となんらかの関わりがあるとすれば、どうなる？

　僕は、三玉利さんの写真をじっと見つめながら、考える。




　────犯人は二人いる？




　鳥とり肌はだが立つ。この考えは、悪くないんじゃないか……。答えに近づいているような気がする。例えば、爆ばく弾だんを仕掛けた人物に、手下のような人間が一人いて、その人物と三玉利さんとが結ばれているとしたら？

　いや。なんだかしっくりこない。どうして、三み玉たま利りさんだけ手下に殺されなければいけないんだ。やっぱり、三玉利さんに結ばれている糸と今回の事件とは、なんの関係性もないのだろうか？　それはそれで腑ふに落ちない。三玉利さんは、殺害予告を受けているのだ。それとは無関係とは到とう底てい思えない。

　──なんだか、頭がこんがらがってきた。

　僕ぼくにはやっぱり荷が重いのか、と弱音を吐はきそうになるが、すぐにもう一人の僕が、諦あきらめるなと戒いましめる。

　────しげ子さんならば。

『わたくしならば』としげ子さんの声が頭の中で鳴る。そうだ。しげ子さんは、よくそう口にしていた。

　──僕が犯人ならば……。




「糸？」




　思わず口に出していた。

　────犯人に糸が見えていたとしたら？　自みずからの左手の小指に、赤い糸が結ばれていることを知っていたとしたら？

　僕は、自分に結ばれていた赤い糸を追った。そして、しげ子さんと出会った。同じように犯人もそうしたのではないか。

　そして知ったのだ。────自分が誰を殺すのか？

　それを殺害予告として書き込んだ？

　いや待て、それでは三玉利さんはどうなる。僕は、高鳴る鼓こ動どうを抑おさえるように、自らに問いかける。

　……『ファーゴ』。

　しげ子さんとの会話が蘇よみがえる。オープニングで、『これは、現実にあったことです』と書かれれば、信じてしまう。それも含ふくめて演出だとは思わずに。『七人を殺します』と書けば、全て同じ目的だと思ってしまう。

　三玉利さんだけ、別の意図があったとしたら？

　犯人に糸が見えているのだとしたら、自分以外の糸も見えることになる。例えば、自分に近い人間に糸が結ばれていることを知り、その糸を追ったところで、三玉利さんに出会った可か能のう性せいはある。三玉利さんと結ばれている人間が、犯人にとって大事な人だったとしたら、三玉利さんに憎にくしみを抱いだき、精神的に追い詰つめるために、殺害予告に三玉利さんの名を加えるかもしれない。

　──突とつ飛ぴだろうか？

　けれど、そう考えれば、僕ぼくが書き出した全ての疑問に答えることが出来る。

　警けい察さつやしげ子さんが、『疑問１』の謎なぞを解とけなかったのにも頷うなずける。赤い糸の存在を知っていなければ解けない謎だからだ。

　僕は、もう一度深く息を吐はき、落ち着かせる。全ては、まだ仮説だ。と自分に言い聞かせる。

　でもこれではっきりした。僕は、三み玉たま利りさんの糸を追わなければいけない。
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　色々と準備が必要だ。

　僕は、休み時間まで待ち、虹にじ子こちゃんを美術室に呼び出した。

「ねぇ、朝あさ生お君。わたしをこんなところに呼び出して、つり橋効果を狙ねらっているの？」

「えっ、どういうこと？」

「だって、ここは女の子の幽ゆう霊れいが出るって有名じゃないか。わたしをドキドキさせて、朝生君を好きにさせようとしているんでしょ」

「い、いや……」

　これから虹子ちゃんにしなければいけない頼たのみ事のことを考えたら、思わず口くち籠ごもってしまう。

「冗じよう談だんだよ。──糸を追うんでしょ」

　言い当てられ僕は驚おどろく。「……どうして？」

「そりゃ分かるよ。更さらに言っちゃうと、しげ子さんに何かあったんでしょ。教室を飛び出して言っちゃうほどの何かが。朝生君が、大事な決断をするときにはいつだって、しげ子さんに何かがあったときだもん」

　全くその通りだから、僕は何も言えない。

「……わたしがあれだけ糸を追おうって言っても言葉を濁にごしたのに」

　虹子ちゃんは、心の呟つぶやきをわざと僕に聞かせるようにそう言った。

「……ごめん」

「冗談だってば。で、何をすればいいの」

　そう言って、からっとした笑顔を僕に向ける。

「これから、三玉利さんを連れて、三玉利さんの糸を追うと思うんだ」

「どうして、三玉利さんを連れていくの？」

「虹子ちゃんが言ってたでしょ、結ばれている人は遠くにいるかもしれないって」

「南なん極きよくにいるかもしれない」

「うん。だから、糸を見失わないように、三玉利さんを横に連れていこうと思って。本当に南極にいれば、辿たどり着けないだろうけど、行けるところまで行ってみようかなって」

「おっ、それは名案だね。で、わたしもそれを手伝えばいいの」

　虹子ちゃんは、少し興こう奮ふん気味に、体を近づけてくる。

「いや、本当に申し訳わけないんだけど、虹にじ子こちゃんには、ここで一ひと芝しば居いしてほしいんだ」

「一芝居？」

「うん、多分、というか絶対、三み玉たま利りさんがいなくなったら、警けい察さつが騒さわぎ出すと思うから、そしたらここで三玉利さんが、立て籠こもっているってことにしてほしんだ。虹子ちゃん、教室の鍵かぎ手に入るでしょ。それで、外側から美術室の扉とびらを閉めてさ」

　美術室を選んだのは、廊ろう下か側に小窓がないからだ。

「いいけど、それじゃ面おも白しろくないな」

「面白くない？」

「うん。どうせなら、わたしがこの教室に立て籠もるよ。三玉利さんと一いつ緒しよに立て籠もっているってことにしてさ」

　騒ぎが大きくなるだけじゃないのか、と思うが、頼たのんでいる手前何も言えない。

「そうすれば、表情が見られることもなくて、噓うそを見抜かれにくいでしょ。三玉利さんがそばにいるけど、話したくないって言ってます、とかなんとか言って。誰だれもいない教室に向かって、呼びかけるよりは、よっぽどいいじゃん」

　確かに一いち理りある。

「それに、授業だってさぼれるし」

　そう言って、虹子ちゃんは舌を出して見せる。

「じゃあ、それでお願いするよ」

　虹子ちゃんは、自分の胸を力強く叩たたく。

「任せておきなさい」

　そして僕を指さす。「少年よ希望を抱いだけ」
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「なんだか、思い出しますね」

　三玉利さんは笑顔でそう言った。僕ぼくと三玉利さんは、焼しよう却きやく炉ろの前にいる。

「準備はいい？」

「はい！」と隣となりに立つ三玉利さんが笑顔で頷うなずく。

　僕は、焼却炉の扉を開く。ギギギと錆さびた音がする。重い。そこには、穴が空あいていた。

　マナコちゃんが言っていた。この焼却炉に、秘密の通路を掘った、と。

　子どもが、ままごと感覚で掘ったような規き模ぼではなく、囚しゆう人じんが脱だつ獄ごくするために掘ったような本格的な地下通路になっていた。

　僕たちは、土まみれになりながら、狭せまい穴を這はいながら、その秘ひ密みつの通路を行く。

　穴は、学校の近くの裏山に繫つながっていた。ちょうど、落書きされた塀へいがあるあたりだ。周囲を見渡すと、遠くには、姉が乗るパトカーが見えた。心苦しさがある。姉には、何かあったら言う約束だったのに、またしても噓うそをつくことになる。でも仕方ない。糸を辿たどるにはこれしかないのだ。三み玉たま利りさんには、犯人が分かるかもしれないからついて来てほしい、とだけ言った。三玉利さんは、何も言わず笑顔で頷うなずいてくれた。

　裏山を抜け、待ち合わせをしている人物の元へ行く。近くの公園で彼女は待っていた。

「楠くす見みさん、わたしには信じられませんよ。もう一度確認していいですか？」

　と尋たずねてくる。円えん上じよう真ま智ちだ。

「いや、ごめん。急ぐんだ」

「でもこれ──」と円上真智は、僕ぼくが頼たのんで持ってきてもらったものを見ながら言う。「マウンテンバイクですよ」

　そう、マウンテンバイク。歩いて糸を追ったのではらちがあかないので、円上真智に頼んだのだ。サドルの後ろに荷台をつけてもらったとはいえ、この自転車は、長時間二人乗りするには適していない。

「むちゃしますね」

　僕は、三玉利さんを荷台に座らせ、ハンドルを握り、ペダルに足を置く。

「ねぇ、ありがとう。本当に」

　円上真智に向かって言う。

「いいですよ、楠見さんにはお世話になりましたし。──でも、何度も言いますけど、それ、マウンテンバイクですから」
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　忠告を素直に聞いておけばよかった。

　額ひたいに汗あせを滲にじませながら、僕は後こう悔かいする。息を乱れさせ、必死で目の前の糸を追う。

　もうすでに、一時間は走らせただろうか、糸の終着はまるで見えない。

「先せん輩ぱい！　気持ちいいですねっ！」

　三玉利さんは、風を浴あび、本当に幸せそうだ。

「……う、うん」

「ねぇ、思い出しません？　映画を見に行ったときのこと」

　そう言われればと記き憶おくが蘇よみがえる。漕こぐのに必死で、意識が若じやつ干かん朦もう朧ろうとしているので、走そう馬ま灯とうのように思い出す。

「──ケンはペンより強いか、だよね」

　僕と三玉利さんは一度、映画を見に行ったことがある。ちょうど、今のように自転車に乗って、近くの映画館まで行ったのだ。

　日本人のアクション俳はい優ゆうケン・サカノウエが、ハリウッドに進出して、アメリカ人のアクション俳優サム・ペンと共演することで話題となった作品だ。そのキャッチコピーが、『ケンはペンより強いか』だった。

「あの映画のタイトルなんでしたっけ？」

「……なんだったっけ？」

　どういうわけか、キャッチコピーはすんなり出てきたのに、タイトルは出てこない。

「……あれ、本当に思い出せませんね。大事な思い出なのにな」三み玉たま利りさんは、僕ぼくの背中に向かって続けた。「──思い出も七十五日なんですかね」

　その言葉は、僕の心を夕日の光が反射する河か原わらへと運んだ。隣となりにしげ子さんがいて、僕はマナコちゃんを背せ負おっている。

「──あれ？　先せん輩ぱい。今、部長のこと思い出してましたね」

「えっ」図星すぎて言葉を失う。

「背中に、哀あい愁しゆうが漂ってましたよ。罪つみな人ですね、後ろに女の子を乗せておきながら」

「……ごめん」僕はわけもなく謝あやまる。

「噓うそですよ！　……先輩、よければ、部長との思い出を聞かせてもらえませんか？」

　僕は、そこからしげ子さんとの思い出を、三玉利さんに聞かせた。

　息を切らしていたはずなのに、不ふ思し議ぎと流りゆう暢ちように次から次へと、エピソードが口から溢あふれ出た。

　孤こ独どく死ししてしまった老人の墓はかに、そこに参れば幸せになるという噂うわさを作り、行列を作った話。元殺人犯が握る寿す司し屋やさんに行った話。死人に唾つばを吐はく習しゆう慣かんがあるアフリカの部族の映像を延えん々えんと見させられた話。伝でん書しよ鳩ばとに呪のろいの手紙をくくりつけ解とき放った話。

　しげ子さんの思い出は、途と切ぎれることがなかった。




　三時間ほど走った。さすがに体力の限界に来て、休きゆう憩けいをとる。

　時刻は、二時を過ぎたところだ。コンビニで、炭たん酸さんジュースを二本買い、一本を三玉利さんに渡す。三玉利さんは、しっかりドジっ子としての本ほん領りようを発はつ揮きし、プルトップを開けた瞬しゆん間かんに、ジュースを浴あび、びしょびしょになる。

　虹にじ子こちゃんからメールが入っていた。

『まだ警けい察さつの人たちには気づかれていないみたいだよ。わたしは、コンクールに出すための絵を描かいてます』

　その文と一いつ緒しよに、虹子ちゃんが描いたであろう絵が添てん付ぷされていた。必死で、その絵に込められたメッセージを読みとろうとしてみたが、僕にはあまりに前ぜん衛えい的てきすぎた。

「先輩！」

　三玉利さんに呼びかけられ視線を戻す。大きな目でじっとこちらを見つめていた。

「どうしたの？」

「先輩は聞いてくれないんですか？　わたしの話。前に話したでしょ。先輩以外にも恋をしたことあるって。先輩は気にならないんですか？　わたし、先輩には噓をつかないって約やく束そくしたでしょ。だから、噓うそ発見機なんてなくたって、聞かれたらなんでも正直に答えますよ」

　三み玉たま利りさんは、笑顔でそう言った。少しむきになって、僕ぼくに催さい促そくしているように見えた。

　正直言って、それは聞きたいような聞きたくないような、とてもデリケートな質問だった。けれど、催促されている以上聞かないわけにはいかなかった。

「……恋したの？」と、僕は恐おそる恐る尋たずねる。

「えぇ、先せん輩ぱいが引っ越こした後すぐに。年上で落ち着いた人でした。もちろんイケメンですよ。わたしは、イケメンしか好きにならないんです」

「そう」

　僕の引っ越し後すぐに恋をしたという事実と、僕も三玉利さんにとってはイケメンだったのだろうかという疑問とで、僕の頭はひどく混こん乱らんする。

　そして、どうして三玉利さんは急にこんな話を始めたのだろうか、と思う。

「わたし、先輩がいなくなったあと、父のことで色々とあって、お父さんのことは──」

　僕は、遮さえぎった。「姉から聞いてる」

「そうですか……。わたし、誰だれでもよかったんだと思います。誰かに頼たよりたかったんですよ。その人は、そんなわたしのことを何から何まで分かっていたんですよ。その人にとって、わたしは子どもだったんですね。わたしが思いを出しつくした頃ころを見み計はからって、もう一人でも大だい丈じよう夫ぶだと思えるときを見計らって、わたしの元を去っていきました。その人が、最後にこう言ったんですよ。『本当に幸せになりたかったら、初恋の人に会いに行ったほうがいい』って」

　三玉利さんは、じっと僕を見た。三玉利さんは明らかに僕の言葉を求めていた。

　それでも、僕は何も言えなかった。何を言っていいか分からなかったし、何かを言えば三玉利さんを傷つけるような気がしたからだ。

　でも、その沈ちん黙もくは、彼女を十分に傷つけていた。僕はそれに気づき、何か言おうかと考えたが、やっぱり、思い留とどまり、沈黙を守ることにした。

　三玉利さんは、僕から目を逸そらし、一度うつむき、力強く顔を上げると、これまでの話が全て噓であったかのように笑顔を作り、言った。

「じゃあ、そろそろ行きましょうか」

　僕はようやく、「うん」と発した。

　そこから再び自転車で一時間ほど走らせた。

　潮しおの匂いがし始めた。








【わたしの告白】






　彼と出会ったのは、家の近くにある公園だった。

　わたしは、公園に行く習しゆう慣かんなんてなかった。避さけていたわけではなく、公園はわたしにとってなんの役割もはたさない場所だったからだ。公園にしたって、わたしになんの役割も求めていないだろう。

　けれどわたしはそのとき、公園にいた。昼下がりの公園に。

　見ておきたかったのだ。わたしの苦しみを知らずに生きている人たちを。幸せそうにしている人たちを。元気に遊ぶ子どもを、あるいはそれを優やさしく見守る母親を。会社をさぼっているサラリーマンでもよかったし、そこに住みついた住所不定の人間でもよかった。とにかく、誰だれでもよかったのだ。とにかく、わたしは見ておきたかったのだ。

　──これからわたしに殺されるかもしれない人たちを。

　わたしは、ベンチに一人座り、眺め、存ぞん分ぶんにその気分に浸ひたった。

　どれぐらいそこにいたのだろうか？　気づくと公園にはわたし以外誰もいなくなっていた。いや、いたかもしれない。彼との出会いがあまりに衝しよう撃げき的てきだったから、わたしの脳が勝手にそういった世界を作り出しただけかもしれない。とにかく、わたしの世界では、わたし以外誰もいなかった。

　何かを暗示するように、二つあるブランコの片方だけが揺ゆれていた。

　突とつ然ぜん、目の前が暗くなった。彼がわたしの前に立ち、陽ひの光を遮さえぎっていたのだ。

　逆光になっていて、顔の全体像は分からない。しかし、笑顔であることは分かった。口が大きく歪ゆがめられていた。丁てい寧ねいに磨みがかれていることが分かる白い歯が見えた。

　わたしはすぐに気づいた。この人は、わたしと同じだ。噓うそのように貼はりついた笑顔。

　そして、彼も本当のわたしに気づいた。彼の第一声。

「誰かを殺したいんですか」だった。

　わたしの耳には、はっきりとボロボロと崩くずれる音が聞こえた。わたしと他人の間にある大きな岩が崩れる音だ。

　ようやくだ。ようやく現れたのだ。孤こ島とうに辿たどり着いた者が。

　わたしは、彼に何もかもぶちまけた。

　彼は、歳としは少し離はなれていたが、それ以外は、わたしの理想の人だった。白馬の王子様だ。初恋の思い出が馬ば鹿か馬鹿しく思えるほどだった。どうしてわたしはあんな男に恋をしたんだ、そう思わせるほど彼は完かん璧ぺきだった。

　彼は、言った。「形にしたものを、家に置いておくのはもったいないよ。それでは本当の表現にはならないだろ────使おうよ」

　彼は、その言葉には不ふ釣つりあいな、さわやかな笑みを浮かべていた。
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　予感がする。

　何度も糸を追ったことがあると、経験上ゴールが近いかどうか分かる。糸が細い路ろ地じを指し示すようになれば、それは一つのサインとなる。

　ここは、海に近いのだろう。どこからか潮しおの匂いがする。

　僕ぼくたちは、自転車を降おり、わざと歩を遅め、慎しん重ちように糸を辿たどる。

　そして遂ついに────糸が僕たちの目的地を示した。

　海沿ぞいに建てられた小さな平屋の一いつ軒けん家や。三み玉たま利りさんに結ばれた糸は、そちらに向かって伸びていく。

　──あの家に、いるのだ。

　そう考えると、全身に力が入り強こわ張ばる。結ばれている相手は、糸が見える人間かもしれない。

「三玉利さん、君はここで待ってて」

「何言ってるんですか、先せん輩ぱいっ！」

「お願いだから！」僕はあえて強い口調で言う。

　三玉利さんは、僕の顔を見て、深刻な顔に変わった。きっと今、僕がしている顔なんだろう。納なつ得とくはしていないようだったが、僕の勢いに押されたのか、こくりと頷うなずいた。

　僕は、三玉利さんを残し、糸が向かう家へと歩き始める。

　道の隙すき間まから海が見える。港というよりかは海岸だ。けれど、ひっそりとしている。五月だからだろうか。いや、きっとそうじゃない。ここは、そういう場所なんだ。

　波の静かな音が聞こえる。

　庭が見えてくる。花が自由に咲さき、草も生おい茂しげっている。荒れ果てているわけではなく、人じん為い的てきにそうしているのだ。小さな草原だ。

　その中央で、立りつ派ぱな木の椅い子すに座る一人の女性がいる。こちらには背を向けている。

　糸は──彼女と繫つながっていた。

　僕は一つ唾つばを飲み、改めてじっくりと彼女を見る。こちらに背を向けているため、僕の存在には気づいていない。綺き麗れいな白はく髪はつが肩まで伸びている。足の上には、二つに折られた毛布がかかっている。老ろう婆ばかと思ったが、肌はだの質感や背せ筋すじの伸び具合を見ると、若いのかもしれない。感覚としては、五十代そこそこだろうか。

　勝手に若い男を想像していた僕は、少々面食らった。──この人が爆ばく弾だん魔ま？

　表ひよう札さつを見る。名前はない。それをはめ込むための窪くぼみはあるのに、そこには何もない。

　どうするべきだろう？

　姉に電話をするか？　いや、まだ何も確認できていない。

　仕方ない。とにかく声をかけてみるしかなさそうだ。僕ぼくは意を決し、彼女に呼びかけた。

「……すいません」

　とても長い間があった。僕ぼくは見たこともないボードゲームに挑戦しているみたいに、向こうの出方をじっくりと待った。

「──わたしに呼びかけたんですか？」

　女性は、体勢を変えず、こちらに背を向けたままそう言った。

　──ん？

　なんだろうか、彼女は少し──変だ。

　僕が今抱いだいている違い和わ感かんの正体は分からないが、とにかく彼女は、変だ。でも、警けい戒かい心しんを与える類たぐいのものではない。声も随ずい分ぶん穏おだやかだ。

「……あの──」

　僕は次の言葉を用意していないことに気づいた。何を言えばいいんだろう。あなたが殺害予告を書き込んだのですか？　とはとても聞けない。

　と、彼女のほうが、僕に話しかけてくる。

「声がよく聞こえないので、よければ門を開け、こちらに来て頂けませんか？」

　またしても背を向けたまま言う。

　やっぱり何かがおかしい。改めて身み構がまえる。そして想像した。中に入り、彼女の前に立つと、彼女は銃じゆうを構えている。ドン！　と撃うたれ、僕は……。

　──いや、考えすぎか。

　ここまで来たからには、彼女と対話するしか、打だ開かい策さくはない。それに彼女には、敵てき意いのようなものがまるでない。

「すいません、それではお邪じや魔まします」

　そう言って、玄げん関かんの鉄てつ扉ぴを開き、小さな草原を歩く。歩くたびに、草がズボンをすり抜け、僕の足をチクチクとつつく。ゆっくりと回り込み、彼女の正面へと向かう。

　朝日が地平線から姿を現すみたいに、少しずつ彼女の顔が見えてくる。耳から顎あごのライン、そして頰ほお──。その白はく髪はつから受ける印象とは違い、彼女の肌はだはとても若々しい。もしかすると、僕の見立てよりももう少し若いかもしれない。

　綺き麗れいに通った鼻はな筋すじが見えてくる。鼻筋だけではない、顔全体のバランスがいい。とても美しい人だ。

　僕は彼女の正面に立つ。そして、気づいた。──これは、どういうことなんだ？

　両目がピッタリと閉じている。そして、右手には、白い杖つえ。

　彼女は──目が見えていなかった。

　僕が先さき程ほどから抱いていた違和感はこれだったんだ。彼女は、目を閉じたまま、顔だけをこちらに向けた。

「どちらさまでしょうか？」

　その声は僕ぼくの動どう揺ようを見み透すかすように、落ち着いていた。まるで両手を優やさしく握られているかのように、穏おだやかで、僕の警けい戒かいを解とこうとしていた。

「あの僕は……楠くす見み朝あさ生おといいます」

「楠見、朝生さん」

「はい」

「声が若いわね」

「十六歳さい。高校二年生です」

「会うのは、初めてよね」

「はい」

　この人、もしかしたら……。

　微かすかに手が震ふるえはじめる。一つの可か能のう性せいだ。だが、考えれば考えるほど、それは確信に変わろうとしている。

「……あの、とても失礼なことをお聞きしますが……その目……どうされたんですか？」

　僕の声に何かを感じ取ったのだろうか、穏やかだった彼女の顔が微かすかに歪ゆがんだ。眉み間けんにわずかな皺しわが浮かぶ。彼女は、一いつ拍ぱく置いてから言う。

「──見たくないものがあったの」

　僕はその言葉で、確信した。見たくないものがあった。それはつまり、自分で目を潰つぶしたということだ。

　震えは体全体に及およんでいる。心しん臓ぞうが高鳴る。頭から下は、自分のものではないみたいだ。

　でも、僕は聞かなければいけない。




「──あなたですね。────楽らくに血を入れたのは」




　彼女は目を閉じたまま、顎あごをこちらに向けた。驚おどろいているのだと分かる。

　──この人こそ、楽が魔ま女じよのような人と呼んでいた女性だ。

「……楠見、朝生さん……でしたね。あなたも入れられたのね。彼に」

「はい」

「わたしは、静しずと言います。確かに、わたしが、彼に、水みず木き楽に血を入れました。彼に赤い糸が見えるようにしたんです」

　彼女の──静さんの──言葉を聞いた瞬しゆん間かんに、頭の中に記き憶おくが溢あふれ出した。これまでに死んでいった人たちの。そして気づけば怒ど鳴なっていた。

「どうして！　どうしてっ!!」

　静さんは、何も言わず、とても悲しそうな顔をした。

　僕は、記憶の氾はん濫らんが収まるのを待って、大きく息を吐はき、続けた。

「……どうして、楽らくに、血を入れたんですか？」

　静しずさんは、すでに閉じてある瞼まぶたをさらに強く意識的に閉じ、ゆっくりと口を開いた。

「ある人物の糸を追っていたの。辿たどった先に彼がいた。水みず木き楽。彼は、十歳さいだった。わたしは、彼を見て驚おどろいた。彼には、たくさんの糸があったの。二十四本。彼には、二十四本もの糸があったの。初めは遠くから彼を観かん察さつした。彼は、たくさんの糸が結ばれているとは思えないほど、心優やさしく、利口な子どもだった」

　静さんの言葉が途と切ぎれる。実際に、当時の楽を思い浮かべているようだった。

　僕ぼくは十歳の楽を思い浮かべた。けれどうまく頭の中で形作ることは出来なかった。

　再び静さんが語り始める。

「わたしは、あのとき、糸を断ち切る方法を必死で見つけようとしていた。そうしなければいけない理由があったの」

「理由？」

「──わたしには息子がいるの。この力は、血によって引き継つがれる。それは、つまり息子にも見えるということなの」

　僕は、姉の大きく膨ふくらんだお腹を想像した。やっぱり、産まれてくる子どもには──糸が見えるんだ。

「それに息子には、糸があった。彼よりも──水木楽よりも──たくさんの糸が。正確には数えられなかった。それほどたくさんの糸だったの」

「もしかして、さっき言っていた『ある人物の糸』って」

「そう、彼は、わたしの息子と結ばれていたの。息子に結ばれていた無数の糸のうちの一本を無む作さく為いに選んで、追ってみたら彼がいたの。なんの巡めぐりあわせか、同じ歳だった。そして、彼にもたくさんの糸があった」

　僕は、唾つばを一つ飲む。

「わたしは、息子のために、どうしても糸を断ち切る方法を見つける必要があったの。少しでもその可か能のう性せいを上げたかった。──彼ならば、それが出来ると思ったの」

「でもそんなことをしたら、楽に知られるじゃないですか。息子さんと結ばれていることを」

「わたしは、息子のためならどんなことだってしたの。────そのためには、とても恐おそろしいことだってした」

「とても恐ろしいことだってした」僕は機き械かい的てきに繰くり返した。

「えぇ。おかしかったの。普通じゃなかったの。──狂っていたのよ、わたし」

　具体的に何をしたのかは、言わなかった。静さんは、少し感情的になっていた。自分でもそれに気づいたのだろう。少し間を開け、落ち着くのを待ち、続けた。

「わたしは──何もかも間ま違ちがっていた」

　静さんは、そう言って口を閉じた。僕の見解を必要としていなかった。それはもうすでに、起こってしまったことであり、どうすることも出来ないことなのだ、と。

　それでも、僕ぼくは、この会話を終えるわけにはいかなかった。どうしても、聞いておかなければいけないことがある。

「それで……あったんですか？　糸を断ち切る方法。糸の運命を変える方法は」

　静しずさんは、ゆっくりと首を振ふった。レースのカーテンが風で揺ゆられるみたいに。

「なかった。ううん、違うわね、見つけられなかったというほうが正しい。でもね──いや、やめましょう」

「いいです！　……続けてください」

「あなたには、希望を失ってほしくない。これは本当よ、心から願ってる。でもね……でも、ないわ。糸を断ち切る方法なんてない。あれはね、そういうのじゃないのよ。誰だれかが誰かを殺すのを止めるためにあるんじゃない。どちらを生かす──」

「それは──」僕は、自分から話させておいて、最後の言葉を遮さえぎった。それを聞けば、全てが壊こわれてしまうような気がしたからだ。

「それは、あなたの考えでしょ。僕は絶対見つけてみせる。あるはずなんだ！　そんなはずないんだ！　だってそうでしょ、そうじゃなきゃ、おかしいじゃないですか！」

「そうよ、それでいいの。これは、皮ひ肉にくでもなんでもない。わたしは、糸から流れ込んでくる絶望に負けたの。そしてあなたは、希望を持ち続ける。その結果、糸を断ち切る方法を見つけ出せるのなら、糸の運命を変えることができたのなら──」

　静さんの閉じたままの目から涙なみだがこぼれ落ちた。




「それは……それは……これまでに糸が見えてきた人たちの────願いなのよ」




　僕の感情は、行き場を失い、渦うずを巻いていた。それでも、僕は何をどうすればいいのか分からなかった。そんなの勝手じゃないか！　そう叫さけびたかった。でも、うまく声を出せなかった。

　波の音が聞こえる。ここにはもうすでに、何も残されていなかった。

　そして、ドサッと音がした。人が転ぶ音だ。あまりに突とつ然ぜんの出来事に、僕は、頭が回らない。

　いつの間にか、三み玉たま利りさんは庭まで入ってきていた。そして、草に足をとられ転んだのだ。

　三玉利さんの手には──ナイフが握られていた。

「……三玉利さん？」

　予想外の事態を目まの当たりにし、僕はここに来た本来の目的をすっかり見失っていた。

　二人は──三玉利さんと静さんは──赤い糸で結ばれているのだ。

　僕たちはどうして、ここまでやってきた？　どんな目的を持って？

　三玉利さんは、立ち上がり、なんの迷まよいも見せず、ナイフをしっかりと握り、お腹のところで固定し、静さんの元へ最短距きよ離りで歩いた。

　僕ぼくの目には、その一つ一つの動作がスローモーションになって見えた。

　混こん乱らんが、僕の足元を深い沼ぬまに変えていた。僕は、全く動けなくなっていた。

　三み玉たま利りさんは、静しずさんの前に立ち、僕を一度見た。

　三玉利さんは微ほほ笑えんだ。

　そして──彼女を刺した。腹を。深く。
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　腹から噴ふき出る血を見て、僕はようやく叫さけんだ。

「なっ、何をしてるんだよ！」

　三玉利さんは、躊ちゆう躇ちよなく、そのまま静さんの腹にナイフを押し込み、その勢いで、二人は椅い子すごと倒れた。

　椅子は壊こわれ、椅子に掛けてあった杖つえは、転がった。

　あ……あっ……と、静さんは、苦しそうに呼吸する。

　三玉利さんは、それでもまだ、静さんの腹にナイフを強く押し込み続けた。

　────なんだ、何をしているんだ、三玉利さん。

　慌あわてて三玉利さんの肩を摑つかむ。彼女の力は、悪あく魔まに体を乗っ取られているみたいに強かった。三玉利さんの歯が、食いしばるあまり、キュリッと不快な音を立てた。

　僕は、もう一度力を込め、三玉利さんを引き剝はがした。

　僕たちは、その勢いで、草の上に投げ出され、みっともなく転んだ。

「なんで……なんで……三み玉たま利りさん、三玉利さん!!」

　三玉利さんの手には、ナイフはなかった。静しずさんの腹に差し込まれたままだ。

　僕は、起き上がり、地面を這はいながら、静さんの元に行く。

「大だい丈じよう夫ぶですか！」

　静さんの口から、血が一ひと筋すじ流れ落ちた。そして言った。

「いいの」

　それが最さい期ごの言葉だった。静さんは動かなくなった。僕の手に感じる静さんの重みが、力が抜けたことで一いつ瞬しゆん重くなり、失われ、軽くなった。そして、静さんと三玉利さんを結ぶ糸は解ほどけ、宙を舞まい──消えた。

「……先せん輩ぱいが引っ越こしてから、少し経たって、あの人が会いに来たんです」

　振ふり返ると、地面に座る三玉利さんが、自みずからの手にべったりとついた血を見つめていた。

「あの人？　あの人って誰だれだよ。何を言ってるんだよ三玉利さん。どうしてこんなこと……」

　三玉利さんは、僕の言葉を無視し、自分の手を見つめたまま言葉を続けた。

「あの人は突とつ然ぜん私にこう言ったんですよ。『申し訳わけありませんが、これからあなたは、自分の父親を殺します』。最初は気味が悪くて……わたしは無視して、逃げました。でも、あの人の言葉どおりになったんです」

　あの人……あの人！　あいつだ。あいつしかいない。──水みず木き楽らく。

「元々、わたしの父親は酒さけ癖ぐせが悪くて、酔よったときには、必ずわたしか母親を殴なぐりつけました。でもそのときは少し違って。酔いかたがいつもと違ったんです。ずっと深く、一線を越えたみたいに。それはもう、父ですらありませんでした。別の何かでした。

　わたしを……わたしを……犯そうとしたんです。

　わたしは、近くにあった酒の瓶びんで思いきり頭を殴なぐりました。父は、全く動かなくなりました」

　三玉利さんは、手についた静さんの血を、そのときについた血であるかのように、じっと見つめた。

「……それから、どれくらい時間が経たったのか分かりませんが、ママが帰ってきました。ママは全てを理解して、わたしを抱きしめ、そして二人で、父をバラバラにしました。今でもしっかり覚えています。八つの袋ふくろに父を分けたんです。そしてそれを山に埋うめました」

　胃が熱くなり、気を抜けば吐はいてしまいそうだった。

「その後、またあの人が現れました。『あの人は、わたしは何も悪くない』って。『君は正しいことをしたんだ』って。わたしは、どうしてわたしが父を殺すことが分かったのか聞きました。でもあの人は答えてくれませんでした。『ただ分かるんだ』としか。でも、わたしはもうすっかり、彼のことを信じてました。彼の言葉を求めていたんです」

　──天あま城ぎ苗なえのときと同じだ。

　三玉利さんは、いつの間にか、楽のことを『あの人』ではなく『彼』と呼んでいた。

「彼は、言いました。『次は君かもしれない。君が殺される番かもしれない』」

「──もういいよ」

「よくありませんよ！　勝手に察しないでください。最後まで話させてください。……わたしは生きたかったんです。ママを一人にしたくなかったんです。だから、必死で彼に懇こん願がんしたんです。どうすればいいか。彼は言いました。『大だい丈じよう夫ぶ、君が殺せばいいんだ』。そして、こう言ったんです。『君の初恋の人を探しなさい。彼が、導みちびいてくれる』」

　──これは、全て仕組まれていたんだ。

　僕ぼくは全てを悟さとった。

　爆ばく弾だんを仕掛けた人物に赤い糸が見えていたんじゃない。楽らくだ。きっと楽が、見つけたんだ。爆弾を仕掛けた人物を。そして、一本一本、爆弾を仕掛けた人物に結びつけられた糸を追って、特定し、殺害予告することを思いついたんだ。

　おそらく、実際に書いたのは天あま城ぎ苗なえだろう。天城苗は言っていた。

「爆弾を仕掛けたのはわたしじゃないっすよ」

　あのとき妙みように挑ちよう発はつ的てきな顔をしていた。噓うそはついていませんよ、と言わんばかりに。あえて、額がく面めんどおり受け取るとするならば、あのとき天城苗はこう言いたかったのではないか、『爆弾は仕掛けてはいないが殺害予告は書きこんだ』。

　そして、殺害予告の中に、三み玉たま利りさんの名を加えた。僕が三玉利さんの糸を追うことを見み越こして。僕と静しずさんを出会わせるために。そして──僕を絶望させるために。

　楽は、僕に示したかったのだ。『すいませんが、糸を断ち切る方法はありません』と。

「わたし、わたし、先せん輩ぱいには噓うそをつきたくなかった。どうして聞いてくれなかったんですか？　父親はどうしたんだって」

　三玉利さんは、血のついた両手で顔を覆おおい、泣いた。
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　全速力でペダルを漕こぐ。

　どこにも向かうべき場所はないのに。──全て終わったのだ。

「自首します」三玉利さんは力なくそう言った。「わたしは一人でここに来たことにします。もし先輩のことを知られても、わたしが騙だましてここまで連れてきてもらったことにします。事実そうですし」

　僕はそれでも、警けい察さつまでつき添そうと言った。けれど、三玉利さんはそれを拒きよ否ひした。

「先輩は帰って下さい」

　──どこに？

　僕は、どこに帰ればいいのだ。

　自分でもどこを走っているのか分からない。それでも、僕はペダルを漕こぎ続けた。

　何かを振ふり切るように。何かを忘れるように。




　気づけばあたりは暗くなっていた。

　見覚えがある道だった。無む我が夢む中ちゆうで走っていたので、僕ぼくが住む町に帰ってきたのだと分かるまで、随ずい分ぶんと時間がかかった。

　自転車はいつの間にかパンクしていた。

　僕は、自転車を力なく降おりる。降りてその場にへたり込む。色々なところがすりきれて血が滲にじんでいる。服は乱れ、汗あせを吸い込み濡ぬれている。髪かみも乱れている。

　それでも、僕は何もすることが出来ない。もう、どこに行くことも出来ない。

　力なく空を見上げる。星一つない真まっ暗くら闇やみがそこにある。月すらどこにあるのか分からない。

　そして、ふと気づいた。視界の端はしで捉とらえた電柱を見て気がついた。

　────ここは。

　僕は地面に目を落とす。もうずいぶん時間が経たっている。あのときの跡あとなんて残っていないはずなのに。

　それでも僕は、地面を擦こする。そうせずには、いられなかった。

　目を閉じて思い出す。──あの日のことを。

　ここは、初めて彼女と出会った場所だ。

　猫ねこの死体を持った彼女とぶつかった場所。車、主婦、カラス────そして、彼女。

　水みず木きしげ子さん。

「ここでしたね」

　頭の中で作り出した声かと思った。彼女の声は、体の中で鳴るから。目をゆっくりと開く。

　僕の影が意思を持ち始めたかのように、人型の真っ黒のシルエットがそこに立っていた。外灯が逆光になっている。




　そこには、しげ子さんが立っていた。




　いつものしげ子さんに戻っていた。髪かみは、統とう率そつされ、水すい墨ぼく画がのように綺き麗れいに流されていた。

　──ここでしたね。

　しげ子さんもここがどこだか分かっている。

「ここだったよね」僕も言う。

　赤い糸が光って見える。外灯に照らされているわけではない。糸が自みずから輝かがやきを放っている。

　僕としげ子さんを結ぶ──赤い糸。

「朝あさ生おさん、わたくしには、あなたが必要です」

　いつになくその言葉は、僕の体の中で響ひびき、より中心に、より奥底まで、染しみ渡っていく。

「……僕ぼくも……僕もだよ」

　赤い糸──そうだ。僕はしげ子さんに言わなければいけない。

　もっと早く言っておくべきだったのだ。僕はしげ子さんを信じすぎていたんじゃない。しげ子さんを信じ切れていなかったんだ。もしくは希望を。

　そうだ。もっと早く言っておくべきだったんだ。

　僕は、見上げ、しげ子さんをしっかりと見つめて言う。

「しげ子さん────僕たちは、結ばれているんだ。赤い糸で」
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　それは、まさに絡からまった糸を解ほぐすようだった。

　僕としげ子さんは、しげ子さんの部へ屋やまで移動し、そこでゆっくりと赤い糸について説明をした。丁てい寧ねいに、余計に絡からまらないように、先から順に。糸が見えるようになった原因、糸が結ばれているとどうなるのか、これまで僕としげ子さんが出会ってきた事件で糸がどんな役割をはたしていたのか。

　樹いつき君のこと、日ひ影かげ日ひ和より君のこと、四よ隅すみ月つく絵えさんのこと、円えん上じよう真ま智ち、円上燈あかりさん、グールマン、伝でん説せつさん、稲いな本もと一かず馬まさん、天あま城ぎ苗なえ────僕のこと、楽らくのこと、そしてしげ子さんのこと……。

　しげ子さんは、じっと辛しん抱ぼう強く僕の言葉に耳を傾かたむけ、分からないことがあると、僕に短く質問をした。

　そして全てを話し終えると、しげ子さんは、僕が浮かべた言葉のかけらが体の底まで沈しずむのを待つように、長い時間、沈ちん黙もくした。

　僕は、その間に様々な言葉を頭に浮かべて、それを発しようかどうか迷まよった。糸のことを言い出せなかったことを謝あやまりたかった。もっと早く言っておけば、しげ子さんが今回の事件を見み誤あやまることはなかったのだ。しげ子さんは何も悪くないのだ、と伝えたかった。でも、結局僕は何も言わなかった。

　僕はしげ子さんの言葉を待つべきだと思ったのだ。

　そして、しげ子さんは、おもむろに口を開いた。それは、僕の全く想像していない言葉だった。

「おしるこが飲みたい」




　部へ屋やの隅すみに、段ボールの箱はこが置いてあった。その箱を開けると、おしるこの缶かんがぎっしりと詰つまっている。僕ぼくはそれを持てるだけ持ち、しげさんに渡した。

　しげ子さんは、両手に缶を持ち、どちらも同じなのに、交こう互ごに飲み、二つとも飲みほすと、また同じように、新しい缶を両手に持ち、飲んだ。結局、十本のおしるこを飲みほした。

　そして、ようやく満足すると、しげ子さんは僕をじっと見つめて言った。

「さて」

「……さて？」

「朝あさ生おさん、事件はまだ何も終わっていません」

「いや、もう……」

「爆ばく弾だん魔まは捕つかまっていません。それに、お兄様は、まだきっと何か企たくらんでいます」

　しげ子さんの声には、強い意志が感じられる。まだ何も諦あきらめていないんだ。

「分かった。僕は、どうすればいい？」

「一つ、引っ掛かることがあります」

「何？」

「今回、あまりにうまくいきすぎていませんか？　お兄様が殺害予告を書きこんだとして、ですが。確かに、爆ばく弾だんを仕掛けた人物に、六本の糸があり、その爆弾を仕掛けた人物に、いつ爆弾が爆ばく発はつするのか事前に聞いておけば、犯罪予告を書きこむことは出来るでしょう。けれど、リスクが高すぎませんか？　実際には、爆弾以外の方法でその人物が殺すかもしれないわけですし。もしそうならば、今回の犯罪予告が空から振ぶりに終わった可か能のう性せいもあるわけです。お兄様にしては、少し、不確かな要素に頼たよりすぎているような気がするのです。今回の爆弾で六人が死ぬくらいの確実性がなければ、お兄様は動かないような気がするのですが」

「たまたま今回の爆弾で六人が死んだけれど、最終的な目的が、僕に三み玉たま利りさんの糸を追わせることなのだとしたら、殺害予告をした人間のうち、一人でも死ねばよかったんじゃないの。僕が、それだけで、糸を追うかもしれないでしょ」

「そうですが、一人も死なない可能性もあったわけですよね。殺害予告をしたのちに、爆弾が爆発すれば、警けい察さつが関連づける可能性は高いはずです。そうなれば警けい備びも厳げん重じゆうになる。もし、そのときに、一人も死んでいなければ、糸で結ばれているとはいえ、六人が誰だれ一人死なない可能性は高くなる。糸が示す悲ひ劇げきが、いつ起こるのか誰にも分からないわけですから」

「確かに。でも、二つ目の爆弾も発見されているし、いくつか仕掛けてあることを知っていれば、誰か一人くらい死ぬだろう、と考えるのが自然だと思うけど」

「二つ目の爆弾？」

　そうか……しげ子さんは部へ屋やに閉じこもっていたから知らないんだ。僕は、しげ子さんに説明する。サイがトレードマークのブランドショップで、爆弾が見つかったことを。

「それは少し変ですね」

「どこが？」

「どうして、わざわざ閉店が決まっている場所に爆弾を仕掛けたのでしょうか」

　言われてみれば確かにそうだ。

「それに、お兄様が、爆弾を仕掛けている人物をコントロールしているのならば、もう六人は死んでいるわけですから、爆弾を仕掛ける必要はないのでは？」

　僕は、しげ子さんが言わんとしていることを理解した。

「──爆ばく弾だんはずっと前から仕掛けられていた」

「えぇ、おそらく」

「他にも仕掛けられているのかな？」

「そう考えるのが妥だ当とうでしょう。しかし、そう考えるとやはり先程の疑問に立ち帰ってしまいます。一度目の爆弾で誰だれも死ななかった場合、短期間にいくつ爆弾を仕掛けても、警けい戒かいされるだけでうまくいかないのではないでしょうか」

　確かにそうだ。もし犯罪予告を書きこんだのが、楽らくから指令を受けた天あま城ぎ苗なえだったとしたら、相当前から今回の計画を進めていたことになる。少なくとも楽が意識を失う以前、去年の秋まで遡さかのぼる。どうして、そこまで自信を持って、今回の計画を進めることが出来たのだろう。

「朝あさ生おさん、二つ目の爆弾以外にも、わたくしに言い忘れていることはありませんか？　思い出してください。気づいたこと、疑問に思ったこと、なんでも構いません」

　しげ子さんにそう言われ、僕は記き憶おくを辿たどっていく。息を止め、深く深く、記憶の海を潜もぐる。

　と、一つの言葉が浮かんでくる。

「…………『死人の矢』」

「『死人の矢』？」

「天城苗が言ってたんだ。楽からの伝言らしい。今まで忘れていたけど、楽が殺害予告を天城苗に書かせたのだとしたら、何か関係があるかもしれない」

「死人の矢、死人の矢、死人の矢……」

　しげ子さんは呪じゆ文もんのように呟つぶやき始める。

「…………死人が作った矢…………死人に突つき刺さった矢…………死人が射た矢」

「──死人が射た矢？」

　その言葉は妙みように、僕の心を捉とらえた。そして、しげ子さんから表情が消えた。

「殺された六人に、糸はあったんでしょうか？」

　そうだ。それも言ってなかった。僕は、九く場ば隼はや人とさんのことを思い出した。

「多分、去年の四月まではあったと思う。でも、それから二ヶ月間の間に何かあって、糸は消えている」

「朝生さん、あの床ゆか、デパートの床──」

「あぁ、『北風と太陽』」

　しげ子さんは、机の上に置かれた本の山から、一いつ冊さつを取り出し、ぺらぺらとめくり始めた。

　それは、なぜか飾かざ梨なし高校のパンフレットだった。

「どうしたの？」

　しげ子さんは、それをパタリと閉じ言う。

「朝生さん、急ぎましょう」








【わたしの告白】






　彼の提案によって、わたしは三ヶ所にあれを仕掛けた。

　全て、わたしが仕事をした場所だ。わたしが表現した場所に、本当のわたしを忍しのばせる。そうすることによって、この作品は完成する。いや、完成するのは、あれが全てを壊こわしたときだ。

　デザインの手直しがあると説明したところ、誰だれも疑わなかった。誰にも分からない場所に、あれを隠かくした。

　そして、あれが起動する日を決めた。彼と出会った日、彼にあれを使えと言われた日、そして、彼に告白する日。

　全て、ちょうど一年後にタイマーをセットする。

　──彼に告白する日。

　それは、今日だった。わたしは、最後のタイマーを仕掛ける。

　彼をここに呼び出した。すでに夜だ。

　ちょうど一年後となると、これが作動するのも夜になる。しかし、まぁいいだろう。これは祝しゆく砲ほうのようなものだ。

　わたしは、あたりを見渡す。不ぶ気き味みな静せい寂じやく。何かがいそうな雰ふん囲い気きがある。

　イメージは貼はりつくのだな。

　わたしはそう思う。イメージは、物に貼りつくのだ。そして、そのイメージは、誰かの感情を揺ゆさぶるのだ。わたしのこの作品も、誰かの心を無意識に揺さぶるのかもしれない。

　そんなことを考えていると彼が現れた。

　彼は、満足そうにこの場所を見渡した。「初めてだよ、夜にこんなところにやってくるのは」

「素す敵てき？」わたしは尋たずねる。

「そうだね」彼は微ほほ笑えんだ。いつもの笑顔。

　わたしは、ポケットに手を入れ、確かめる。そこには、指ゆび輪わが入っている。サイのマークの指輪。わたしのブランドだ。

　わたしは言う。「渡したいものがあるの」

　彼は言う。「実は、わたしもあるんだ」

　わたしは驚おどろいた。顔も綻ほころぶ。いつぶりだろう。本当の笑顔。

　彼は、ポケットから取り出した。ナイフだった。

　とても素す早ばやい動きだった。よく訓練され、慣なれた動きだった。おかげでわたしは、気づくのにしばらく時間がかかった。

　────わたしはいつの間にか喉のどを搔かっ切られていた。

　どうして？

　そう聞きたいが、喉を切られ言葉にならない。

　彼は、わたしを見下ろし笑っている。とてもスマートな笑みだ。彼が言う。

「すいません。あなたとわたしは繫つながっているんです。だから、あなたのことは殺しておかなければいけなかったんです」

　繫がっている？　何を言っているんだ。

「でもよかった。想像どおりだった。──『死人の矢』」

　死人の矢？　分かるように言ってくれ。

　彼は、わたしのポケットの膨ふくらみを見つけ、手を入れ取り出す。指ゆび輪わが入った箱はこだ。それを見つめると、さらに顔を歪ゆがませ、笑った。腹をねじらせ、おかしくておかしくて、仕方ないといった様よう子すだった。

　そして言った。

「すいませんが、わたしにそんな趣しゆ味みはありませんよ。あなたは、三十歳さいを超こえているし、それに────男じゃありませんか」

　言うな、それを言うな。違う、わたしは女だ。心は女なのだ。

　彼は、さらに言った。

「あぁ、あなたが敬けい愛あいするダ・ヴィンチにもそんな趣味がありましたかね」

　意識が遠のいていく。壁かべに貼はられた絵が目に入る。

　レオナルド・ダ・ヴィンチの『洗せん礼れい者しやヨハネ』。

　中性的な顔をしたヨハネが、天を指さしている。

　まるで、わたしの結末を暗示するかのように。
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　地下室を飛び出す。

　森のような庭を抜け、鉄てつ扉ぴをくぐり、外へと出る。

　携けい帯たい電話で時間を確認すると、夜の八時を回っていた。

　しげ子さんは、奇き妙みような速足で歩き出す。僕ぼくは、しげ子さんがどこに行くのかも分からず、あとをついていく。

「どこに行くの？」

「閾いき下か知ち覚かくの話を覚えていますか？」

「サブリミナル効果だよね」

「えぇ、罪つみを犯す人というのは、様々な理由で、自分が犯人であるという手掛かりを残すものなのです。例えば、朝あさ生おさんの携帯電話に結びつけられたお守り」

「これ？」と僕は携帯電話を取り出し、プラプラと揺ゆれるお守りを見せる。円えん上じよう真ま智ちに貰もらったものだ。

「その中には、毒どく薬やくが入っています」

「えっ？　そうだったの？」

「はい。燈あかりさんを殺害するときに使ったものです。真智さんは、燈さんを毒薬で殺し、自殺するつもりでした。死んだあとに、自分が犯人であることを証明するために、燈さんを殺害した毒薬と同じものを、お守りの中に入れておいたのです」

　僕は、知らないうちに毒薬をストラップにしていたのか。なんとも恐おそろしい。

「今回の事件の場合。犯人は、無意識的に、自分が犯人であることを、もしくは爆ばく弾だんがある場所を、示していたのです。ほら、朝生さん、思い出してください。あの爆ばく破はがあったエレベーターホールの前、嫌いやな感じがしませんでしたか？　あのエレベーターを使用している人たちはほとんどいなかったようです。だからこそ、【カンジェロ】の方々もあの場所を受け渡し場所として利用していたんでしょう」

　確かに、あの場所には、爆弾が爆ばく発はつしたという事実がなくても嫌な雰ふん囲い気きを持っていた。

「そして、もう一つの爆弾が見つかった場所。あのブランドショップは、閉店していました」

　姉との会話が蘇よみがえる。ジャズドラマーのフィルイン。自分であることを証明するために。

「そして、意識的にも、とある暗示を残していました。アニマというのをご存知ですか？」

「アニマ？」

「心理学者であるユングが用いた言葉です。男性の中にある女性の心を指します。animaアニマとは、ラテン語で元は息い吹ぶきという意味があり、ギリシャ語のanemosアネモスと同じ言葉なのです。ギリシャ語でanemosは、風を指します」

　風──その言葉は、あのデパートの床ゆかを思い起こさせた。「『北風と太陽』」

　確か、爆ばく弾だんが爆ばく発はつした五階は、ちょうど北風が息を吹くところだった。

「そして、二つ目の爆弾が爆発したブランドショップ。サイがトレードマークでした。紫むらさき色のサイ、それは──ゲイの方のシンボルマークなのです」

「もしかして……」しげ子さんが何を言おうとしているのか理解した。

　飾かざ梨なし高校の卒業生。僕ぼくたちの制服をデザインした人。そして──同性愛者。

「そうです。あのデパートの床ゆかも、あのブランドショップを立ち上げたのも飾梨の卒業生でした。その方は、去年の五月に失しつ踪そうしています。──おそらくお兄様に殺されたのでしょう」

「殺された？」

「えぇ。その方が、爆弾を仕掛けたあとに兄に殺されたのだとしたら、赤い糸はどうなるのでしょう。──『死人の矢』ですよ」

「『死人の矢』？」

「死人が射た矢」

　……死人が射た矢。

　どうなる？　仮にＡという男が、Ｂに向かって弓を射る。Ａは、矢を射た直後、死ぬ。そうなれば、矢がＢに向かって飛んでいる間、Ｂに矢が突き刺さりＢが死ぬまでの間──




　──糸はどうなる？




　見えなくなるんじゃないのか。

　だからだ。だから、楽らくは、殺害予告が出来たんだ。死んでいれば、すでに仕掛けられた爆弾でしか、殺すことが出来ないから。

「赤、青、黄、緑……」

「何？」

「デパートの床に用いられていた色ですよ。そして、ブランドショップのイメージカラーは紫。同性愛者のシンボルマークとして、紫のサイ以外にも、虹にじを用いるものがあります。こちらは、ゲイだけに特定しているわけではなく、同性愛者全体のシンボルです。日本でいう虹とは、赤、燈だいだい、黄、緑、青、藍あい、紫の七色なのですが、同性愛者のシンボルを指す虹には、藍色がなく六色で示します。そして、最近では、エイズで死亡した方々を追つい悼とうする意味で、そこに黒色が足される場合があります。──つまり、残された色は、燈色と黒色」

「ちょ、ちょっと待ってよ、それって」

　そうだ。そもそも閾いき下か知ち覚かくの話が出たのは、あの場所だった。

「……学校の美術室」

　僕は立ち止まる。

「待って、待って……」

　声が震ふるえる。

　いないだろ、さすがにもう──そんなはずは、そんなはずはない。

　僕ぼくは携けい帯たい電話を取り出し、呼び出す。

『おっ、朝あさ生お君。遅かったね。もう、廊ろう下かで色んな人が怒りまくってるよ』

「虹にじ子こちゃん！」

　僕は再び駆かけ出す。……いつから…………いつから。

「そこを早く離はなれて！」

『何をそんなに慌あわててるんだよ。絵がさ、もう少しで完成しそうだから、それからにするよ』

　学校が見えてくる。

　校門は開いたままになっている。そして、美術室の明かりもついたままになっている。

　電話ではなく、美術室に向かって叫さけぶ。

「虹子ちゃん、逃げて！」

　電話の向こうから声がする。

『あれ、もしかして近くにいるの』

　美術室の窓から虹子ちゃんの顔が見える。携帯電話を持ち、手を振ふってくる。

『ねぇ、油揚あげはどうかな？』

「油揚げ？　何言ってるんだよ、いいから早くそこを」

　虹子ちゃんの糸は、いつから……。

『キツネの話だよ』

　虹子ちゃんは、笑ってそう言った

　轟ごう音おんが鳴った。

　火。熱。煙けむり。

　視界が揺ゆれる。

　耳が全く聞こえなくなる。キーンとおかしな電気音が鳴っている。

　目が色を失っている。足元が瓦が礫れきに埋うもれている。




　コロコロコロコロ……。




　何かが転がってきた。僕の足元でそれが止まる。

　僕は、操あやつり人形のようにゆっくりと目線を落とす。

　それは─────




　虹子ちゃんの首だった。
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　皆みな、まるで影を引きずるように歩いている。いや、影そのものになったかのようだ。

　あれから四日が経たち、葬そう儀ぎがおこなわれた。

　聞こえるのは、お経きようの声とすすり泣く声ばかりで、話し声は一いつ切さいなかった。誰だれもが目をあわせようとせず、自みずからの記き憶おくにも、相手の記憶にも残らないようにしているかのようだった。

　虹にじ子こちゃんとの会話がふと蘇よみがえる。

「ねぇ、朝あさ生お君。死んだら、『鬼き籍せきに入る』って言うけど、死んだら鬼おにになっちゃうってこと？」

　虹子ちゃんは、天てん真しん爛らん漫まんな顔で僕ぼくにそう尋たずねてきた。「角つのとか生はえちゃうかな」

　僕ぼくが、「あれは閻えん魔ま様の閻魔帳に載のっちゃうって意味だと思うよ」と伝えると、ホッとした顔を浮かべ、胸を手で押さえ「よかった、よかった」と笑った。

　僕は、歯を食いしばり、爪つめが食い込むくらい両手を強く握る。

　実感した。そう、僕はもう実感してしまったのだ。




　────糸が示す運命は、誰にも変えられない。




　だとしたら……。全ての考えを改める必要があった。それは必ず起こることなのだから。

　つまり、僕は選ばなければいけないのだ。




　──どちらを生かすのか。────どちらを殺すのか。




　葬儀場の門の前で、人影を見つける。

　──やっぱり来たか。

　僕は、そちらへ一直線に歩き出す。向こうも僕の視線に気づいている。

　目の前に立ち、僕は言う。

「あなたに会えるとしたら、ここしかないと思っていました」

　相手は答えない。心を失ったみたいな、のっぺりした顔をこちらに向けてくる。

　僕は、構わず続ける。

「聞いたんです。あの人から」

　そう言って、後ろをちらりと振ふり返る。祭さい壇だんに飾かざられた遺い影えいの写真が遠くに見える。

　相手は、やはり答えない。まるで、石か何かと会話しているみたいだ。

「あの人は言ったんですよ。『わたしは、息子のためならどんなことだってした』って。それは、『とても恐おそろしいことだ』って」

　どこからか、波の音がした。

　僕ぼくは、目の前に立つ男の左腕を見た。そこには、何もなくプラプラと袖そでが揺ゆれているだけだった。

「あの人の──静しずさんの子どもだったんですね、あなた」

　僕はそう言って、目の前の【カンジェロ】のリーダーを見る。

　静さんは──子どもの左腕を切り落としたのだ。糸を追わせないために。

　静さんから話を聞いていたときに、僕はすぐに目の前の男を連想していた。楽らくが以前、【カンジェロ】と関わりあいを持ったのも、静さんのことを調べるうちに、接点を持ったのだと考えれば納なつ得とくがいく。

「つまり、あなたにも見えるということですよね」

「どう思う？」

【カンジェロ】のリーダーは──いや、きっとこの人は、カンジェロそのものなのだ──カンジェロは、ようやく口を開いた。

　ここから先は、もう引き返せない。でも、やらなくてはいけない。

　──だって、僕は実感してしまったんだから。

「あなたに一つ、頼たのみたいことがあります」




　しげ子さん。僕は、君を────殺さなくてはいけない。
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　記き憶おくを遡さかのぼる。

　大事な記憶だ。おそらくそれが最後となるはずだからだ。

　──僕としげ子さんの最後の会話。




　僕としげ子さんは、病室にいる。目の前にはベッドがあり、そこには確かに生きている人がいる。

　────そう、生きているのだ。

　しげ子さんは言う。

「朝あさ生おさん、どうしてここにいるんですか？」

　僕は慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「しげ子さんこそ、どうしてここにいるの？」

　しげ子さんは、僕を見ずに、ベッドで眠る人の顔をじっと見つめたまま言う。

「当たり前ではありませんか。わたくしの実の兄ですよ。ただ、実の兄の様よう子すを窺うかがいに来ただけです」

　この人は……この男は……僕としげ子さんが目の前にいることを知っているんだろうか。僕たちの思いに気づいているのだろうか。

　水みず木き楽らくは、目の前で眠っている。

　僕ぼくの姉を利用し、天あま城ぎ苗なえを操あやつり、しげ子さんの目を奪うばい──虹にじ子こちゃんを殺したのに。

　何もなかったかのように、明日を待ちわびるかのように、全ての人々の幸福を願うかのように、穏おだやかな顔で眠っている。

「止めにいらっしゃったのでしょう。わたくしが、お兄様の命を奪うのを」

「……うん」と僕は認める。

「朝あさ生おさんが一番よくご存知でしょう。わたくしは、お兄様を殺せない。糸で結ばれていないのだから」

「それでも……そうだったとしても……僕は止めたいんだ。しげ子さんには、誰だれも──誰も殺してほしくないんだ」

「お兄様は、まだ何か仕掛けてくるかもしれませんよ」

「分かってる」と僕は言う。

「……朝生さん、『トロッコ問題』というのをご存ぞん知じですか？」

「『トロッコ問題』？」

「有名な思考実験です。朝生さん、あなたは今、レバーを握っています。線路の切り替かえレバーです。後ろからは、ブレーキが壊こわれたトロッコがやってきます。止めることは出来ません。レバーを引き、隣となりの線路にトロッコを通さなければ、その先で作業をしている五人の作業員が死んでしまいます。ですが、隣の線路にも作業員がいます。ただ、そちらの数はたったの一人です。朝生さん、あなたならどうしますか？」

　僕は、そのレバーを実際に握っているかのように手に汗あせをかき始める。

「赤い糸は、この『トロッコ問題』とよく似ています。望んでいないのに、他人の命をいつの間にか握らされている。神様に責任の一いつ端たんを押しつけられているかのように」

　しげ子さんはそう言って、手を重ねてくる。汗をかき微かすかに震ふるえる僕の手に。優やさしくベールを被かぶせるみたいに。

「全てを背せ負おわないでください」

　僕は思う。──そうはいかない。
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　学校の門の前には、デパートのときと同じ、立ち入り禁止の黄色のテープが張られている。

　学校は、休校になったままだ。

　僕は、裏山に回り、マナコちゃんが作った秘ひ密みつの通路を使い、校内に侵しん入にゆうする。

　いつもはにぎやかな校舎も今日は、ひっそりとしている。

　階段を上のぼる。生徒たちの声が残ざん響きようとして聞こえてきそうだ。もう、この階段を上ることも二度とないだろう。

　屋上に出る。空中庭園だ。樹いつき君が整備した空中庭園。しげ子さんが奇き妙みようなものを栽さい培ばいし続けた空中庭園。そして、僕ぼくの居場所を作ってくれた空中庭園。

　ここに全てを置いていこう。もう、僕には何もいらないのだから。

　目の前には、木もく目め様がそびえ立つ。枝には、大量の手紙が挟はさまっている。

　しげ子さんを殺すには、準備が必要だった。あのしげ子さんを殺すのだ。彼女をうまく騙だまさなくてはいけない。

　しげ子さんには、糸のことは全て話した。けれど唯ゆい一いつ、あのとき、一本だけ、一本の赤い糸の話だけ、僕はしなかった。

　水みず木き家の使用人だった箕みの輪わ連れん司じさん。箕輪さんに結ばれた赤い糸の話だけ、しげ子さんにはしていないのだ。あれはあまりに辛つらい出来事だったから。

　それが、生きてくるはずだ。

　そして、──『死人の矢』。

　僕は、ポケットから携けい帯たい電話を取り出す。そこにストラップとして取りつけられたお守り。

　その小さな紐ひもを解ほどき、中を見る。しげ子さんの言うとおりだった。そこには、小さなビニール袋ぶくろが入っていて、中には、白い粉こなが入っていた。

　──円えん上じよう真ま智ちが燈あかりさんに使った毒どく薬やく。

　しげ子さんを騙だますにはこれしかない。

　僕は、ポケットから、用意していた手紙を取り出す。しげ子さんに宛あてた手紙だ。

　それを、木目様の枝に挟はさむ。手もあわせてみる。願いを込めて。

　さらに、おしるこの缶かんを一つ隣となりに置く。

　大きく一つ息を吐はく。

　手に持ったままだった携帯電話を見る。一通のメールを見る。

　天あま城ぎ苗なえから送られてきたメール。僕はそれを強く睨にらみつけ、返信する。

　メールを送り終えると電源を切り、地面に落とし、踏ふみつけ壊こわす。

　携帯電話もいらない。さぁ、これで何もなくなった。

「『トロッコ問題』」

　そう呟つぶやく。耳元で幻げん聴ちようが聞こえる。警けい笛てきの音だ。手が震ふるえ始める。足元が、ゴツゴツとした石に変わる。線路が現れる。

　切り替えた先にいるたった一人の作業員────それが水木楽らくだったとしたらどうだろう。

　手に力が込められる。腰に力を入れ、膝ひざを曲げ、僕はレバーを──。

　意識が空中庭園に戻る。

　ポケットの中で何かを感じる。チクチクと太ももを刺し激げきする。

　もう何もないはずなのに。

　ポケットに手を突つっ込む。そこから出てきたのは、手しゆ裏り剣けんのような形をした奇き妙みようなものだった。木で出来ていて、中央に見たこともない文字が書かれている。

　しげ子さんが僕ぼくに手渡した呪いのおまじないだ。

「呪のろいか」

　これは確かに呪いかもしれない。これを見て僕は決断したのだから。

　レバーを引くことを。

　──誰だれを生かして──誰を殺すのか。

　再び記き憶おくを辿たどる。

　────しげ子さんとの最後の会話を。
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　病室。楽らくが眠る病室。

　僕は、しげ子さんに携けい帯たい電話を見せる。天あま城ぎ苗なえからのメールだ。

　あのとき、爆ばく発はつがあったとき、一通のメールが届いた。爆ばく破はがあった直後だ。まるで狙ねらいすましていたかのように。

　天城苗からだった。画像が添てん付ぷされていて、毛布にくるまれて眠るマナコちゃんの姿が映し出されていた。『こいつを助けたかったら、しげ子さんを殺して下さい』。そう書かれていた。

　しげ子さんは、携帯電話をじっと見つめた。そこに写るマナコちゃんを。そこに書かれてある文章を。

「明日の夜、空中庭園に天城苗を呼び出す。あそこは樹いつき君が作った場所で、天城苗にとっては因縁のある場所だから。そこで僕は、しげ子さん、君を──」

　息を吸い、息を吐はき、しげ子さんをじっと見つめ、僕は言う。

「殺すよ」

　しげ子さんの表情は揺ゆれない。僕から目を離はなさない。

「本当に……本当に、わたくしを殺すことができますか？」

　僕もしげ子さんから目を離さない。

「やる」

　僕は、はっきりとそう言いきる。

「そうしないと終わらないなら、やる。もう、僕たちのために誰かが不幸になるのはいやなんだ。君に殺してもらうことも考えた。でもそれは、僕にとっては逃げてるのと同じだ。そっちのほうがずっと楽だから。それに、さっきも言ったけど、しげ子さん、君には、誰も殺してほしくないんだ」

「本当に、殺せるんですね」

　僕の覚かく悟ごを試すようにしげ子さんはもう一度尋たずねた。

　僕ぼくは、何も言わず静かに頷うなずいた。

「分かりました。朝あさ生おさん────わたくしは、朝生さんになら、いつだって」

　しげ子さんはそう言って微ほほ笑えんだ。
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　それは今までに見た中で、一番素す敵てきな笑顔だった。

「では」

　そう言ってしげ子さんは、制服のポケットから何かを取り出した。笑顔はいつの間にか、いつもの歪ゆがんだものに変わっていた。

　ポケットから取り出したのは、手しゆ裏り剣けんのような形をした奇き妙みようなものだった。木で出来ていて、中央には、見たこともない文字で何かが書かれていた。

　しげ子さんは、僕にそれを手渡してくる。

「これは？」

　僕はそれを受け取りながら尋たずねる。

「『エストレラの秘ひ文ぶん』と呼ばれる、ポルトガルに伝わる呪のろいです。それを持った者は殺意が増ぞう幅ふくするのです」

　僕は思わず投げ出しそうになるが、投げ出したらそれはそれで不ふ吉きつで、手から離はなせない。

「朝生さんが、しっかりとわたくしを殺せるように、呪いをかけましょう」

　しっかりとわたくしを殺せるように──なんて奇妙な会話だ。

「それを胸に当ててください」

　そんなことはしたくはないが、先さき程ほど口にした決意を疑われそうで、泣く泣く従う。

「そして、こう呟つぶやくのです。『アトリール・パルトボーシュ・リムニール・インシュトシュ』」

　しげ子さんに続く。

「『アトリール・パルトボーシュ・リムニール・インシュトシュ』」

　呪じゆ文もんを呟きながら、僕はしげ子さんと初めて出会ったときのことを思い出していた。

　あのときも確か──呪のろいをかけていたな、と。
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　ここには、縁えんがあるようだ。

　全ては、ここから始まったのだ。壁かべに書かれた落書きを見つめる。

『あなたはここで呪われる』

　僕は思わず、小さく吹き出してしまう。そのとおり。

　僕はここで楽に血を入れられ、しげ子さんに縛しばられた。ここが始まりの場所だ。

　ここで全てを終わらせるのは、必然のように思われた。

　廃はい病院。

　ここでは二つ、しげ子さんを騙だますための仕掛けを用意してある。一つは、しげ子さんがこの場所で用いたものだ。そして、もう一つは、カンジェロが用意する。

　僕ぼくは、静しずさんの葬そう儀ぎ場じようでカンジェロに尋たずねた。

「逆は出来ませんか？」

　一かず穂ほさんから聞いたことがあるのだ。【カンジェロ】は、ある特別な処置を施し、殺す、と。

　僕が尋ねたのは、その逆、殺された死体に、その特別な処置が出来ないかどうか。

　カンジェロは、長い間、僕を見つめ続けた。生きた心ここ地ちがしなかったが、僕はぐっと堪こらえ彼から目を離はなさなかった。

　やがて、カンジェロが、言った。「いつだ？」

　承しよう諾だくの返事だった。

　さぁ、始めるか。

　僕は、階段を上のぼり屋上へ出る。
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「遅かったすね」

　天あま城ぎ苗なえは、階段室の上に立っていた。あのときとは、逆だ。天城苗が突つき飛ばされたときとは。

「ごめんね、色々と準備が必要だったんだ」

「で、水みず木きさんはどこっすか？　とっとと殺して下さいよ」

「しげ子さんは────ここには来ないよ」

　フッと天あま城ぎ苗なえが笑った。

「何言ってんすか？　あいつを殺しますよ」

「あの写真は、マナコちゃんを地下室で監かん禁きんしていたときに撮とったものだろう。君には分からないだろうけど、顔が全然違うよ。マナコちゃんは、この一ヶ月間、本当に幸せそうな顔をしていた。しげ子さんと一いつ緒しよにいて。君は、本当は知らないんだろう。マナコちゃんが今どこにいるのかなんて」

　天城苗は、口元を大きく歪ゆがめ、うまく笑顔を作れない人みたいに顔をひきつらせた。

「じゃあ、なんでここに来たんすか？」

「君は、あの男の……楽らくの言われたとおりに生きていくつもりか、操あやつり人形として」

　天城苗は、悪意を凝ぎよう縮しゆくしたような強い視線でこちらを睨にらみつける。僕ぼくは構わず続ける。

「君は、本当は、しげ子さんよりも僕に死んでほしいんじゃないのか？」

　天城苗の反応を確かめる。天城苗の表情は変わらない。

「君は、しげ子さんに対しては、それほど敵てき意いを感じていないんじゃないのか？　それどころか、共感する部分もあるんじゃないのか？」

　天城苗は、僕を睨みつけたまま言う。

「だったら、どうなんすか？　楠くす見みさん、あなたが死んでくれるんすか？」

「あぁ」と僕は答える。




「僕が死ぬ」




　天城苗は、少しだけ顔に動どう揺ようを浮かべ、それをかき消すように笑った。僕の言っていることを馬ば鹿かにするように。

　僕は、用意していた言葉を続ける。

「僕は死ぬよ。だから、もう君もこんなことやめてくれ。あのとき、ここで、君は樹いつき君を押さなかったじゃないか。ためらったじゃないか」

「それでっ！」天城苗は、これまでにないくらい感情を爆ばく発はつさせた。「それで、わたしは殺されかけたんすよ」

「でも、君は誰だれも殺さなくてすんだ。それは────素す晴ばらしいことじゃないのか？」

「死ねよ」天城苗の口調が変わる。「死ぬんだろ、早く死ね、黙だまって死ね」

　僕はまだ言い足りず、天城苗に何か言おうとした。

　けれど天城苗は、もう心を閉ざしていた。目からは感情が消え、足元の煩わずらわしい虫を見るように、僕を見た。

　僕ぼくは言う。

「分かった、死ぬよ」

　そして、縁へりへ向かって歩き出す。あのときと同じように。樹いつき君や天あま城ぎ苗なえと同じように。

　縁のギリギリのところまでやって来ると、振ふり返り、もう一度天城苗を見る。

「ねぇ、最後に一つだけ教えて」

　天城苗はうんざりした顔で言う。「なんすか？」

「楽らくから、赤い糸の話は聞いた？」

「赤い糸？　はっ？　あの運命のやつっすか」

　──だろうな。

　天城苗は、楽から説明を受けてもよく分からなかったと言っていた。

　これで、思い残すことはない。天城苗は知らないのだ、自殺する人に糸があるのかどうか。そして、しげ子さんもそれを知らない。全て、うまくいくだろう。

　僕は笑う。

「君は君のために生きるんだ」

　ベッドに倒れるように、背中から────僕は、飛び降おりた。
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　痛みはなかった。

　感覚と記き憶おくに空白を生みだすくらいの強い衝しよう撃げきがあっただけだ。

　真っ先に目に入ったのは、たくさんの花はな束たばだった。いつからここに置かれているのだろう？　先程は気づかなかった。もしかすると、僕ぼくが作り出した幻げん覚かくなのかもしれない。

　それはまるで、僕の死を予期するかのようにそこに置かれている。

　そして、その隣となりには──僕の死体がある。

　僕は、それを遠くから見下ろしている。




　僕はもう僕ではないのだ。




　いつの間にか、僕の死体の傍かたわらに誰だれかが立っていた。迎むかえに来た死しに神がみのように。

　しげ子さんだった。

　しげ子さんは、黙だまって僕を見下ろしていた。直立不動で、顔を真下に向け、僕の死体の顔をじっと見つめていた。

　──どうして？　どうしてここが分かったのだろう？

　病室で僕は、天あま城ぎ苗なえにとって因縁のある場所に呼び出すと言った。無意識に言ってしまったのだが、あの言葉だけで、ここだと悟さとったのだろうか。──さすがしげ子さん。

　しげ子さんの手には、僕が木もく目め様に挟はさんだ手紙がクシャクシャになって握られている。

「……朝あさ生おさん、何を勘かん違ちがいされていらっしゃるのでしょう」

　しげ子さんは、そう言った。それは、いつもの彼女の声ではなかった。体の内側から聞こえてこない。

　彼女の体から聞こえてくる声だった。

「わたくしのことを全て理解したおつもりなのですか？　あの呪のろい。エストレラの秘ひ文ぶんとは、それを口にしたものを呪い殺す、恐おそろしい呪じゆ文もんだったのです。もとよりわたくしは、あなたを殺すつもりだったんです」

　恐ろしいことを言っているが、しげ子さんの声にはいつもの悪意はない。

「朝生さん、覚えていらっしゃいますか？」

　しげ子さんはそう言って、フッと笑った。

「どういうわけか、朝生さん、あなたにはいつも言っていたような気がします。──覚えていらっしゃいますか？　と。でも、これが最後でしょう。覚えていらっしゃいますか？　わたくしの自宅で、ビーフシチューを一いつ緒しよに食べた日、わたくしが言った言葉を」

　覚えているよ。僕は心の中でそう呟つぶやいた。あの日の言葉は、一いち言ごん一いつ句く覚えている。でも、それを口にすることは出来ない。僕ぼくはもう、しげ子さんに語りかけることは出来ない。

「朝あさ生おさん、あなたが間ま違ちがっているのではなく、世界やわたくしが間違っているのです」

　しげ子さんはそう言って、クシャクシャの手紙をさらに強く握った。

「見てください、この花はな束たばを。あなたがここに置いたからですよ」

　──僕が？

「あなたが苗なえさんのために花束を用意して、苗さんがそれを拒こばんで、ここに置いたんです。ここで亡なくなられた方々のために……それを見た誰だれかが、ここに同じように花束を置き、そしてまた誰かが……」

　しげ子さんは、言葉を詰つまらせた。

　しげ子さんの目から涙なみだがこぼれ落ちていた。右目からは透とう明めいの。左目からは血の涙が。

　──ごめん。

「『アトリール・パルトボーシュ・リムニール・インシュトシュ』」

　しげ子さんが呪のろいの言葉を呟つぶやいた。

　僕も心の中で呟いた。

「『アトリール・パルトボーシュ・リムニール・インシュトシュ』」

　大だい丈じよう夫ぶだよしげ子さん、僕はずっと、君のそばにいる。

　僕と君は──赤い糸で結ばれているんだから。




　運命の赤い糸で。




　こうして僕は────死んだ。
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　何から書けばいいんだろう。

　たった一年しか一いつ緒しよにいなかったのに、しげ子さんのことを考えると、記き憶おくが洪こう水ずいのように溢あふれ出して、うまくまとまらないんだ。

　なるべく短くまとめようと思っているけど、長くなってしまったらごめん。

　僕はね、初めてしげ子さんと会ったとき、勘かん違ちがいしていたんだ。

　僕としげ子さんとの間に結ばれている赤い糸が、恋人同士を結びつける『運命の赤い糸』だと思ったんだ。

　まぁ、普通そう思うよね。いきなりこんなものが見えたら。

　だから僕は、しげ子さんを見て本当に驚おどろいたんだ。こんな子を好きになるのかって。

　だって、初めて会ったとき、しげ子さんは猫ねこの死体を持っていたから。主婦を脅おどしたりもしていたし。学校についたら、真っ白なワンピースに着き替がえて。皆みな驚いていたよ。

　そういえば僕ぼく、あの服好きだったんだ。しげ子さんにとてもよく似合っていた。って、そんなことはどうでもいいか。

　そのあと、赤い糸が示す運命が恐おそろしいものだと僕は知った。僕は、しげ子さんに殺されるんじゃないかと、ずっと怯おびえていたよ。実際に殺されかけたこともあるしね。車を運転しているときにスタンガンを当てられたときは、本当に驚おどろいたよ。今考えても、あれはむちゃくちゃだったよね。

　まぁ、それはいいか。なんだか、本当に長くなりそうだな。短くするつもりだったのに。

　僕が書いておきたかったのは、




　この赤い糸が、恋人同士を結ぶ、赤い糸だったらよかったのに。




　ってことだよ。言っておけばよかったね。しげ子さんに全て打ち明けた日に。

　さて、ここからは書きにくいことを書くよ。でもここからが本題なんだ。

　しげ子さん、君がこの手紙を読んでいるとき、僕はきっと死んでいると思う。

　虹にじ子こちゃんの死は、僕から希望を完全に奪うばい去った。

　きっと、この糸は、この赤い糸は、断ち切ることは出来ない。

　心からそう思ってしまったんだ。

　それに、楽らくは、君のお兄さんは、きっと、永遠に僕たちにつきまとってくるだろう。僕は、それに抗あらがい続ける自信がないんだ。本当に情けないことなんだけど。

　だから、考えたんだ。どちらかが、死ぬしかないんだと。

　初めは、しげ子さんに殺されようと思った。

　でも、すぐにその考えは捨てた。しげ子さんが僕を殺すはずないし、何より、僕はしげ子さんに誰だれも殺してほしくない。

　だから、僕がしげ子さんを殺すよ。

　この手紙と一いつ緒しよに、おしるこの缶かんがあるだろう。そこに、お守りに入っていた毒どくを入れておいた。それを君が飲むんだ。

　今じゃないよ、しげ子さんが本当に死ぬべきときに。

　ここからは、僕の予言だよ。

　しげ子さんは、人よりも長く生きる。きっと百歳さいを超こえる。魔ま女じよみたいになるんだ。それでもきっと、美しいよ。僕にはそれが分かる。

　そしてしげ子さんはある日、死し期きを悟さとる。病気でも事故でもない。ただ自然の成り行きとして、ランプの灯あかりが消えるみたいに、それは訪れるんだ。

　そして思い出す。おしるこの缶のことを。君はもう随ずい分ぶん長く生きたから、それを黙だまって飲む。

　僕はそれで、君を殺すことができる。

　僕ぼくは、これから自殺する。でも、糸は繫つながったままだ。『死人の矢』の原理だよ。

　僕が死ねば、楽らくも天あま城ぎ苗なえも諦あきらめてくれるだろう。

　こんなことになってしまって、本当にごめん。僕は、弱い人間なんだ。

　しげ子さん、君にひとつお願いがあるんだ。

　姉と姉の子どものことを見守ってくれないかな。二人は糸で結ばれている。でも、僕は思うんだ。こんな決断をしておいて言うことじゃないんだけど。でも、思うんだ。

　糸が結ばれているということは、その人が誰だれかを殺そうとしない限り、誰かに殺されることはない。それはそれで、希望なんじゃないかって。

　姉と姉の子どもには希望を持ってほしい。

　僕みたいに間ま違ちがった方向に進まないように、二人を見守ってほしい。本当に勝手なお願いだけれど。

　それと最後に、エストレラの秘ひ文ぶん。あれ、噓うそでしょ。

　それぐらい僕にも分かるよ。ちゃんと調べたんだ。

　あれは、離はなれていても心を通いあわせるための呪じゆ文もんだったんだね。

　離れていても、か。

　次に会うときは、しげ子さん、君が死ぬときだ。そのとき、必ず僕は君を迎むかえに行く。

　さようなら、しげ子さん。




『アトリール・パルトボーシュ・リムニール・インシュトシュ』
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　願いが叶かなったのだ。

　天城苗は、自分にそう言い聞かせた。わたしは、これを願っていたのだ。

　けれど、いつまでたっても胸のむかつきは収まらなかった。

　しっかりと死体は確認した。あいつは確かに死んでいた。────楠くす見み朝あさ生お。

　あいつの死体に、しっかりと唾つばまで吐はきかけてやった。

　それでも、最後に見たあいつの笑顔が頭から消えない。納なつ得とくした顔で死んでいったあいつの顔が。天城苗は、それを振ふり切るように、顔を振る。

　──いいんだ、これでいいんだ。

　病院へと、足を向ける。廃はい病院から病院へ。

　全て終わった。あの人に頼たのまれていたことは、全て終わった。これからは、わたしが思いつくままに、悪意を振り撒まこう。

　天城苗は、楽が眠る病室に入る。

　あの人は眠ったままだ。たくさんの機器に囲まれて。すやすやと、あの人は本当に気持ちよさそうに眠っている。

　天あま城ぎ苗なえは、何も言わず楽らくの顔を見つめる。急に虚むなしさがこみ上げてくる。

　わたしは、一体何をしていたのだろう。

　なぜだか分からない、急にそんな感情に支配される。誰だれのために？　どんな思いで？

　あの少女が頭をよぎる。もしかすると、わたしも洗せん脳のうされていたのだろうか？

　そんな気さえする。

「あれ？」

　いつの間にか泣いていた。なんの涙なみだか分からない。悲しさはない。けれど、目からは涙が次から次へとこぼれ落ちていく。

「君は君のために生きるんだ」

　あいつの、楠くす見み朝あさ生おの言葉が、突とつ如じよとして、なんの脈みやく略りやくもなく、頭の中で鳴る。

　どうして、どうして今、あいつの声がする。そして蘇よみがえる。あいつと、水みず木きしげ子と、過ごした日々を。あいつらを欺あざむくための芝しば居いだったのに。偽いつわりの日々だったのに。記き憶おくが次々と蘇っていく。

　目の前で光が弾はじける。

　新たな記き憶おくを思い出したわけではない。実際に光ったのだ。

　それが、天城苗の最後に見たものだった。ブレーカーを落とすみたいに、意識が消えた。

　天城苗の右みぎ頰ほおには、黒い穴が空あいていた。ワインの樽たるにつるはしで穴を空けたみたいに。遅れて血がコポコポと噴ふき出した。

　目の前の楽のベッドをその血で濡ぬらす。

　そして、前のめりに倒れる。その背後には──右手に銃じゆうを持ち、左腕を持たない男が立っていた。
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　天城苗が倒れ、病室の窓ガラスに、自分の顔が映った。

　我われながら特とく徴ちようのない顔をしている。カンジェロはそう思う。

　あの女の──静しずの──葬そう儀ぎで、楠見朝生は言った。「取引をしませんか？」と。

「あなたと赤い糸で結ばれている男の名を教えます。その男は、あなたの母を間接的に殺した人です」

　赤い糸──カンジェロはそのとき確信した。やはりこの少年、楠見朝生にも赤い糸が見えていたのだ、と。けれどそれは顔には出さない。出せないと言ったほうがいい。カンジェロは、顔と感情を繫つなぐ線のようなものがぷつりと途と切ぎれているのだ。

　あの女が死んだことは、どうでもいいが、自分と結ばれている相手の名は聞きたかった。

「どうしてお前にそれが分かる？」カンジェロはそう尋たずねた。カンジェロ自身も自分と誰が結ばれているのか知らなかったからだ。

「その男は、以前、僕にこう言ったんです。『自分には二十三本の糸があった』。その男も赤い糸が見えるんですよ。でも、静しずさんは、その男のことをこう言ってました。『彼には、たくさんの糸があった。二十四本もの糸が』と。その男が自分に結ばれた糸が見えるようになったとき、あなたと結ばれていた糸はもう見えていなかったからです。あなたはもうすでに左腕を失っていたから」

　──その男も、赤い糸が見える？　なるほど、話の筋すじが少し見えてきた。

　カンジェロは推すい測そくする。

　概おおむねあの女が、俺おれの糸を追ったのだろう。そこで、その男に行きついた。男に糸が見えるようにしたのは、あの女かもしれない。血を入れて。理由は定かではないが。

「お前は何を望む？」

　楠くす見み朝あさ生おは、自分の用件を伝えてきた。

　あるものを用立ててほしい、と。

　カンジェロにとってはたやすいことだった。

　だが……。目の前の男は貧ひん弱じやくな子どもだ。別に取引をしなくても、監かん禁きんして拷ごう問もんにかければ、簡かん単たんに持っている情報を引き出せるのだろう。

　カンジェロは、楠見朝生の目をじっと見つめた。その瞳ひとみの奥には、確かな覚かく悟ごが秘ひめられていた。死を覚悟している。死を覚悟した人間は、とてもやっかいだ。

　いいだろう、望みを叶かなえてやろう。気まぐれでもあった。

　カンジェロは、目の前で眠る男を見下ろす。──この男だったのか。

　以前、俺の組織にちょっかいをかけてきた男だ。あのあと、どれだけ人手と金と時間をかけても発見することが出来なかった。病室の扉とびらの前にあった名は、偽ぎ名めいだろう。

　この男も、あの少年も、糸が見える。俺にも見える。この目は、世界を混こん沌とんに導みちびく。

　あの麻ま薬やく──『スカーレット』。随ずい分ぶんと、この世界に馴な染じんできた。もう少しだ。あの麻薬に、自分の血を混ぜてやる。そうすれば、多くの人間が、この目を持つことになる。

　この世界を喰くい破り、悪意を広めてやる。

　カンジェロは、銃じゆうを男の額ひたいにゆっくりとつける。

　そして、ためらわず、引き金を引く。

　──羽はねが舞まった。

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。それまであったはずの男の頭が消えていた。

　カンジェロが撃うちこんだ銃じゆう弾だんは、枕まくらに穴を空あけただけだった。

　男は意識を取り戻していた。その一瞬の判断の遅れが、致ち命めい的てきだった。

　素す早ばやく上半身を起きあがらせた男が、持っていた銃を手で弾はじき、こちらに銃じゆう口こうを向けると、引き金に手をかけ引いた。実にスムーズな動きだった。

　銃じゆう弾だんは、カンジェロの喉のどに穴を空あけた。

　喉から噴ふん水すいのように血が噴ふき出し、天てん井じようを赤く染そめる。

　血の向こう側で、男が笑っていた。

　床ゆかに倒れる。今度は、男に見下ろされる番だ。

　赤い糸──そうか、俺おれが殺される運命だったのか。

　男が言った。

「どう思う？」
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　足がうまく動かない。仕方ない。ずっと眠っていたのだから。

　楽らくは、病室に備えつけられたロッカーと壁かべの隙すき間まに車いすが折りたたまれて押し込まれていることを見つけ出し、ベッドから降おり、筋きん力りよくが落ちた腕を精せい一いつ杯ぱい動かして、そこに座る。

　──それにしても、まさか、まだ糸が一本残っていたとは。

　楽は、自分を殺そうとした男の死体を見つめる。こいつは静しずの息子だ。左腕がなければ、糸は見えない。以前見たときに、もしかするとこいつと結ばれているかもしれない、と思ってはいたのだが。

　まぁ、いい。こいつは死んだ。これで誰だれにも邪じや魔ますることは出来ないだろう。

　眠る前に天あま城ぎ苗なえという少女に色々と託たくしていたのだが、うまく事を進めてくれただろうか？

　死体となった天城苗を見る。これでは、過度な期待は出来ないな。

　楽は、車いすを動かし、病室を抜け出し、廊ろう下かに出る。途中、天城苗の死体が邪じや魔まだったが、そのまま乗り越こえた。

　廊下は、静かだった。今は夜か。そういえば、わたしはどれくらい寝ていたのだろう。

「止まりなさい！」

　後ろから、怒ど鳴なられる。まだ目め覚ざめたばかりの楽の耳にはうるさすぎる。

　車いすの方向を変えるほどでもないので、顔だけを後ろに向ける。

　楽が思っていたとおり、そこには、楠くす見み冬と羽わが立っていた。両手で銃じゆうを構え、こちらに向けている。腹が大きく膨ふくらんでいる。

　──出産間ま近ぢかか。そうなると、今は五月か六月くらいだろうか。

「どうしたの、冬羽。どうして、僕ぼくを撃うとうとしているの？」

　噓うそみたいな甘い声を出してみる。

「黙だまりなさい！　もう、あんたには、騙だまされない。病室で二人死んでいるわよ。これは、なんなの！」

　──あぁ、やはりもう通じないか。

「ねぇ、撃ちたかったら、撃ってもいいよ」

　楽らくは、顔を前に戻し、再び車いすを動かし始める。

　声を聞けば分かる。あの馬ば鹿かな女は、まだわたしのことが好きなのだ。それに、わたしにはもう糸がない。撃うちたければ撃てばいいのだ。

「止まりなさい！」

　冬と羽わが、楽の背中に向かってもう一度叫さけぶ。だが、楽はもう止まらない。

　銃じゆう声せいが鳴る。天てん井じようを撃っているのだと分かる。それが分かるので、楽はやはり止まらない。

「止まりなさい！　止まりなさいよ！」

　冬羽は、大きくなったお腹を庇かばいながら、精せい一いつ杯ぱい走り、楽の前に回り込む。

　冬羽の目には涙なみだが浮かんでいた。

「ねぇ、なんなのあなた？　本当は誰だれなの？　これを見ても何も思わないの？」

　冬羽は、自分のお腹に手を当てる。

「あなたの子なのよ。もうすぐ産まれてくるのよ。なのに、なのに……どうしてこんなことができるのよ」

　楽は、精一杯悲ひ痛つうな顔を浮かべてみた。「ごめん」と言ってみる。

　鏡かがみで確認したい。わたしは今悲痛な顔をしているだろうか。笑っていないだろうか。

「ねぇ、一つ教えてくれないか？　今って五月？　それとも六月？」

　冬羽の目が鋭するどくなった。彼女から刑けい事じのものに変わった。全てを諦あきらめたような顔だった。

「あなたを逮たい捕ほします」

　冷たい声で、冬羽は楽に言い放った。

　本当に煩わずらわしかった。もう、お前が出る幕まくではないだろう。

　楽は、力いっぱい、冬羽の腹を殴なぐった。冬羽は、悲ひ鳴めいを上げながら床ゆかにうずくまる。お腹の子を庇うように体を丸めうずくまる。

「何月なんだ！　教えろっ！」

　楽は、車いすから降おり、床ゆかを這はいながら、冬羽のお腹を殴る。

「やめて！　やめて！」と冬羽は叫さけぶ。

　腕の力は落ちている。だから全身を使い、膨ふくらんだ腹めがけて、拳こぶしを振り下ろす。

　──あぁ、これはとても気持ちがいい。病みつきになりそうだ。

　楽は、息を切らすまで殴り続けた。

　冬羽の口から血が伝う。何も言わなくなる。

　よし、もういいだろう。

　楽は、再び、車いすに乗る。要よう領りようを摑つかんだので一回目よりもスムーズに乗れる。

　キコキコと車いすを動かす。

　背後から声がする。看かん護ご士しやら患かん者じやの声だ。騒さわぎを聞きつけたのか。「お腹の子が危ない」だとかなんだとか言っている。

　楽らくは、興きよう味みがないのでそのまま車いすを動かし、エレベーターに乗り込む。
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　そこは、水みず木き家が持つ別べつ荘そうだった。

　北海道の人ひと里ざと離はなれた山荘。楽は、そこでリハビリを行った。ゆっくりと、彼に備わっていた筋きん肉にくを呼び戻し、体をほぐしていった。車を整備するかのように。

　楽は、ウッドデッキに出て、目の前の穏おだやかに流れる小川を見つめる。小川を挟はさんだ向こう側に、一いつ匹ぴきのキツネがいる。楽は、いれたばかりの温かいコーヒーをすすりながら、そのキツネを見つめる。畜ちく生しように特別な感情は抱いだかない。ただそこにいるからだ。

　体の戻りは、九割といったところだろうか。そろそろだ。

　どうやら、楠くす見み朝あさ生お君は死んだらしい。新しい、おもちゃを見つけなくてはいけない。

　もっとたくさんの死を見たい。もっとたくさんの悪意を見たい。もっとたくさんの絶望を見たい。──気持ちよくなりたい。

　あの男、わたしを殺そうとした静しずの息子。あの男が取り扱あつかっていた麻ま薬やく、確か『スカーレット』と言ったっけ。

　楽は思いを巡めぐらせる。あの男は、計算高い人間だった。わたしと同じくらい。きっと何か意図を持ってあれを広めたのだろう。それを探り当てれば、また面おも白しろいことが出来るかもしれない。

　考えるだけで、笑みがこぼれる。

　もう、わたしを邪じや魔まする人は誰だれもいない。わたしは、誰とも結ばれていないのだから。

「ん？」

　キツネがまだ楽を見ていた。少しおかしい。キツネは警けい戒かい心しんの強い生き物だ。小川を挟はさんでいるとはいえ、その場に留とどまっているのはおかしい。

　それに目が気に喰くわない。

　畜生のくせに、まるで憐あわれんでいるかのようにこちらを見つめている。

　石でもぶつけようか、楽はそう思い、コーヒーカップを置こうとする。

　が、それよりも早く、コーヒーカップは楽の手から離はなれた。机に落ち、割れる。

「お兄様、ここにいたんですね」

　とても軽い声だった。清すが々すがしく、気き負おいがなかった。

　気づくと目の前に、楽の妹が立っていた。──水木しげ子。

「ずいぶんと探しましたよ」

　水木しげ子は、微ほほ笑えむ。

　割れたコーヒーカップを見つめる。そこには、何本かの楽の指も一いつ緒しよに落ちている。

　水木しげ子の手には、メスが握られていた。
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「北海道だったんです」

「何が？」

　楽らくは、落ちた自みずからの指を見つめながら言う。──あれ、引っつくだろうか？

「修学旅行ですよ。朝あさ生おさんと行くことを楽しみにしていたんです。マナコさんも一いつ緒しよに行くはずでした」

「そう。それは残念だったね」

　楽は微ほほ笑えみ返す。──マナコ？　誰だれだろう。

「お兄様、全て終わらせましょう」

　水みず木きしげ子にいつかのような躊ちゆう躇ちよはなかった。メスは、勢いよく弧こを描えがく。

　楽は体をひねるのが精せい一いつ杯ぱいだ。肩のあたりが切れ、血が噴ふく。

「どうしたんですか、お兄様。わたくしに、お兄様は殺せないんです。どうしてかわされるんですか？」

「だって痛いだろ」楽は、答える。

　水木しげ子は言う。

「かわいそうなお兄様。本当に本当に。わたくしは、あなたによって、あなたの悪意によって、目を奪うばわれました。そのとき、わたくしは思いましたよ。わたくしを傷つけた、マナコのことを。この子は、きっと永遠にこのことを忘れられないだろう、と。だから、わたくしはあの子のそばにずっといてあげようと考えたんです。お兄様は、今わたくしのことを考えられないのですか？」

「どうして？」

　と楽らくは言う。本当にどうしてか分からないからだ。

「こんなことはしたくはありません。お兄様、あなたのためではなく、朝あさ生おさんのためにです。でも、朝生さんはもういません。朝生さんは、【カンジェロ】のリーダーに、お兄様を殺させようとしていたのでしょう。それで決着を図ろうと考えていたのでしょう。レバーを引くように。でもそれも失敗した。わたくししか残されていません。わたくしが、しなければいけないのです」

　水木しげ子は、そう言うと、心の迷まよいを消し去るかのように、表情を消し去り、言った。




「呪のろうなら、自分を呪いなさいな」




　そう言うと、水木しげ子は、何度も何度も、楽にメスを振ふり下ろした。

　楽は、体のいたるところを切られた。水木しげ子は、メスの刃はが落ち、切れなくなると、また別のメスを取り出し、楽を切りつけた。

　楽は、その場を逃げ出した。山へと足をもつれさせながら、逃げた。

　水木しげ子は、追ってこなかった。背中から「また来ます」と柔やわらかい声が聞こえてくる。

　それでも楽は、足を動かし続けた。山の奥へ奥へと。

　気づけば、木にもたれかかるように倒れていた。血が減っている。足が動かない。

　くそ、またリハビリしなくてはいけない。早く誰だれかを苦しめたいのに。

　でも、大だい丈じよう夫ぶだ。

　わたしは────誰にも殺せない。

　そうだ。我わが妹がどれほど殺意を持っても、わたしを殺すことは出来ない。

　現にわたしは死んでいないのだ。

　そう思うと、楽は笑ってしまう。声を上げ笑ってしまう。おかしくて仕方がない。

　何かがこちらに向かってやって来る。黒くて大きなものだ。まるで、悪意を象かたどった闇やみの玉だ。

　目がかすみ、それがなんだか分かるまで時間がかかった。

　熊くまだった。

　──まてよ、どうなるのだ？　動物に殺される場合、糸はどうなる？

　わけの分からない感情が押し寄せてくる。胃が持ち上がり、心しん臓ぞうが縮ちぢみ、体が強こわ張ばる。

　熊は咆ほう哮こうし、のそのそと一歩ずつ、重い体を動かしながら楽に向かって歩き出す。

　意識が遠のいていく。もう楽の目は開かない。

　ゴリゴリという骨を砕くだく音が体の中から鳴る。体が無意識にビクビクと反応する。

「ぎゃぁぁぁぁ！」

　楽らくは悲ひ鳴めいを上げた。自分でも驚おどろくほどの。

　股またの間に湿しめりを感じる。自分でももう、何がなんだか分からない。体のどの部分がまだ存在しているのかさえ分からない。

　いつの間にか、意識は深い闇に落ちていた。体もそこにある。暗くら闇やみの中、楽の体が浮かんでいる。遠くで何かが見つめていた。




　小川の向こうで楽に憐あわれみの目を向けていたあの────キツネだった。
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　少年は、一人待たされていた。墓はかの前で。

　母は、墓を洗うための水を汲くみに行ってしまった。

「あなたもお参りですか？」

　背後から声をかけられた。いや、その声は独特で少年には、内側から鳴っているように聞こえた。

　振ふり返ると、髪かみが異常に長い美しい女性が立っていた。人形のようにつるりとした顔をしていて、年ねん齢れいがよく分からない。

「うん、お母さんと来たの。おじさんの墓だよ。お母さんの弟の墓」

　女性は、奇き妙みようなあまり見たこともない花を墓に添そえた。

「似ていますね、あの人に」

「あの人？」

　女性はそれには答えず、とても優やさしい顔で、少年を見つめた。

「ねぇ、ロボットは好きかしら？」

「そりゃ好きだよ。好きに決まってるじゃないか」少年はなぜか威い張ばって言う。「変形したりとか合体するやつが特に好きだよ」

「それはよかった」

　そう言って、女性は、少年に黒くて四角い何かを渡した。少年にとっては初めて目にするものだ。

「これ何？」

「お母様にお聞きなさい」

「分かった。なんだか分からないけど、お姉ちゃん、ありがとう」

　女性は、微ほほ笑えむ。

「お母様のこと守ってあげてね」

「もちろんだよ」少年は、また威張って言う。

　女性は、去っていく。「マナコ、お待たせしました」

　遠くで、その女性と同じくらい美しい女性が立っている。「はいお姉さま」

　少年は、呼びとめる。言おうかどうか迷まよったが、言っておいたほうがいい気がした。

「ねぇ、お姉ちゃん」

「何かしら？」

「お姉ちゃん、結ばれてるよ。──赤い糸が見える」

　女性は、再び微笑んだ。それは、これまでとは違い、歪ゆがみのような笑みだった。

「えぇ、知っていますよ。あの人は噓うそが苦手なんです」

　そう言って、笑った。奇き妙みような笑い声だ。

　ヒョッヒョッヒョッ、彼女はそう笑った。










　　　あとがき




　どうも、真ま坂さかマサルです。※ネタバレあるので、最後に読んでください。

　しげ子さん、最終巻となりました。これまでは、連作短編の形式を取っていたんですが、今回は、長編で、一冊で一つの話を展開しています。１巻と２巻が、ドラマの１シーズン、２シーズンならば、今作は、劇場版のような感じでしょうか。

　最後は少し早足だし、朝あさ生お君の両親にまつわるエピソードとか書きそこなったんですが、自分としては納なつ得とくできる終わり方ができたかなと思っています（あくまで自分としては）。

　しげ子さんって、小ネタが多くて、情報量が無む駄だに多いので、毎回ボロボロになって書いていたんですが、いざ終わってみると、なんだか寂さびしいです。それと同じくらいすっきりもしているんですが。




　それにしても、ライトノベルって、イラストの影えい響きようをすごく受けるんですね。実際にやってみて本当に実感しました。絵から影響を受けるのは当たり前なんですが、それだけではなく、イラストの方の性格とかも間接的に影響を受けるんですよ。

　なぜなら、最初に原稿を読むのが、担当さんを外すと、イラストの方になるからです。ダイレクトの感想を貰もらうことになるので、自然と、まず、イラストの方を楽しませるものを書かなければ、と思ってくるんです。この作品のイラストを描いてくださっているのは、生なま煮にえさんなので、まず、生煮えさんを楽しませよう、と。

　ものすごくうろ覚えなんですが、誰だれかの──多分有名な作家だと思う──格かく言げんで、『不特定多数のために書くのではなく、身近な人を喜ばせるために書きなさい』というのがあります（ような気がします）。僕ぼくの中で、それは、イラストを描いてくださっている生煮えさんでした。よくよく考えれば、会ったこともないので、身近でもないのだけれど。

　裏社会では、裏で物事を操あやつる人物のことを『絵え師し』と呼ぶそうですが、ライトノベルの世界では、二重の意味で、絵師は『絵師』なのかもしれません。

　──自分でも書いていて、「なんのこっちゃ」と思ってきたので、このへんにしときます。




　ということで、ここからは謝しや辞じを。

「断面はダメです」と優やさしく僕を諭さとしてくれた担当の清きよ瀬せさん。醜みにくく、見にくい文章を直して下さった校こう閲えつ様。本を宣せん伝でんしてくれた友人。そして、生煮えさん、楽しんでもらえましたかね。

　最後に。結末まで読んで下さった読者の皆みなさま、本当に、本当に、ありがとうございました。

　次回作でお会いしましょう。
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真ま坂さかマサル

兵庫県出身。もしこの本がたくさん売れたら、写真の場所に住みたいと夢見る今日この頃。
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イラスト／生なま煮にえ

都民になったイラストレーター。

真坂先生の物語とても大好きなのでずっと読んでいたかった。

今回もとても楽しく描かせていただきました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「真坂マサル先生」係

「生煮え先生」係











本書は書き下ろしです。











[image: ]電撃文庫





水みず木きしげ子こさんと結むすばれました3








真ま坂さかマサル





発　行　　　　2014年11月27日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2014 MASARU MASAKA





※2014年10月10日発行の電撃文庫『水木しげ子さんと結ばれました3』初版に基づき制作











[image: ]




item/image/p242-p243.jpg





item/image/t001.jpg
<

I

LRk
&

: et & L e
3%1\412\1“
E EleGEK()
SAN TO
MUSUBARE

MASHITA

011






item/image/t003.jpg
S

g g
L FBERE L

i 3 iMrzuki

SHIGEKO

s

SAN TO

MUSUBARE

MASHITA





item/image/t002.jpg





item/image/p282.jpg
=, ]M«. N

/4,/
/






item/image/cover.jpg





item/image/p037.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/hyou4.jpg
Lpesle
HFERE L

MIZUKI
SHIGEKO SAN
TO MUSUBARE

MASHITA

Presented By
MASARU MASAKA

Tllustrated By NAMANIE
Produced By DENGEKI BUNKO





item/image/p109.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第一章　選ばれた彼女



		第二章　迷う彼女



		第三章　つかめない男



		第四章　爆ぜる彼女



		最終章　殺す僕



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p060.jpg





item/image/p263.jpg





item/image/k002.jpg
4 I ’i/{ ¥ 1T =]





item/image/k001.jpg
MIZUKI

BH RN T LI

Presented By

MASARU MASAKA

Ilustrated By NAMANIE.

Produced By DENGEKI BUNKO
Designed by AFTERGLOW

0k

i

HF
o






item/image/p257.jpg





item/image/k003.jpg
Presented By
ﬂm MASARU MASAKA

Hlstaed By NAMANIE
Produced By DENGEKI BUNKO.





item/image/p219.jpg





item/image/p019.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/toc-001.jpg
R 117 fim

oR Sl

C ONTENTS

mE ¢ Hm

Hlustrated By NAMANI
Produced By DENGEKIBUNKO R

.
MASARU MASAKA






item/image/p175.jpg





item/image/t005.jpg
3 %

Tl sl
“GFEhZ LT
ESHWG}K()

S AN T O

MASHITA

179





item/image/t004.jpg
N

e
BT LR

: 3 iMizuki
SHIGEKO






item/image/t007.jpg
'V

(&
b
A
&
N
5
>
™

MIZUKI

SHIGEKO
SAN TO
MUSUBARE

MASHITA

287





item/image/t006.jpg
SHI.G EKO
SAN TO
MUSUBARE

MASHITA

245





item/image/p009.jpg
MIZUKI

SHIGEKDO

-(8)
— RN
(7 O e S 5g A

SAN TO

T
TS

MUSUBARE

o8y

Presented By
MASARU MASAKA
llustrated By NAMANIE

Produced By DENGEKI BUNKO
igned by AFTERGROW

MASHITA






